
戯

“砕

ｔ

ド

ー

滋賀県高島郡今津町

弘 川 遺 跡 発 掘 調 査 報 告 書

古 代 郷 倉 跡

1979

滋 賀 県 教 育 委 員 会

毯只滋賀県文化財保護協会



簿賀県高島郡今津町

弘川 遺 跡 発 掘調 査 報 告 書

古 代 郷 倉 跡 一― 一

1979

滋 賀 県 教 育 委 員 会

酸買滋賀県文化財保護協会



序

弘川遺跡は高島郡今津町に所在する遺跡で、国道 161号線バイパスエ事に伴って調

査されたものです。バイパスは、すでに303号線まで漸定供与されている段階であり

ますが、以北においては、なお、交通混雑を解消しきれない状態であり、バイパスの

延長が急務となりました。従って、建設省の要請により、路線内に係る当遺跡の発掘

調査を、急興、実施する運びとなりました。本報告書はその調査成果であります。

弘川遺跡は、類例のない古代郷倉跡かと考えられるものであることが明らかになり、

貴重な一資料を提示することになったものであります。埋蔵文化財の場合、その成果

をただちに期待できない性質のものでありますが、各人の文化財に対する正しい認識

によって、歴史に新らたな一ページを書き加えることのできるものであり、本書がこ

こに上梓されたことで、その認識の一助となれば、最も幸せとするところであります。

最後に、発掘調査および整理業務に日夜努力いただいた調査員の方々ならびに地元

関係者の方々に感謝いたします。

昭和54年 3月

滋賀県教育委員会

教育長 中 山 正
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夕J

1.本書は、建設省の実施する国道 161号線バイパスエ事に伴 う弘川遺跡発掘調査報告書である。

2。 本調査は、滋賀県教育委員会の指導のもとに、建設省の委託により財団法人滋賀県文化財保

護協会が実施 した。

3.本書は、昭和51・ 52両年度に発掘調査 を実施 し、昭和53年度に整理 した成果である。

4.調査および整理・報告は文化財保護課技師田中勝弘が担当した。現地調査及び整理作業には

以下の諸氏の協力を得た。

奈良大学学生 :林 純 (京都産業大学 OB)、 阿部嗣治

京都産業大学学生 :上羽基之、鈴木弘市、重村和、阪口勝彦、川上真成、黒田均、垣村俊夫、

藤村善嗣、木村昌義、飯野清士、岡井誠、北川利之、鈴木俊則、鈴木泰、曽根秀夫、中村勉、

宮南称、芳村高史、赤坂博之、漆崎薫、尾崎章子、北川禎弘、小牧正明、小松紀子、斎藤和弘、

橋田祐子、藤田和也、丸岡一成、宮崎雅美、森田さと子、山岡一朗、吉元達成、石本好典、加

藤栄司、田中聡一、野口千栄美、藤田早苗、宮地達造、井塚哲夫、臼井滋、北脇泰久、多賀健

次、塚本裕治、中川卓也、馬場重信、藤井益夫、岸本好弘。

なお、現地調査では上弘部、下弘部の方々の協力があった。

5.整理は、遺物実測を田中、林、田部、阪日が行ない、遺物の分類、図面の整理については、

林が主 として当った。また、遺物写真 。遺構写真については田中が撮影 した。

6。 本書の執筆、編集は田中が当 り、遺物観察表については林が作成 した。

7.遺構は、溝をM、 建物跡は地区名を冠 し、棚列をS、 土城 をBP、 小土拡をPで表わした。
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は じ め に

弘川遺跡は、昭和45年度に実施 した国道 161号線バイパス関連遺跡の分布調査以降に発見され

たものであるが、バイパスは、すでに国道 303号線 と直結 し、漸定供与されている段階であった。

また、161号線の、303号線以北では、なお、交通混雑 を解消 しきれない状態であり、バイパスの

303号線以北への延長が急務 となっていた。従って、建設省の要請によって、急製、事前調査を

実施 したのである。

調査は、原因者である建設省が費用を負担 し、昭和51・ 52両年度事業 として、滋賀県教育委員

会の指導のもとに、(財 )滋賀県文化財保護協会が実施 した。

なお、調査に当り、今津町教育委員会、上弘部、下弘部の方々及び京都産業大学考古学研究会

の会員の方々にお世話になった。ここに記 して謝意を表 します。

図 1.弘川遺跡位置図
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第 1章 歴史的地理的環境

1.地理的環境

位置 (図版―)

弘川遺跡は、滋賀県高島郡今津町弘川字宮の西、中野にある。国道303号線が161号線に合流す

る地点より北西約1.5協 、国鉄湖西線近江今津駅 より北西約1.4協のところにある。国道 303号線

は旧若狭街道 とほぼ一致するが、遺跡は、その南端付近でこの街道がかかる。若狭街道は近江今

津と若狭小浜 とを結ぶ古代よりの幹道で、遺跡はこの街道に沿って位置 していることになる。ま

た、善積荘 8ヵ 村に数えられる下弘部、大供、今津、南新保、弘川各集落に囲まれ、ほば、その

中央 に位置する。

五 立毘l(図版二)

高島郡は、およそ、安曇川、石田川、知内川の 3河川で形成される3ヵ 所の平野部を持つが、

弘川遺跡は、その中央を流れる石田川の南方 0,6協程のところにある。石田川の形成する平野は、

南を饗庭野丘陵、北を赤坂山等の山塊によってはばまれ、東西に細長い。弘川遺跡は、饗庭野丘

陵がその北東端で小さく舌状に張 り出した台地上に立地する。現在、開発によって旧形をとどめ

ていないが、丘陵の北端裾部を西流する今津川の小河川が、遺跡西側で北上 し、北側で再び屈曲

して西流 しており、旧地形に沿った流路 といえる。遺跡は標高約 1■.5m附近にあり、北方石田

川附近 とは比高1lmを 計 り、高燥な高台に立地 しているといえる。

2.歴史的環境

石田川流域の歴史的環境について、まず遺跡の分布 を見ると、饗庭野丘陵北端の台地で縄文式

上器が採集されている (上弘部遺跡 )。 饗庭野丘陵の辺縁部では、新旭町安井川犬の馬場遺跡、

同下平遺跡等の縄文時代遺跡が 2～ 3知 られている。いずれも詳細は明らかでないが、饗庭野丘

陵辺縁部には、同様の立地 をもつ同時代遺跡がさらに発見される可能性がある。

弥生時代遺跡については、石田川の北方で平が崎遺跡、またその西方 1協程のところでも農免

道路建設工事の際に弥生式土器の出上 したことを伝 え聞いている。現在のところ、石田川南方部

での遺跡は明らかでなく、この 2例 を数えるにすぎない。また、いずれも詳細は明らかでない。
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古墳時代に入ると、石田川の南北両方の丘陵端部台地に沿って、多数の古墳が築造される。石

田川南方では、若狭街道の南側に、西より、商生古横、甲塚古墳、女郎塚古墳、円山塚古墳、葺

積塚古墳、 ミコシ塚古墳、将軍塚古墳、若狭街道の北側で大床古墳群 (2基 )と ほぼ街道に沿っ

た状況で分布する。いずれも小円墳で、内部主体等詳細は明らかでないが、これらのうち、円山

塚古墳 より、鏡、甲、刀等が出上 したことを伝えており、中期後半の古墳である可能性が強い。

石田川北方では、丘陵裾部に立地するものとして、丸山古墳、酒波古墳群 (4基 )、 卍塚古墳、

蛇塚古墳、チゴ塚古墳、酒波東古墳等があり、このうち、丸山古墳、酒波古墳群、酒波東古墳等

で横穴式石室の存在が知 らる。また、平野部に独立丘陵状に存在する妙見山の尾根上には10数基

の古墳がある。これらはいずれも円墳であり、規模 も20m以下の小円墳群である。石田川流域では

唯一平地に立地する大塚古墳がある。径35m、 高さ7mで周濠を有する円墳である。以上のよう

に、石田川流域では、円墳以外の墳形を見ることがなく、安曇川流域における田中・王塚古墳群

や熊野本古墳群のように、帆立貝式古墳 と約40基の円墳、方墳、また前方後方墳 1基 と23基 の円

墳、12基 の方墳から構成されるような古墳群は存在 しない。また、群集墳においても、酒波古墳

群の 4基を越すものはなく、その多 くは単独墳であり、この点についても、安曇川流域 とは大き

く異る。ただ、石田川流域の古墳分布の上で注意されることは、石田川北側に比べて、平地部が

狭長な南側の若狭街道に沿った地域に多数の古墳が分布することである。特に、平野が収束 し、

澳谷に入る入口附近で、蘭生古墳が存在する点である。このことは、若狭街道が若狭 と近江を結

ぶ幹道であり、石田川南側、饗庭野丘陵の北端沿いが古来より交通の要所であったことから理解

し得ると思う。                                   
｀

古墳時代の集落跡については多くを知 らない。ただ、平地の湖岸近 くにある北仰遺跡で須恵器

の散布が認められているにすぎない。

奈良時代以降では、石田川の南北両側で 2～ 3の遺物の散布が伝えられているが、詳細は明ら

かでない。集落以外では、石田川の北側で北仰の白木塚遺跡で一石一字経、日置前の経塚遺跡で

経筒、深清水の新田遺跡に火葬骨を入れた蔵骨器、古寺酒波寺の南にある式内日置神社から蔵骨

器が出土 している。石田川流域には多数の寺院伝承地があり、これら蔵骨器や一年一石経、経筒

の出土等を考え合わせると、案外、古 くさかのぼり得 る寺院跡の存在する可能性 もある。

高島郡内には31座の延喜式内社が存在する。このうち、石田川流域には 5座の存在が考定され

ている。すなわち、弘川の阿志都弥神社、南新保の小波神社、商生の熊野神社、酒波の日置神社、

北側の津野神社である。注目されるのは旧善積荘 8ヵ 村 といわれる商生、弘川、南新保の 3ヵ 所

に存在することである。このことは、先述の古墳分布 とともに、若狭街道の沿線に古社が集中し

て分布 し、若狭街道の重要性 を強調するものであろう。

高島郡の条里遺構については、一条から十八条までの復元的考定がなされており、十九条以上
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については考定する資料がないといわれる。十八条は、現在の新旭町木津附近に当る。従って、

今津町以北では条里別制行は実施されなかった様である。事実、石田川流域の水田畔割 りには、

条里を思わせる区画は認められない。 しかし、石田川流域では、善積荘、河上荘の記事が見える。

善積荘は現在¢午津、弘川、南新保、大供、下弘部、上弘都、簡生、南生見のいわゆる善積荘 8

ヵ村を包摂する地域 とされ、後冷泉天皇の頃源斎頼の領地 といわれる。河上荘は治暦四年 3月 の

太政官府に見え、浜分、深清水、日置前附近が考えられている。すなわち、平安時代後期には荘

園として経営されているのであり、条里制遺構の欠如が必ずしも、この地域の開発の遅滞 を意味

しないであろう。

交通上では、すでにのべているが、現在の 161号線が近江 と北陸地方を結ぶ西近江路にあたり、

303号線が若狭 とをつなぐ若狭街道に当る。今津はその両街道が合するところであり、交通の要

衝 といえる。延喜式の主税上に若狭国より京への物資の運搬についても「自勝野津至大津」 とあ

り、勘仲記治暦元年 9月 1日 越中国司に附 した太政官符に、塩津、大浦、木津の港の記事が見え

る。木津については、 718～ 747年頃といわれる平城宮跡出上の木簡にその地名が見え、これら

勝野津、塩津、大浦、木津等は古 くよりの港湾であったと考えられている。一方、今津は、木津

(古津)に 対する今津 といわれ、また、1250年頃成立 したとされる源平盛衰記において初見する

こと等から、比較的新 しい港であるとされる傾向にある。 しかし、今津が西近江路 と若狭街道 と

の合流点であることを考えると、さほど新 しく考える必要はないように思われる。

以上のように、石田川流域は、当河川の南側、饗庭野丘陵の北端沿いに若狭―近江を結ぶ幹道

である若狭街道を控 えており、しかも、湖岸に沿って縦断する北陸地方 との連絡路である西近江

路 との合流点を持ち、古代より交通の要街 としての歴史的な位置付けが出来よう。
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第 2章 調査の経過 (図版三)

弘川遺跡は、昭和45年度に実施 した国道 161号線バイパス関連遺跡の分布調査においては確認

されなかったのであるが、後、地元文化財パ トロール員によって、当該地に遺物の散布 している

ことが知 らされ、建設省 と新たに協議に入り、発掘調査 を実施することとしたのである。

昭和51年度には、国道303号線以南の路線内分布範囲約3,300ば を対象 とした。調査の結果門跡を

伴う濤跡によって区画された範囲内に多数の倉庫跡が配ア1さ れていることを確認 した。そして、

当遺跡が一般集落 と異 り、官衡的な性格 を持つ ものであろうと考え、周辺の遺物分布範囲を詳細

に調査 した。その結果、303号線以北の路線内は、すでに宅地化され、バイパスエ事用の土砂が置

かれていたが、路線束西両側の畑地になお遺物の散布が認められ、西方の円山塚古墳のある附近

までに濃密な遺物の散布状況が認められた。この遺物の散布状況 と周辺の地形から、北は今津川

まで、西は円山塚古墳までの約 200m四 方に及ぶ遺跡であることが推察され、 303号線以北をも

調査する必要が生 じた。

昭和52年度には、303号線以北の調査を実施 したが、路線内には、すでに、工事用上砂が広範囲

に置かれ、一部宅地造成されていたため、取 りあえず、置土されている部分の北側及び、南側に

残された畑地及び宅地造成部分の調査を実施 し、その結果に基いて、中央の置土部分 をも調査す

ることとした。結果的には、北側で東西に並ぶ建物跡を検出し、遺跡の北限であることが知れた。

南側部分ではその西側部分は残された畑地で建物跡を確認 したが、東側の大半は、宅地造成工事

の折に大 きく削平されていて、遺構 を検出することができなかった。 しかし、遺構が置上部分以

北にものびていることから、この部分にも遺構の遺存 している可能性が考えられたので、置土の

処理について、建設省 との協議に入った。置土は、昭和51年度調査部分に、遺構上面に砂層を設

けて移動されることとなり、その除去後に、置上部分の調査を実施 した。

以下は、昭和51・ 52両年度にわたる調査の結果であり、便宜的に、昭和51年度実施部分をA地

区、Bト レンチ、昭和52年度実施部分をC地区、D地区、Eト レンチ、Fト レンチ、G地区とし

た。 B、 E、 F3ト レンチは、試掘成の段階で遺構の分布 を認め得なかった部分であり、Bト レ

ンチはA地区の南側、Eト レンチはD地区の東側、Fト レンチはC地区の東側に当る。また、E

F両 トレンチ部分は、土取 り等による被掘部分、Bト レンチはA地区で検出した門跡以南で、遺

跡外に当る。以下では、この 3ト レンチについては特に項を設けていない。
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第 3章

遺
１

■

昭和51・ 52両年度を通 じて検出した遺構は、門跡、濤跡、掘立柱建物跡、棚列、井戸、大型土

砿、ピット等である。以下においては、まず、各遺構 を個別に説明を加え、次に遺構の相互関係

を述べる。

i  Fヨ i亦 (図版一四)

南面する八脚門である。南北長3.21m～ 3.08m、 東西幅4.6m～4.51mを計る。0.7m～0,98m

×1.5m～ 1.85mの 柱穴掘方に各 2本ずつの柱 を埋め込んでいる。東西両側の柱間は0.8m～0,95

m、 中央柱間は2.84m～ 2.67mで 、規模は小さいが、柱痕は遺存 しているもので直径が0,43m～

0.56mと 太い。柱基底面に小礫 を敷いて根固めしているものがある。

� 濤跡 (図版二五)

門跡の東側から、並行 してのびる2条の溝跡 (Ml,M2)を 検出した。Mlは、門跡の北東

柱穴掘 り方の東端より接続 して、東方に 8.lmの び、直角に折れて、北方へ32.5mの びる。ここ

で、濤跡は、2,7mの 間が途切れ、再ぴ南方へのびる。以南は現国道303号線に係 るため、不明で

ある。溝の掘 り方は均―ではなく、少なくとも四回に分けて掘穿されている。すなわち、東西部

分の 8.lmの 間、南北部で、南側の17.5mの 間、溝が途中で途切れる15mの 間及び、以南の部分

である。各々の接続部分は濤底に立ち上 りが認められる。また、各々の溝底 も均一 レベルに整え

ておらず、東西部分で、西側半分の 4.7mの 間が一段深か く、0。 8mの比高を持つ。南北部分の南

側17.5mの 間では、連続する4ヵ 所の凹みが見られ、中央部では、中程 と北側 との 2ヵ 所が凹む。

北側部では、南半 2.8mの 間が一段深かい。濤幅は0,7m～ 1,3mでほぼ一定 しており、従って、

横断面形は溝底が皿状 を示すが、掘 り方の立ち上 りは、各部分の深さにより、勾配が異る。

M2は門跡の南東柱穴掘 り方の南東コーナーから東方へ 9.7血 のび、直角に折れて南方へ10。 1

mの びる。以南の21.5mの 間は削平されていて消滅 しているが、続 く 5。 7m程の間で、浅 く遺存

していた。M2も Ml同様、 2回以上掘 り足 して一本の濤 としている。特に、南面する東西部分

では、東側 4.7mの 間が深さ1.48mと 深か く、西側半分 とは北高0.66mを計る。南北部にもやは

り溝底に起伏がある。濤幅は、東西部分が 1.5m、 南北部分で lmを 計る。導断面形はMlと 同
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様である。

Mlと M2の間隔は、東西部分で2.5m～ 2,7m、 南北部分で1.8m～ 2mを 計る。

なお、Mlは Bo P。 5,B.P.17,B.P.18に より切 られている。

� 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は30棟分を確認 している。このうち、 2間 × 2間のものは16棟、 2間× 3間のも

の10棟、 2間× 3間以上 3棟を数える。

Al-1(図 版九)Al-2に よって切 られる2間× 2間の建物。南北長4.99m～ 4.58m、 東

西長4.96m～5,01mで 、ほぼ方形プランを持つ。中央に東柱 を持つ。柱穴掘 り方は一辺0,64m～

0。 94mの ほぼ方形で、柱痕は直径 0.3～ 0.44mを計る。

Al-2(図 版九)Al-1を 切 る建物である。西側が用地外に当るため不明であるが、多分

2聞×2間の建物であろう。南北長4.32m～ 4.18mを計る。東西長は2.34m～ 2.39m以上である。

東柱 を持つ。この柱穴掘 り方の埋土内には焼上、炭等があり、Al-1の 焼亡後に立て替えられ

たことがわかる。柱穴掘 り方は一辺0。 75m～ 1.■ mの ほぼ方形で、柱痕は径0.3m～ 0,9mで、A

l-1よ りやや小規模 となっている。

A2(図 版一〇)西側は用地外で不明であるが、その規模から考えて、おそらく2間 × 2間 の

建物 と考えられる。南北長4.08m、 東西長は2.42m以上を計る。柱穴の掘 り方は、最 も型の整っ

たもので0.88m× 0,94mの規模 を持つ、ほぼ、方形のものである。他のものは、やや不整形であ

るが、同規模の方形に近いプランを持つ。ただ、束柱は径0,77mの 円形の掘 り方 を持つ。柱痕は

0.3m～ 0。 42mを計る。

A3-1(図 版一―)2間 × 2間の建物で、規模は南北長3,79m～ 3.46m、 東西長3.63m～ 3.

75mで、方形プランを持つ。柱穴は一辺0.69m～0.87mの 方形で、柱痕は0,27～0.32mを 計る。

束柱 を持つ。A3-2に よって切 られている。

A3-2(図 版一―)南北長3,96m～ 3.88m、 東西長3.55m～3.77mの規模 を持つ 2間× 2間

の建物。A3-1を 切って建てられており、A3-1の 建て替え建物 と考えられる。一辺0.49m

～ 0.6mの 方形の柱穴掘 り方を持ち、柱痕は直径0.2c～ mO。 33mを 計る。中央に東柱 を持つ。

A4(図 版一〇)南北長4.12m～ 4.18m、 東西長3.67m～ 3,7mの規模 を持つほぼ方形の建物

で束柱 を持つ。柱穴は一辺0,7～ 0.9mの 方形の掘 り方を持ち、直径 0.3m～ 0。 49mの柱痕 を遺す。

A5-1(図 版一二)A5-2に よって切 られている。 2間 ×2間の建物で、東柱 を持つ。規

模は南北長3.73m～ 3.57m、 東西長3.63m～3.39mで 、ほぼ方形プランである。一辺0,7m～ 0,96

mの ほIF方形の柱穴掘 り方 を持ち、直径0.3～ 0.5mの柱痕 を残す。

A5-2(図 版一二)A5-1を 切って建て替えられた建物。南北長3.66m～ 3.52m、 東西長
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3.42m～ 3.76mの規模を持ち、A5-1に 比べて、やや小規模 となっている。柱穴の掘 り方は一

辺0.52m～0.86mの方形で、柱痕は0.26m～ 0.36mと A5-1に 比べて細 くなっている。

A6(図 版一三)北側柱列の中央を欠失tて いるが、柱穴の遺存状態が極めて不良であるため、

削平により消失 しているものと思われる。東柱も検出できなかったが、本来、遺存していたと考

えてよかろう。従って、▲6は束柱を持つ 2間 ×2間の建物で、規模は南北長4.06m～ 4.08m、

東西長4.1lm～ 4.4mを計る。柱穴は二辺0.68m～ 0.85mの方形で、柱痕は0,3m～ 0.35mを計る。

一部の柱痕基底面に小礫が見られたが、根固めのものであろうか。

A7(図版一三)西側柱列 3基、南側柱列 2基、計 4基の柱穴を確認した。西側 3基の柱列は

長さ 3.9m、 南側 2基の柱間は3.97mを計る。西側 2間の柱列長から考えて、 2間 ×2間の建物

を想定できる。南側 2基の柱間は後世の溝によって被掘され、南側 2間 を構成するもう1基の柱

穴は消失したものと考えられる。柱穴の掘 り方は一辺0.56m～ 0.68mの方形で、柱痕は0。 28m～

0.41mの直径 を持つ。

A3(図版一二)北及び東へのびる建物である。柱間は西側が1,62m、 南側が1.46mを計る。

2間×2間の建物を想定すると、復元南北長3.24m、 東西長2.92mと なり、後述するC9の遺物

の規模に近似する。一辺0.57m～ 0.69mの方形の柱穴掘 り方で柱痕は直径0.26m～ 0.32ぃ を計る。

Cl(図版一五)南側 4基、北側 3基の柱列を検出した。南側 3間の柱間は西より2.36m× 1・

98m X2112m、 北側 2間 は1.77m× 2.20mを 計り、各々対応柱間は近似した数値を取るが、両柱

列の注1間 は西側で2.Om、 東側で0.8mと 東側程狭 くなる。径0。 37m～ 0.48mの 円形の柱穴掘 り方

で、柱痕は径0。 17即 ～0.21mと 規模が小さい。他の同様規模のものでは2聞×3間の建物 となる。

C2(図版一五)東西の柱列 3基を検出した。柱間は2.12m× 2.1lmと ほぼ等間隔である。南

側が土取 りにより大きく撹乱されているところから、南側にのびる建物と考えられる。柱穴掘 り

方が径0。 35m～ 0,48mの 円形で、桂痕が0。 18m～ 0.21mと 規模のおヽさいところから、 2間×3間

の南北棟 と考えられる。

C3(図版一五)南倒柱列 2間、西側柱列 2間、東側柱列 1間 を確認 した。柱穴掘 り方は径0,

36� ～0.73m、 柱痕は0.15m～ 0。 2mで 2間×3間の南北棟 と考えられる。東側の柱穴は一都削

平されて消失していると考えられる。2聞 ×3間の建物 とした場合、東 。西柱列の中央で北寄 り

にあるビ|ン トは、他の同例から考えて束柱 となる可能性がある。規模は東西長3.87m、 西側柱列

で3,32m以上、東側の 1間 は1,94mを計る。

c4(図版一六)2間 ×3間の東西棟である。南北幅 3。 2m～ 3.22m、 東西長5,74m～ 6。 10m

の規模を持つ。柱間は南側で2.25m× 1.75m× 2.08m、 北側で1,74m× 2.64m× 1.35m、 西側が

1.5m× 1,7m、 東側が1,33m× 1。 90nと不等間隔である。東柱は東側に片寄って 1基見られる。

柱穴掘 り方は径0.31m～ 0.56mの 円形で、柱痕は0,14m～ 0.25mと 細い。
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C5(図 版一六)中央に東柱 を持つ 2間× 2間の建物。南北長4.01m～ 4。 lm、 東西長3.42m

～3.55mと わずかに南北に長い。柱穴掘 り方は0,66n～ 1.06mを 一辺 とする方形で、柱痕は0.26

m～ 0.33mを 計る。C6を切って建てられている。

C6(図 版一七)2間 × 3間の南北棟。南北長4.06m～ 4.13m、 東西長2.64m～ 3.4mで、長

台形状のプランを示す。南に片寄って束柱 1基 を持つ。径0。 44m～ 0。 49mの 円形の柱穴掘 り方を

持つ。柱痕は径0.16m～ 0.27mを 計る。C5に よって切 られている。

C7(図 版一七)2間 × 3間の南北棟で、南寄 りに東柱 を持つ。南北長4.42m～ 4.73m、 東西

長3.14m～ 3.52mの規模 を持つ。柱穴の掘 り方は円形乃至方形に近か く、径 0.4m～ 0,73mを計

る。柱痕は0。 15m～0.25mで ある。

C8(図 版―八)束柱 を持つ。 2間 × 2間の建物である。南北長3.95m～ 4.15m、 東西長 3.4

m～ 3,54mで 方形プランである。柱穴はやや不整形であるが、一辺0,7単 ～1.lmの 方形の掘 り方

を持つ。柱痕は直径0.22m～ 0。 34mを 計る。

C9(図 版―八)2間× 2間の建物で、規模は南北長3.28m～ 3.5m、 東西長2,73m～2,78m

で同種の建物の中では規模がやや小さい。東柱は検出できなかった。柱穴掘 り方は一辺0.55m～

0.86mの方形で、柱痕は9.22m～0,43mを 計る。

Dl(図 版一九)東にのびる建物 と考えられる。南北 2間の柱列を検出した。柱間は 1.8m×

1.5m。 柱穴掘 り方は円形乃至方形で、径0.65m～0.75mを計る。柱痕は 0.2m～ 0,35m。 柱間

規模からは 2間 × 3間の建物に近いが、柱穴掘 り方や柱痕規模からは 2間 × 2間の建物 と考えら

れる。

D2(図 版一九)東 にのびる建物で、南北 2間、東西 1間分を検出した。一辺0.55m～ 0.85m

の方形の柱穴掘 り方を持ち、直径0。 25m～ 0。 3mの柱痕 を遺 していた。柱間は南北2.09m× 2.08

mと ほぼ等間隔にある。東西柱間は2.07m～ 2.22mを計る。東柱があり、他の例から2間 ×2間

の建物 とすることができる。

D3(図 版一九)6.28mの 間隔を持って、北側 1間 、南側 2間の柱列 を持つ。南側柱間は4.02

m× 2.28mで 、 3間分が想定できる。北側は柱間2.46mで、ほぼ、南側柱列の東側 2基に対応す

る。南北両側の東端の柱穴はともにD2に よって切 られている。柱穴は0.57m～0.75mの 方形で、

柱痕は 0.2m～ 0.33mを 計る。一棟分の柱穴を確認 していないが、南北 2間乃至 3間、東西 5間

程の建物であろうか。北側柱列において、同一柱列上に、東側に3.58mの柱間をおいてもう一基

の柱穴がある。南側柱ア1に 対応するものがないが、その南側は大 きく撹乱を受けており、消失 し

ている可能性 も考えられる。

D4(図 版二〇)2間 × 2間以上の東へのびる建物である。南北長5,16m、 東西長は 5,2m以

上である。次のD5の柱間及び、規模に近似 しており、 2間 × 5間の建物 となろう。柱穴掘 り方

-9-



は0,66m～0,84mを 一辺 とする方形で、柱痕は0.25m～0.4mを 計る。

D5(図 版二〇)北側で4間、南側で 2間分の柱列 を確認 した。北側柱間は2,79m× 2,72m×

2.54m、 南側柱間は2.70m× 2.70m、 南北の柱間は5,17mを計る。D4と 近似 した柱間規模 をも

っており、南北は 2間、東西 5間の建物であろう。柱穴掘 り方は一辺0.65m～ 0.85mの 方形で、

柱痕は0.24m～ 0.3mの規模 を持つ。

Gl(図 版ニー)2間 × 2間の柱列 を検出した。南北長3.08m、 東西長3.08mの ほぼ方形プラ

ンを持つ。柱穴掘 り方は一辺0.47m～0.71mの 方形、柱痕は0。 21m～0.32mを 計る。中央に 3基

の小 ピットが見られるが、東柱 とは考えがたい。従って、東柱 を持たない 2間 × 2間の建物 とも

いえるが、同例の他のものでは、東柱 を持つ ものが多く、あるいは、西方へのびて、 2間× 3間

となる可台ヒ性 もある。

G2(図 版ニー)2間× 2間の建物で、東柱 を持たない。Gl同様、西方へのびて、 2間 × 3

間となる可能性 もある。東西長3.99m～ 4.00m、 南北長3.58m～3.65mを計る。柱穴規模は一辺

0.49m～ 0.85mの 方形であるが、西側柱列中央のものは、径 0.4mと 規模が小さく、プランも円

形である。あるいは、東柱である可能性 もある。柱痕は0.3m～ 0。 39mを 計る。

G3(図 版三二)2間 ×3間の東西棟で西側に片寄って束柱が 1基ある。南北長3.39m～ 3:78

m、 東西長5,8m～ 5。 78mを 計る。柱穴は0,44m～ 0.82mの 円形で、柱痕は0.2m～0,38mを計る。

G4(図 版三二)2間 × 2間以上の建物。東西長3.43m、 南北長2,84m以上 を計る。束柱はな

く、南方へのびる建物 と思われる。東側柱列の中央のものは消失 している。柱穴は径0.45m～ 0。

63mの 円形で、柱痕は0。 26m～0.32mを計る。

iV 柵  アJ

A地区で 2基 と棚列の可能性のあるもの 2基 、D地区で 3基 を検出した。

Sl(図 版二三)Alの 南側で柱穴 4基検出している。柱間は1.45m× 1.44m× 1.90m、 柱痕

は、0。 15m～ 0.2mを 計る。

S2(図 版二三)Al、 A2の東側のもので、柱通 りの通るものは4基で、柱間は1.96m× 2.

30m× 3.3mを計る。柱穴掘 り方は円形で、柱痕 を残すものでは径0.26mを計る。

S3(図 版二三)A3の 南側で4基検出している。柱間は1,74m× 1.79m× 1.54mを 計る。 S

lと ほぼ同一柱通 りにあり、両者の間は8.6mの 距離がある。

s4(図 版二三)A5の 北側で 5基乃至 6基 を検出した。柱間は 6基 とした場合 2.27m× 1.61

m× 1.06m× 1.31m× 1.30mを 計る。

S5。 S6・ S7(図 版二四)北 より4間、 4間、 2間分 を検出した。柱間は北側 より、1,71

m× 1.67m× 1.62m× 1.69m、 1.6m× 3.46m× 1.6m、 1.9m× 3mを 計る。 S5は N6° E、 S6
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はN7° 30′ E、 S7は N9° 30'Eと 少 しずつずれ、建替えがなされている。 S5、 S6は 、S6

の中央が撹乱を受け、柱穴 1基が消失 していると考えられるので、ともに、ほぼ等間隔であるが、

S7は不等間隔 となっている。 S5、 S6は柱穴が一辺0.55m～0.75mの 方形で、柱痕は0。 23m

～0.32mの 太さで遺存 していた。 S7は 0.55mの 方形乃至円形の掘穴掘 り方で、柱痕は検出でき

なかった。

V ウ界 1跡 (図版一四)

門跡東側で、Mlと M2に はさまれて6基の柱列を検出した。西端の 1基は門跡柱穴にほぼ接

してあり、東端のものが溝跡に接近 しており、門跡東側で南面する部分に塀があった可能性があ

る。柱穴は径0.51m～ 0.58mの 円形のもので、柱間は 2m× 1.69m× 1.70m× 1.53m× 2.08mを

計る。柱痕は確認できなかった。

� 井戸跡 (図版一四)

径3.6mの方形に近い円形プランで、深さ0,8mま で掘 り下げ、次いで段 を取 り、その中央に径

2.lm～ 2.3mの 規模で深さ1.92mま で掘 り下げた二段素掘 りの井戸である。井戸外周に4基の小

ピットが配されている。井戸の覆屋の類の柱穴である可能性がある。

�i 土 琥

建物跡、棚跡等の柱穴以外に、多数の性格不明の大小土砿 を検出している。そのうち、主なも

のについて、以下に説明する。

Bo P.5(図 版二七)Mlを 切る卵形プランの上琥である。長軸約 3m、 短軸約 2mで、深さ

は0.45mを 計る。砿壁は垂直近 くに立ち上 り、拡底は皿状を呈 して、浅 く凹む。

B.P。 6(図版二六)東西長3.25m、 南北長2.27mで 、深さ0.55m程、ほぼ垂直に掘 られてい

る。転内堆積土中上方部に遺物が包含されていた。

Bo P。 7(図版二六)東西2.05m、 南北1,65mの長方形に近いプランを持つ。堆積上の中層部

に遺物が包含されている。

Bo P。 16(図版二六)南北 4m、 東西 2.7mの 長方形プランを持つ。深さ0。 29mで、横断面皿

状を呈す。 B.P.18を切る。

B.P。 17(図版二六)B.P。 16に よって切 られ、また、Mlを切っている。南北 2.7m(東西

2m程で、深さは0,38mを 計る。

B.P.18(図 版二六)B.P。 16に より切 られ、Mlを切る。東西2.5m、 南北1.5m以上 を計る。

深さは0.25m。
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建 物 規 模 一 覧 表

ん圭元くなPら

A3-2に切
れている。

A5-2に 切ら
れている。

C5に 切 られ
ている。

64 ～ 94

75 ～111

88 -113

69 ～ 87

49 ～ 60

70 ～ 90

52 ～ 86

70 ～ 96

68 - 85

56 ～ 68

57 ～ 69

37 ～ 48

35～ 4

36 ～ 73

31～ 56

66 ～106

44 ～ 49

40 ～ 73

70 -110

55 - 86

60 - 75

55 ～ 85

57 ～ 75

66 ～ 84

65～ 8

47 ～ 71

49 ～ 85

44 ～ 82

45 ～ 6

70× 15
98× 185

30 ～ 44

30～ 3

30 ～ 42

27 ～ 32

26 ～ 33

30 ～ 49

26 ～ 36

34 ～ 50

30 ～ 3

28 ～ 41

26 ～ 32

17 ～ 21

18 ～ 21

15 ～ 2

14 ～ 2

26 ～ 3

16 ～ 2

15 ～ 25

22 ～ 34

22 ～ 4

20 ～ 35

25 ～ 3

20 ～ 3

25 ～ 4

24 ～ 3

21～ 3

32 ～ 4

20 ～ 3

26 ～ 3

43 ～ 5

N 6° E

N7° 30′ E

N7° 30′ E

N7° 30′ E

N ll° E

N5° 30′ E

N7° 30′ E

N ll° E

N  6° E

N ll° E

N  6° E

N21° 30′ E

N21° 30′ E

N13° E

N13° E

N12° E

N  3° E

N12° E

N12° E

N12° E

N7° 30′ E

N 6° E

N 6° E

N 6° E

N10° 30′

N 16° E

N20° 30′ E

N20° 30′ E

N20° 30′ E

N 7° E

N 7° E

N9° 30′ E

N8° 30′ E

N7° 30′ E

N 6° E

N7° 30′ E

N9° 30′ E

N5° 30′ E

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

円 形

円 形

円 形

円 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

円 形

方 形

2× 2

2× 2以上

2× 2

2× 2

2× 2

2× 2

2× 2

2× 2

2× 2

2× 2

1以上× 1姓

2膠 3

2× 2

2× 3

2× 2

3× 2

3× 2

2× 2

2× 2

1以上×2

2× 2以上

2× 2以上

1ワ旭●K5班

2× 3以上

2× 2

2X3

2× 3以上

有

有

無

有

有

有

有

有

無

無

不 明

有

有

有

有

有

有

有

有

不 明

有

無

無

無

有

無

有

無

496 ～ 501

239ワ文上

242以上

363 ～ 375

355 ～ 377

367 ～ 370

342 ～ 376

339 ～ 363

411 ～ 440

397以上

146以上

647

387

574 - 610

342 - 355

264 ～ 342

341 ～ 352

340 ～ 354

273 ～ 278

222以上

630以上

505以上

803以上

308以上

399 ～ 404

578 ～ 580

343 ～ 348

451 ～ 460

458 ～ 469

418 ～ 432

408以上

346 ～ 379

388 ～ 396

412 -418

352 ～ 366

357 ～ 373

406 ^レ 408

390

162以上

80以上

412

332

320 ～ 322

401 ～ 410

406 ～ 413

442 ～ 473

395 ～ 415

328 ～ 350

330

418

510

517

308

358 - 365

339 ～ 378

284以 上

308 ～ 321

Al-1

Al-2

A2

A3-1

A3-2

A4

A5-1

A5-2

A6

A7

A8

Cl

C2

C3

C4

C5

C6

C7

C8

C9

Dl

D2

D3

D4

D5

Gl

G2

G3

G4

門 跡

Sl

S2

S3

S4

S5

S6

S7

塀
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2.遺構の配列

i A地 区 (図版五)

A地区では、門跡 1基、 2間 × 2間の掘立柱建物跡10棟、棚列 4基、濤跡 2条等 を検出 してい

る。 まず、掘立柱建物跡 について、その軸線方位 によって、グループ分 けすると次の ようになる。

Io N6° E― Al-1、 A4、 A6、 A8

Ho N7° 30′ E― Al-2、 A2、 A3--1、 A5-2

Ⅲo Nll° E― A3-2、 A5-1、 A7

これ らの うち、柱穴掘 り方の切 り合い関係 を持つ ものについて見るとAl-1は Al-2に よ

って切 られ、明 らかにAl-1は Al-2よ り先行す る。同様 にA3-1→ A3-2、 A5-2
→ A5-1と いぅ古→新の関係が生 じる。 これら切 り合い関係のあるものに限って南北軸線の方

位 を見 ると、上記の通 り、Al-1は I、 Al-2、 A3-1と A5-2は ■、A3-2と A5

-1は Ⅲのグループに入る。すなわち、Al-1は Al-2に 先行 し、A3-1と A5-2は と

もにA3-2、 A5-1に 先行するから、軸線方位 に置 きかえると、 I→Ⅱ→ Ⅲ といぅ前後関係

が生 まれる。従 って、建物の南北軸線の差 は建物の新旧の差 に基づ くのであって、時代が新 らし

くなるにつれ、軸線が東へお、れてい く様子が知れる。

次に、 I～Ⅲの各 グループの各々の建物の配置 を見ると、 Iの 4棟では、A4が Al-1の 南

4.9m、 東10.2mの 位置にあり、A6は A4の南2.9m、 東 5.9mの 位置にある。すなわち、各々

南北の距離に対 し、東西の距離がその約 2倍の距離 を取 っていることがわかる。 また、Al-1

の南側柱通 りの延長線はA6の 南北 を 2分する中心線にほぼ一致 している。

Hの グループの 4棟では、Al-2と A2の 東側柱通 りが同一直線上 にある。 また、Al-2

の北側柱通 りの延長線はA3-1の 北側柱通 りとA5-2の 南側柱通 りを通 る。

Ⅲの量ループの 3棟では、 2棟までが建替 えで、軸線方位 を共通する以外さしたる規格性 は、

この範囲内では不明である。        ィ

このように、 I～Ⅲの各 グループ毎の建物の配置は、 Iの 外ループでは、建物間の距離が南北

距離 に対 して 2倍 した東西距離の位置におかれ、Iの グループでは、建物のいずれかの柱通 りの

延長線 を共有 してお り、また、■の グループの場合、Al-2と A2が 4.2m、 Al-2と A3

-1が 12.5mの 間隔 を有 し、 Iの グループ同様、南北の間隔に対 し、その 2倍の距離 を東西にお

いている。 このように、軸線方位 を共通 した各 グループは、各々に属する建物 に一定の規則的な

配列が認め られ、 I～ Ⅲの各 グループが各々同時期の建物 によって構成 されているとすることが
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できる。以下では、各々のグループをI期 ～Ⅲ期 と時期区分する呼称 を用いる。

このことから棚列について見ると、 Slと S3、 S4が H期 、S2が H期又はⅢ期の建物軸線

方位に近い。

2条の濤跡については、Ml、 M2と もに、南北方向の部分では、そのセンター方位はH期 の

建物 と平行する。H期のA3-1、 A5-2の 建物が、溝跡 との間隔を 1,9mの 等距離 を置いて

いるのに対 し、 I期のA4、 A6が濤跡 と非常に接 した状況にある。従って、Ml、 M2は H期

に開穿されたと見受けられるのであるが、後述するように、出土遺物の年代からは、Mlは M2

より先行 して開穿されており、Mlは I期 、M2は H期に相当する。このことからH期 の建物の

濤に対する整合性は、H期がM2の開穿時期に当ることから理解される。

門跡は軸線方位が N7° Eに あり、H期の建物に近い。また、門跡の東に接続する塀跡はN5° 30′

Eの方向に直交 してあり、 I期 の方位に近い。

� C地 区 (図版六)

2間 × 2間 の建物 と2間 ×3間の建物 と2種類ある。このうち、 2間× 2間の 3棟は、東側柱

通 りをそろえ、北より8m、 ■.lmの間隔をおいて直北に並び、同時期のものと考えてよい。

軸線方位はN12° Eに ある。 2間× 3間のものは6棟を数える。このうち、Clと C2は N21° 30′

Eに軸線方位を持つのに対 し、C3、 C4、 C7は N13° Eに ある。I期 からⅢ期 と新 しくなるに

つれ、軸線方位は東へ偏する傾向にあり、(C5・ C8,C9)→ (C3・ C4・ C7)→ (Cl

oC2)と 古→新の関係 を考えることができる。(C5。 C8。 C9)と (C3・ C4・ C7)と

では、軸線方位がわずか 1度の差であるが、C8と C7と が非常に接近 した位置にあり、同時に

存在 したとは考え難い。 (C5。 C8・ C9)は Ⅲ期の建物に近い軸線方位を持つことから、Ⅲ

期の造営 とすることが妥当であろう。従って、(C3・ C4。 C7)を これに続 くⅣ期、(Cl・ C

2)は V期 とできよう。なお、C6は N3° Eに軸線方位をもつ。C6は C5の柱穴掘 り方によっ

て切 られ、明らかにⅢ期に くだらない。 I期 の軸線方位に対 しても3度の差があり、より磁北に

近い。軸線方位で見る限り、最古の建物 といえる。

D地区 (図版七)

2間 × 2間が 2棟、大型の 2間 × 5間 か と考えられるもの 3棟、概列 3基 ある。 このうち、D

lが N7° 30′ E、 D2・ D3・ D4が N6° E、 D5が N10° 30′ Eに軸線方位 をもつ。各々、 I期

及びH期又Ⅲ期 に相当す るが、D2は D3を切 って柱穴が掘 られてお り、D2は D3よ り後出で

あることが明 らかである。従 って、D2は H期 とし得 る。D2の想定 される東側柱通 りは、およ

そ、Dlの西側柱通 りの延長線上 にあ り、A地区で見 られたH期の建物の相互関係 とも符合する
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ところである。両者の間隔は 6.3mを 計 り、A地区のAl-2と A3-1と の間隔12.5mの 2分

の 1に 当り、同―スケールが考えられ、このことからも、D2を H期 とし得る。棚列については、

S5が N6° E、 S6が N7° 30′ E、 S7が N9° 30′ Eに直交する方向にある。従って、Slが I

期、 S2が H期、 S3がⅢ期に相当する。

建物の配置は、 S5が D3の南側 8mに 東西にある。Dlと D2の関係は先述の通 りであるが

S6は D2の西側柱通 りの延長線上南へ12.5mの位置でその東端に達する。H期の建物の配置が

各々の柱通 りを基線 とする傾向にあるが、棚列についても同様の傾向にあることがわかる。また、

この距離はAl-2と A3-1と の間隔12.5mと 一致する。すなわち、Dlと D2の 間隔の 2倍

に当り、同一基準尺による配列である。また、S5の 東端柱穴 とD2の両側柱通 りを結んだ直線

の延長線はA地区の柵列Alの 東端の柱穴を通る。その距離は32mを 計る。 S7は D5の北側3.7

mに あって、建物の西寄 りに偏 している。

lV G地区 (図版八)

2間× 3間 と考えられるものが4棟である。このうち、G2・ G3・ G4は 、各々の南側柱通

りを同一直線上におき、西より4,lm、 7.2mの 間隔をもって東西に並ぶ。これら3棟は同一時期

のものと考えられる。軸線方位はN20° 30′ Eに あり、V期 に相当しょう。Glは 、N16° Eに あ

り、Ⅳ期のものに近い。

3.退 構 の 変 遷 (図版四、図 2)

以上、各地区毎 に遺構の分布 と時期区分 を行 った。その結果、建物の軸線方位、相互の配置関

係等により、各遺構 を 5期 に区分す ることができ、 I期 からV期へ と変遷 して、増築、改築がな

されていることが知 れた。以下 に、各期 に属する遺構 をまとめてお く。

I期一 Ml、 塀、Al-1、 A4、 A6、 A8、 D3、 D4、 S5

11tt M2、 門、A1 2、 A2、 A3-1、 A5 2、 Sl、 S3、 S4、 S6、 Dl、 D2

HI期― A3_2、 A5-1、 A7、 D5、 C5、 C8、 C9、 s2、 S7

Ⅳ期― C3、 C4、 C6、 C7、 Gl

V期― Cl、 C2、 G2、 G3、 G4

各期の建物の軸線方位 は、新 しくなるにつれ東へ偏する傾向にある。すなわち、 ェ期 より、N
6° E、 N7° 30′ E、 N■°～12° E、 N13° E、 N20° ～21° Eと なる。 I期か らⅣ期 までの間では、

わずか 1度か ら3度程の差 であるのに対 し、Ⅳ期 とV期の間では 7度程の差 を示す。 このことは、

遺物の項で後述するが、軸線方位の差の大小は、各期の時間的な差 を示 している可能性が強い。
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各時期の遺構の分布 を見ると、次のような傾向が指摘できる。

I期 は、 2間 × 2間の建物がA地区に、 2間 × 5間 と考えられるものがD地区に分布する。

H期 は、すべて 2間 × 2間の建物であるが、本地区とD地区の北半分に分布する。

Ⅲ期は 2間× 2間の建物がA地区とC地区の南部にあり、 2間 × 5間 と考えられるものが両地

区の中間に当るD地区に分布する。

Ⅳ期の建物は 2間 × 3間の建物のみで、C地区の北部に集中する。       ′

V期 では、G地区に 2間 ×3間の建物がある。

すなわち、H期の建物のうち、A地区にあるAl-2は I期のAl-1の 焼亡による建替えで

あることが明らかである。また、D地区のD2に ついても、 1期の 2間 × 5間 の建物 を改築 して

おり、従って、増築はA地区の 2棟 (A3-1、 A5-2)、  D地区の 1棟 (Dl)と なる。

III期 では、A地区の 2棟 (A3-2、 A5-1)が H期 の建物の建替えである。D地区のD5

もI期 のD4に接近 した状況にあり、建替えている可能性が強い。II期 での増築はA地区 1棟

(A7)、  C地区の 3棟 (C5、 C8、 C9)で ある。

Ⅳ期では、C地区からG地区にかけて、 2間 × 3間の建物が 5棟みられる。C7の建物がII闘

のC8に接 した状態にあり、あるいは、C地区のⅢ期 3棟の建替えかと思われるが、数量的には、

3棟から5棟 と増築になっている。C8以外は、存続 している可能性 もある。

V期 はG地区から一部 C地区にかかるが、 2間 ×3間 5棟 ともⅣ期 よりの増築の可能性が強い。

門と濤については、Mlが I期 、M2が H期、塀が I期 、門はH期 である。塀跡について は、

何度かの建替えが考えられるが、濤については、後述する出土遺物が各々一時期のもので、Ⅲ期

以降には埋没 している可能性がある。ただ、Ⅲ期の建物が、溝に接近 してはいるが、溝上に構築

されておらず、またI期の建物が濤を意識 した位置にあると考えられるところから、少なくとも、

III期 頃までは存続 していたと考えてよいかも知れない。

tBI列 については、 S5、 86、 S7が各期の建替えに伴い、柵列をも取 り替えている。また、

Sl、 S3は 、H期 の建物の増改築に伴い、新たに設けられている。

このように、少なくともⅢ期頃までは門及びそれに接続する溝、塀は、改築はされていても、

一定の区画を示す役割 りを持ち、かつ、その区画に変動のないことが知れる。建物の増築につい

ては、順次北方域に拡がる傾向にある。南部での建替え及び増築はⅢ期 までで終 り、Ⅱ期以降、

増築は、D地区→ C地区→ G地区と北方へのびる。

次に、建物の規模は概 して小さいが、 I期 からⅢ期までの間は、 2間 × 2間 と2間 × 5間 と考

えられる建物 とで構成される。このうち、大型の 2間× 5間 の建物はC地区の南部に集中する傾

向にある。A地区の Sl、 S3以北、少なくとも国道 303号線まで、約 9m程の間は空間地帯で

あり、しかも、柵列で以南の建物群 との境界をつ くっている。また、D地区の I期及びIII期 の建
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物である大型建物の北側に柵が設けられ、やはり、以北 との境界をつ くっている。すなわち、南

北を棚で界された内側に 2間 × 5間 と考えられる大型の建物が配されていることになる。

次のⅣ期、V期 になると、C地区南部以南でこの時期の建物の増改築は認められない。C地区

北部以北に集中するが、Ⅳ期に入ると、建物は 2間 ×3間で、 1本の束柱が一方に偏 して設けら

れる建物に替 り、V期に受けつがれている。建物の床面積は 2間× 2間のものと大差がないが、

柱穴掘 り方が円形にかわり、その規模 も小さい。これに伴い、柱規模 も直径20cm前後 と非常に貧

弱になる。また、建物の構造 も、 2間 × 3間の柱間が、東柱が 1本で、しかも、棟方向の一方に

片寄って設けられており、床の平面形 も長方形にかわっているところから、 2間 × 2間の建物 と

は異るものと考えられる。

以上、建物等各遺構は I期 ～V期 に区別でき、各期 とも、それぞれ一定の規模のもとに築造さ

れている様子がうかがえるとともに、 I期からV期への建物等の増改築の変遷 をたどることがで

きるのである。
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第 4章 遺  物  (図版二九～五〇 )

1.遺物の出土状態

図3. 01-02土 器溜 り遺物出土状態実測図

也
め

0

均潔

鬱
②

図4.D地区第 1土器溜り遺物出土状態実測図  P16、 B P18等 から出上 しているが、量は極めて少

ない。比較的良好に出上 したのはBP6で 、拡辺より拡内へ下落 した状況で出上 している。

溝内よりの出土は比較的良好で、Mlか らはA3、 A4附近より、濤底からの出上を見、溝の年

出土遺物 については、A地区 lヵ 所、

D地区は 2ヵ 所、G地区 lヵ 所で土器溜

りを確認 している。 このうちA地区土器

溜りについては、径 48.2cm、深さ12.6cmの 刑ヽ

ピッ トの上層部 で、同一器種の須恵器杯

のみ10点 が完形の状態で、重なって出土

している(図 3)。 自然堆積や人為的に投

棄 された状況 とは異 り、何等かの目的 を

持 って重ね置 きされたもの と思われる。

D地区の第 1土器溜 りはD4の掘立柱建

物 と重複 し、D4を切 った状態で、多数

の土器が投棄 されている(図 4)。 第 2土

器溜 りは、第 1土器溜 りの北側にあって、

出土状態は第 1土器溜 りと同様 である。

G地区の上器溜 りは、G地区の南西部 に

あって、ピット等の確認はできなかったが遺構検出

面よりやや上方にあって、遺物 を集中的に包含して

いる層がこれに当る。

土器溜 りの他は、井戸、土拡内の自然堆積土中か

らの出土である。井戸は、 2段掘 りの上段部分への

埋土中より、多数の大小の礫石 とともに土器片が出

上 した。下段部分よりの出土は極めて少ない。大型

土拡からは、BP3、 BP5、 BP6、 BP9、 B
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代 を考 える資料

となった(図 5)。

M2か らは、薄

内埋土中よりの

出土がほとんど

であったが、南

面する部分で須

恵器杯 1点が溝

底 より出土 した。

建物関係では、

Al-2の 柱穴

掘 り方内の埋土

1116冊

― ― 一 ―
   ―

― 一 一
―

土師器
'宛

図 5。 Ml内 遺物出土状態実測図

中より、焼土 とともに上器片が比較的多 く出上 している。その他、建物関係からの出土は柱穴掘

り方内埋土に限られるが、若千数の出土を見ている。

その他、多数のピット内埋土中から遺物の出土を見ているが極めて少量で、小破片が多い。

2. 達き1勿 C)=■和こ (図版四―・ 四二・四四・ 四五・四九・五 〇、図 6)

個々の遺物の説明については観察表を作成 しておいた。ここでは、遺物の年代、編年的位置付

けをしておく。

出土遺物 を一括 して抜い得るものとしては、比較的出土量が多い大型土転、特にB.P。 6、 井

戸跡、溝跡 (Ml、 M2)、 A地区、D地区、G地区の各土器溜 り等である。柱穴の掘 り方の埋土

中やその他の大小 ピット群からも遺物の出土を見ているが、比較的出土量の豊富なこれら諸遺構

のものについて、年代 を見ることにする。

上記諸遺構の中で、最 も年代的にさかのぼる遺物を出土 しているのはMlである。Mlか らは、

須恵器の蓋、杯、壺、土師器の境、皿等が出上 している。蓋は、ツマ ミが扁平で、中央が外縁より

やや高い程度である。天丼部は、扁平であるがやや丸味を持つ。日縁部はほとんど屈曲せず、従

って、天丼部 との境界は明確でない。日縁端部は届折 して下方へ垂下するが、短かく、横断面が三

角形状 を呈す。須恵器杯は、輪状の高台を持つものと、円盤状の削 り出し高台を持つ ものとがある

が、前者の高台は、横断面が長方形で、外方へ小さく踏ん張る。体部は直線的に開 くが、底部 と
①

の境界の稜は甘 く、丸味がある。上師器の塊 は、日縁部外傾指数が36～ 45で、外底部にへ ら削 り

手法を施 している。内面には放射線暗文 と口縁部附近に連弧状の暗文が見られる。須恵器壷は、

須恵器甕
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口縁部がやや内査 しながら短か く開き、端部を小さく上下に肥厚させている。これらのうち、土

師器筑は、放射線状暗文 と連弧状暗文の組み合わせに古い要素 を見るが、日縁部の外傾指数は平
②

城宮跡 SBH6様式に相当する。 S Bl16様式は、平城宮造営期の第Ⅱ-2・ 3期 におかれている

が、Ml出上のものでは須恵器杯の高台の踏ん張 りが小さく、蓋も日縁端部の屈曲が小さく、ツ

マ ミも円筒状に近か くなっていることなどから、 8世紀後半でも、さほど古 くさかのぼらないで

あろう。

Mlに 続 く時期のものとして、B.P.6を あげることができる。須恵器の蓋では、Mlの もの

に比べ、日縁部に軽い段が見られ、天丼部 との境界が稜 を持って区別されている。また、ツマ ミ

が円筒形に近かくなっている。土師器の婉では、日縁部外傾指数が43～50と なり、Mlの ものよ
③

り大 きい。この数値は、 S B l16よ り大きく、平城宮造営第Ⅲ期に入るとされるS K140等 より

は小さく、両者の中間に入る。須恵器杯の高台も、横断面長方形で、まだ、外方へ踏んばる傾向

にあり、従って、平安時代には下 らないものと思われる。 しかし、Mlよ りは新 しい要素が多く、

8世紀末に近い時期が考えられる。BoP.6か らは、平坦で、日縁部端部を上方に短か く届折さ

せた杯部 を持つ土師器高杯が出土 している。この脚部には面取 りが見られない。その他、土師器

甕は、日径が胴部最大径 より大 きく、「く」の字形に近い頸部から日縁部 を大 きく外反させてい

る。また、端部は小さく上方へ突出させている。

M2か らは、須恵器蓋、杯 2種類、花瓶、緑釉陶器等が出上 している。蓋は、日縁部が屈曲し

て段 をなし、天丼部 との境界をつ くっている。口縁端部は屈曲して、下方へ小さく垂れるが、内

側に巻 き込むものも見られる。ツマ ミは外縁の径が非常に小さく、宝珠形 となっている。杯 2種

類のうち高台を持つ ものでは、その高台は横断面長方形で、垂直に付 くものが多いが、中に、そ

の端部 を内外に肥厚させているものが見られる。他の高台を持たないものは、低苦卜と体部 との境

界の稜は廿 く、九味がのこる。緑釉陶器は魂で、円盤状の削 り出し高台を持つ。これらのうち杯
④

の高台でその端部が内外に肥厚するものは長岡京跡 S D51の 長岡京時代の一括遺物の中に見られ

る。蓋のツマ ミの形態や日縁部に見られる屈曲は、Mlや B,P。 6では認められず、これらより

新 しい要素 といえる。また、端部が内側に巻 き込むような形状のものや、外面に面 を取 り、沈線
⑤

状の凹みが見られるものは、 S D51や、やや時代が下 り、 9世紀前半 とされる平城宮跡 S D 650

A等で見ることができる。杯の高台に外方への張 りのあるものがほとんど見られなくなっている

点等を考えると、M2の ものは、 9世紀初当頃かと考えられる。

M2に近い年代が考えられるのはD地区第 1土器溜 りであろう。ここでは須恵器の蓋、杯、皿、

土師器の境、甕等多量の土器がある。須恵器の蓋は、天丼部が扁平で日縁部が屈曲して段 を持ち、

端言Бが小さく垂れる。M2に近似 した形態といえる。杯は高台の付 くものと付かないものとがあ

り、前者は、さらに、日径が高台径に比べて大 きいものと小さいものとの 2種類がある。いずれ
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も、高台は横断面長方形で真直 ぐに付 き、M2の ように、端部が内外に肥厚するものはない。高

台のない杯は、底部の外縁が肥厚 し、体部は直線的に開 く。体部 と底部 との境界は稜が甘い。こ

れは、A地区土器溜 りで、同器種のみを出上 したものと同形態にある。上師器の塊 は、日縁部外

傾指数58で、平城宮造営第Ⅲ期 とされるS K140や SA109こ 見られるものと同数値 を取る。須恵

器の蓋や杯は、M2の ものに近かく、平城宮 S D 650Aに 相当すると考えられる。また、杯の高

台にM2に 見られたような端部が内外に肥厚するものがなく、M2に比べて、古い要素はなくな

っている。従って、M2よ り若千新 しいと考えられ、およそ、 9世紀前半にお くことができよう。

井戸跡内堆積土中より出土 したものの中には、土師器蓋で、天丼部に格子状の暗文が見え、 S

D650Aに類品があるもの、須恵器の蓋で日縁部に屈曲の見られないもの等、Mlや D地区第 1

土器溜 り等で考えられる時期に相当するものも見られるが、多くは、M2や D地区第 1土器溜 り

等より新 しい要素 を持つものが多い。すなわち、須恵器蓋では、口縁部の屈曲が極めて大 きく、

日縁部内面の一部が日縁端部 と同じ位置に近かくなり、中には、同じかそれ以下にくるものがあ

る。杯のうち、高台を持たないものは、底部に糸切 り痕 を認めることができ、A地区土器溜 りの

ものとは顕著な相違 を示す。いずれも、D地区第 1土器溜 り等で見られた特徴に対 して新 しい要

素 といえる。緑釉陶器では、婉 と皿があるが、その高台に、円盤状に削 り出したもの、 その中

央をわずかにくぼめたもの、輪状のものとがある。日縁部はその端部を外反させるものと内傾さ
⑦

せるものとがある。この傾向は、 9世紀後半におかれる平城京東三坊大路側濤出上のものの中に

見られる。従って、井戸跡は、主に、 9世紀後半の遺物を中心 としていることが知れる。

井戸跡出上のものの中には古い形態のものも混在するが、新 しい方の要素 を持つものと共通 し

たものがD地区第 2土器溜 り出上のものの中に見られる。すなわち、第 2土器溜 り出上の須恵器

杯の高台は、横断面逆台形状のもので、井戸跡内にも見ることができる。緑釉陶器の皿は、日縁

部が屈曲 して稜 を取 り、端部は折れて外反する。類品は、やはり、東三坊大路側濤出土のものの

中にある。

G地区の土器溜 りからは、須恵器杯、土師器筑の他に黒色土器の婉 も出土 している。黒色土器

筑は、外面は、日縁部附近のみ黒色を帯びるもので、内面及び口縁部外面に、粗いへら磨 きを残

している。口縁部内面の端部直下に沈線が走る。およそ10世紀代に入るものと思われる。須恵器

杯は高台を持たず、外底面に糸切 り痕 を残す。これらは井戸跡出土のものに見 られた特徴である。

以上、各遺構出上の遺物 を概観 したが、これを年代順に示すと次の通 りになる。

Ml―-8世 紀後半

BP6-8世 紀末

M2--9世 紀初当

D地区第 1土器溜 り十~9世紀前半

―-22-―
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井戸・ D地区第 2土器溜 リーー 9世紀後半

G地区土器溜 リーー10世紀

このように、およそ 6期に分けることができる。このことと、遺構の項で見てきた建物等の変

遷 とを比べてみると、遺構では I期 からV期の変遷 としてとらえた。 I期 の建物で、D4の柱穴

を切るピットがあるが、このピット内堆積土中より、第 1土器溜 りに見る須恵器蓋、土師器皿等

が出上 している。従って、D4は 9世紀まで下 らないといえる。また、D4柱穴埋土中からは、

高台が外方へ張ったMl出土 と同形式 と見られる須恵器杯が出土 している。従って、D4は Ml

の時期にお くことができる。Ⅲ期のD5の柱穴内からは、A地区土器溜 り出上の杯 と同形態の、

外底部にへら切 り痕 を残す須恵器杯や第 1土器溜 り出土 と同形態の高台を持つ杯が出土 している。

Ⅲ期のA3-2の 柱穴内からは、M2出土の蓋 と同形態で、日縁端部が短かく屈曲 し、内側に巻

き込むものやその外面に面 を取 るものが出土 している。杯についても、長方形高台が垂直に付 く

タイプで、やはりM2の出上のものの中に見る形態である。A3-2は A3-1を 切っており、

従って、A3-1は 、M2の示す 9世紀初当に下 らないものと考えられる。これらのことから、

D4す なわち建物の I期 はMlの 8世紀後半、A3-1の 示すH期 はBoP.6の示す 8世紀末、A

3-2及 びD5の Ⅲ期はM2の 9世紀初当あるいはD地区第 1土器溜 りの 9世紀前半にお くこと

ができよう。10世紀代のG地区土器溜 りのあるG地区はⅣ期及びV期の建物が集中する。従って、

建物の先後関係から、Ⅳ期 を井戸及びD地区第 2土器溜 りの示す 9世紀後半、V期 をG地区土器

溜 りの示す10世紀代 とすることができよう。各期の建物のうち、 I期 からⅣ期までの各間で、そ

の軸線方位が 1度～ 3度の差であり、逆にⅣ期 とV期 とでは7度程の大 きな開きがあることは遺

構の項で述べたところである。この各期間の軸線方位差の程度の大小は、上記に示す各期間の年

代の差 としてあらわれているといえる。すなわち、V期の時期 を示すG地区土器溜 り出上の黒色

土器は10世紀後半のものであり、Ⅳ期の井戸及びD地区第 2土器溜 りは 9世紀後半に位置付ける

ことができ、およそ 100年近い開きを考えることができる。同様に、 1期 とH期 とは 2～ 30年、

H期 とⅢ期 もやはり2～ 30年、Ⅲ期、Ⅳ期は50年程度の差 となる。従って、軸線方位の 1～ 3度

程度の差は 2～ 30年乃至50年程度の差異を示 し、 7度程の大差は 100年程の時間的な経過 を示 し

ているといえよう。ともか く、置構の変遷 と遺物で見た編年 と符号することが知れる。

3.古墳時代以前の上器 (図版四〇・図7)

弘川遺跡からは、表土層や遺構に混入 して、縄文式土器、弥生式上器、古墳時代須恵器、石器等が

出土 している。これらについては観察表に加 えていないので、以下に説明 しておく。
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図7.縄文式・弥生式土器拓影及び断面実測図

縄文時代

図 7-1～ 3は 、深鉢形土器で、山形押型文 を持った早期の縄文式上器である。 1は 日縁部内

面に、端部より幅 3 cm程の間に 7段の横位の山形押型文が施され、外面にも数段の山形押型文が

確認できる。日縁端面にも山形押型文が施されている。胎土に砂粒 を含む茶褐色の上器である。

2は 、日縁部外面 2.3cm程の間に4段の山形押型文が施 されている。内面、端面への施文はない。

胎土、色調は1と ほぼ同じで、やや軟質の上器である。 3は 1と 同様に日縁部内外面に施文が見

られる。胎土、色調、焼成は 1や 2と 同じである。

4～ 7は斜縄文の認められるもので、4・ 5は黒褐色を呈 し、硬質で、胎上に雲母片、砂粒 を含

んでいる。薄手で縄文が緻密で、後期の深鉢型土器であろう。 6。 7は胎土に砂粒 を含み、茶褐

色を呈す軟質のもので、 5・ 6よ り幅広の縄文がみられる。胎土や焼成、色調は 1～ 3と 同じで、

同一器形の一部である可能性がある。

弘川遺跡周辺の縄文時代遺跡については、マキノ町仏性寺遺跡、同町蛭口遺跡、今津町上弘部

遺跡、新旭町犬の馬場遺跡、同町下平遺跡等が知 られている。これらのうち、大の馬場 。下平両

ｎ
ｖ

■
―

汀
一

―-24-―



遺跡は饗庭野丘陵の南端台地上にあり、上弘部遺跡は、弘川遺跡東方 1.5協程の、やはり饗庭野

丘陵の台地に所在する。しかし、これら遺跡の詳細については、マキノ町で、舟元式のキャリパ

ー形の中期縄文式上器や、後期のものが知 られているにすぎず、饗庭野の丘陵に所在するものに

ついては不明であった。弘川遺跡からの出土によって、少なくとも、饗庭野丘陵に所在する遺跡

の一端を知ることができる。

� 弥生時代 (図版四〇)

1は 、壷形土器で、頸部に3条以上のへら描 き凹線文が走る。畿内第 I様式の壺であろう。

2は 3条の沈線を認めることができる。器壁は、沈線に直行 してカーブする。 3は 、器壁のカー

ブに平行 して、斜行 した刷毛 目の上から、二本一対のへら状工具による刺突文が認められる。 4

・ 5は突帯を持つもので、 4は幅0.7cm程 で、刺突文が施されている。 5は幅1.Ocm程 である。 6

・ 7は底部片。 8は 、壺形土器の口縁部 と思われるもので日縁端面に一条の沈線がみえる。

周辺の弥生時代遺跡 としては、大部分が後期のものといわれ、中期のものとしては、新旭町御

屋敷遺跡、熊野本遺跡が知 られているにすぎない。これらは、畿内Ⅳ様式に入るとされる。当遺

跡出上の 1の壺形土器は、その施文から畿内 I様式に相当すると考えられ、高島地方の弥生時代

遺物では最古式 といえ、今後、同地方の弥生時代について、再検討する必要がある。

� 古墳時代 (図版四〇)

古墳時代の遺物 としては、須恵器の蓋が 1

遺跡周辺には、多数の古墳が分布 しており、

のものである可能性がある。

� 石 器

点出上 している。およそ6世紀後半のものである。

あるいは、弘川遺跡の創建により、破壊 された古墳

チャー ト質の刃器が 2点出上 している。縄文時代のものと思われる。

その他

フイゴの羽日と鉄サイが出上 している。周辺の製鉄遺跡については、『続 日本紀』に、太宝三

年(703)九月辛卯条に「賜四品志紀親王近江国鉄穴」、 天平十四年(742)十二月戊子の条に「令

近江国司禁断有勢之家専貧鉄穴貧賊之民不得採用」、 天平宝字六年(762)二月甲成の条に「賜大

師藤原恵美朝臣押勝近江国浅井高島二郡鉄穴各一処」 とあり、高島地方が鉄製産地 として、奈良

時代に重要視されていたことが知れる。遺跡 としては、新旭町の木津遺跡が奈良時代後期のもの

とされ、マキノ町には7ヵ 所で製鉄遺跡が確認されていがそ 当遺跡のものが、当地で製品化する
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ためのものかどうか明らかでないが、遺跡の性格 を考える上で注意すべき遺物である。

注

①上師器杯AIの 口縁部の外傾度の変化を示す指数で、日縁端部からおろした垂線と器高の/の高さにおける器

壁との間の距離に対する器高の百分比(『平城宮発掘調査報告』H、 奈良国立文化財研究所、昭和37年 )

②前掲書①

③前掲書①

④徳丸始朗他「長岡京跡左京三条二坊第2次発掘調査概要」(『埋蔵文化財調査概報』1976、 京都府教育委員会、

昭和51年 )

⑤『平城宮発掘調査報告』Ⅵ (奈良国立文化財研究所、昭和49年 )

⑥前掲書③

⑦高島忠平「平城京東三坊大路東側濤出上の施釉陶器」(『 考古学雑誌』第57巻第 1号、昭和46年 )

③森浩―「滋賀県北牧野製鉄遺跡調査報告」(『若狭・近江・讃岐・阿波における古代生産遺跡の調査』同志社大

学文学部考古学調査報告 第4冊、昭和46年 )
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縁
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す
。

底
部
は
平

ら
。

同
 

上
精
  

良
良

好
で

堅

緻

灰
  

色
□
径

17
7伽

観
囀

基
幹
託
 3
2b
れ

 (
〃

)

局
舘

14
勘

  
(〃

)

高
台
高

∝
助

高
台
付

の
皿

で
あ

る
。

蜜

四

壷
の
肩

部
に
、
ヘ

ラ
で
面
取

り
し
た
、
台
形
状

で
断

面
方

形
の
耳

が
付

く
。

砂
粒

を
少

し
含

む

良
好

で
堅

緻

暗
灰

色
耳

付
壷

で
あ

る
。

肩
部

に
自
然

釉
が
付

着
す

る
。

平
 

瓶

四

平
瓶

の
肩

部
で
、
断
面
方

形
の
把
手

が
付

く
。

砂
粒

を
多

く
合
む

良
好

で
堅

級

灰
  

色
肩

部
に

自
然
釉

が
付
着

。

宝

四

丸
み

を
お

び
た
肩

部
で

細
い
頸

部
が

つ
く
。

体
部
外
面

は
ヘ

ラ
削

り
後

に
横

ナ

デ
整
形

。

体
部

内
面

は
横

ナ
デ
整
形
。

砂
粒

を
少

し
含

む

良
好

で
堅

緻

灰
白

色
花

瓶
。

肩
部

に
自
然

釉
が
付

着
す

る
。

宣

四

□
縁

部
が

大
き

く
外

反
し
て

開
き

、
凹

凸
が

激
し

く

口
縁

端
部

は
水

平
に

な
り
、
肥

厚
し
て

丸
く
お

さ
め

る
。

□
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

整

形
。

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好

で
堅

緻

暗
灰

色

長
顕

壷

四

肩
部
は
屈

曲
し
て

張
り
体

部
は
直
線

的
に
す

ぼ
ま

り

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸
み
を

も
つ
。

高
台

は
体

部
の
直
下

に
つ

き
、
大
き

く
外
方

に
ふ

ん

ば
り
、
端

部
内
側

が
下
方

に
突

出
し
て
接
地

す
る
。

体
部

内
外

面
は
横

ナ
デ

調
整

。

底
部
は
横

ナ
デ
調
整
。

砂
粒

を
多

く
含
む

良
好

で
堅

緻

暗
灰

色
体

部
外

面
に
黒

色
の

自
然

釉
付
着

。

広
□
甕

〓 一 四

口
縁

部
は
「

く
」
字

状
に
短

く
外
反

し
、
端

部
は
や

や
肥
厚

し
て

、
水
平

に
面

を
と

り
中
央

や
や
凹
む

。

体
部
は
あ

ま
り
膨

ら
ま
な
い
。

口
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好
で
堅

級

灰
  

色
類

例
は
少

な
い

。

土
師

器
奏

□
縁

部
は
「

く
」

字
状

に
屈

曲
し
、

中
程

で
や

や
上

口
縁

部
内
外

面
は

横
ナ

デ
調

整
。

砂
粒

を
多

や
や

良
く

蜘
量

は
少

な
い

。
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種
類

器
 

種
図

版
Nt
x

土
器

NQ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

四

方
に
弯

曲
す

る
。

口
縁
端

部
は

内
傾
す

る
面

を
と
る
。

体
部
は
や
や
縦
長

の
球
体

で
、
最
大
径

は
胴

部
中
央

に
く
る
。

体
部
外

面
は
上

部
が
縦
方

向
の
細

か
い
刷

毛
目
調
整
を
施

こ
し
下

部

は
ヘ

ラ
削

り
を
施

こ
す
。

頸
部
内
面

は
横
方

向
の
細

か
い
刷

毛
目
調
整
を
旋

こ
す

。

体
部

内
面

は
斜
方

向
の
細

か
い
刷

毛
目
調
整
を
施

こ
す

。

く
合
む

硬
質

釉 器

緑 陶

皿

五

醜 ｔ ８６

口
縁

部
は
屈

曲
し
て
外

反
し
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

体
部

は
僅

か
に

内
弯

し
、
大

き
く
開

く
。

口
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整
。

精
 

良
良

好
で
堅

級

胎
土

は
暗

灰
色

釉
は

切
緑

色

〓 一 五

８
７ 　

・ 　 ８
８

口
縁
端

部
は
、
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
内
弯

し
て
大

き
く
開

く
。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
ヘ

ラ
磨

き
調
整
。

精
  

良
良

好
で

堅

緻

胎
土

は
灰

色 釉
は

黄
灰

色

娩
〓 一 五

18
9

19
0

口
縁

部
は
短

く
外

反
し
、
端

部
は
肥

厚
し
丸

く
お

さ

め
る

。

体
部

は
、

内
弯

し
て

開
く
。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
横

ナ
デ

調
整
。

精
  

良
良

好
で
堅

級

胎
土

は
灰

白
色

釉
は

明
緑

灰
色

五

19
1

1

20
0

口
縁

部
は
短

く
外

反
し
、
端

部
は
肥
厚

し
て
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は

内
弯

し
て
開

く
志

高
台

は
削

り
出

し
で
、
底

部
中
央
が
凹
み
貼

り
付

け

高
台
風

に
仕
上

げ
る
。

口
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
横

ナ
デ

調
整
。

体
部
外
面

を
、
ヘ

ラ
削

り
調
整
を

施
す

も
の

も
あ

る
。

高
台

は
削

り
出

し
。

精
  

良
良

好
で

堅

緻
な

も
の

と
悪

く
軟

質
な

も
の

が
あ

る
。

灰
白

色

を

灰
黄

色

19
1は

□
径

1儀
助

復
原

)

暑
蒜
雪
 5
49
, 
(〃

)

局
士
M登

8幼
  
 (
″

)

高
台
高
0幼

19
5は

高
台

径
 6
5伽

高
台

高
 0
.5
伽

19
6は

高
台

径
 6
.6
働
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種
 

類
器
 

種
阻 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

高
台
高
 0
.5
師

19
8は

高
台
径
 6
.9
切

高
台
高
 0
5伽

20
01
ま

高
台
径
 7
.6
伽

高
台
高
 0
.5
釦

〓 一 　 五

20
1

1

20
9

21
2

1

21
7

体
部
は

内
弯

し
て
開

く
。

高
台

は
削

り
出

し
で
底

部
は
平

ら
。

体
部
内
外
面

は
横

ナ
デ
調
整

。

体
部
外

面
を

ヘ
ラ
削

り
調
整
を
施

す
も
の

も
あ

る
。

底
部
は
糸

切
り
。

21
5は

高
台
端

部
を
ヘ

ラ
で

カ

ッ
ト
し
て

い
る
。

精
  

良
良

好
で

堅

緻
な

も
の

と
悪

く
軟

質
な

も
の

が
あ

る
。

灰
白

色

t

黄
灰

色

20
2は

高
台

径
 6
 9
 c
lp

高
台

高
 0
59

20
3は

高
台

径
 6
 3
 c
lf
l

高
台

高
 0
,3
働

21
2は

高
台

径
 7
.8
 c
lB

高
台

高
 0
6師

21
5は

高
台

径
 7
.8
例

高
台

高
 0
.5
勤

21
6は

高
台

径
 7
 2
 c
lp

高
台

高
 0
.5
師

21
7は

高
台

径
 8
勤

高
台

高
 0
.6
釦

〓 一 　 五

高
台

は
削

り
出

し
で

小
さ

く
、

垂
直

に
立

つ
。

精
良

良
好

で
堅

緻

灰
白

色

釉 器

灰 陶

皿
〓 一 　 五

口
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は

内
弯

し
て
大

き
く
開

く
。

□
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
合

む

良
好

で
堅

緻

白
灰

色
21
9は

□
径

13
.E
功



種
 

類
器
 

種
阻 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎

 
土

焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

高
台

は
小

さ
く
、
外
方

に
ふ
ん

ば
る
。

器
高
 3
cl
v伽

高
台
径

6.
7∽

 (
″

)

高
台
高

∝
助

Ｉ Ｉ ∞ ９ Ｉ Ｉ

C.
D.
G地

区
包

含
層

種
 

類
器
 

種
醜 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎

 
上

焼
 

成
色
  

調
法

旦 里
備

考

須
恵

器
郭
 

蓋
1

天
丼

部
は
非
常

に
偏
平

で
低

い
。

天
丼

部
か

ら
口
縁

部
に
ゆ

る
や

か
に
の
び

る
。

□
縁

端
部
は
、
下
方

に
短

く
屈

曲
し
突

出
す

る
。

□
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

悪
く
軟

質
灰
  

色
量

は
少

な
い

２ １ ■

天
丼

部
は
や
や
膨

ら
み
、
天
丼

部
の

中
央

に
中
高

の

宝
珠
形

の
つ

ま
み

が
付

く
。

天
丼

部
と
口
縁

部
の
境

界
は
や
や
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕
上

げ

ナ
デ
調
整
。

口
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好
で
堅

級
か

ら
や

や
良

く
硬

質

暗
灰

色

t

淡
灰

色

7は 口
径
 1
23
伽

器
高
  
3伽

9は 口
径
 1
3働

器
高
  
2.
7師

10
は

口
径
 1
63
師

器
高
  
31
伽

11
は

口
径
 1
2.
3翻

器
高

  
3 
8 
cl
l

七

‐
２

１

３
５

天
丼

部
は

偏
平

で
平

ら
で

、
天
丼

部
の

中
央

に
中
高

の
宝

珠
形

の
つ

ま
み

が
付

く
。

天
丼

部
と

□
縁

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て

稜
を

な
す

。

□
縁

端
部

は
下

方
に
短

く
屈

曲
し
、

や
や

丸
味

を
帯

び
る
。

同
 

上
砂
粒

を
合

む

良
好

で
堅

緻
か

ら
や

や
良

く
硬

質

暗
灰

色

i

灰
  

色

18
は

回
径
 1
13
伽

器
高
  
26
印

19
は

口
径
 1
16
勤

器
高
  
4伽

20
は

□
径
 1
16
師

21
は

宝
珠
形

の
つ

ま
み

は
付

か
ず
、
皿

の
可

能
性

も
あ

る
。



種
 

類
器
 

種
脱 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
院
  

成
色
  

調
法

量
備

考

器
高
  
25
9x

21
は

□
径
 1
17
働

器
高
  
1.
9伽

29
は

口
径
 1
44
働

器
高

  
2 
8 
cl
p

35
は

口
径
 1
9.
1釦

器
高
  
34
伽

〓 一 七

３
６

１

３
９

や
や

中
高

の
偏
平

な
宝
珠
形

の
つ

ま
み

で
あ

る
。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好

で
堅

緻

灰
  

色

〓 一 七

４
０ 　

． 　 ４
‐

天
丼

部
か

ら
口
縁

部
へ

ゆ
る
や

か
に

の
び

る
。

口
縁

端
部

は
下

方
に
僅

か
に
屈

曲
さ
せ

、
丸

く
お

さ

め
る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

に
仕

上
げ

ナ
デ

調
整

。

口
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調

整
。

小
石
・

砂

粒
を

合
む

良
好

で
堅

緻

灰
  

色
量

は
少

な
い

。

郭
 

身

七

４
２ を

５
０

□
縁
端

部
は
、
や
や
肥
厚

す
る

も
の

と
単

に
丸

く
お

さ
め

る
も
の
が

あ
る
。

体
部
は

内
弯
気

味
に
開

く
も
の

と
直
線

的
に
開

く
も

の
と
、

さ
ら
に
僅

か
に
外
反

す
る
も
の
が

あ
る
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜
を

な
す

。

高
台

は
小

さ
く
、
外
方

に
や

や
ふ

ん
ば

る
。

口
縁

部
、

体
部

内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕

上
げ

ナ

デ
調

整
。

小
石
・

砂

粒
を

含
む

良
好

で
堅

緻
か

ら
や

や
良

く
硬

質

暗
灰

色

を

淡
灰

色

46
は

□
径
 1
5伽

器
高

  
4 
9 
cl
B

高
台

径
 8
.8
釦

高
台

高
 0
5伽

48
は

口
径

 1
 1
 6
 c
lp

器
高
  
46
例

高
台

径
 7
3伽

高
台

高
 0
.4
伽

49
は

高
台

径
10
49

高
台

高
 0
.4
c1
2

Ｉ Ｉ ∞ ω Ｉ Ｉ
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種
 

類
器
 

種
醜 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

50
は

口
径
 1
53
師

器
高
  
5.
2例

高
台

径
 9
69

高
台

高
 0
.4
師

〓 一 七

風 を ６
３

口
縁
端
部
は
や
や
外
反
す

る
も
の

と
、
単

に
丸

く
お

さ
め

る
も
の
が

あ
る
。

体
部
は

内
弯
気

味
に
開

く

も
の
が

あ
る
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
、

高
台

は
低

く
や
や

大
き

く

も
の

と
、
直
線

的
に
開

く

屈
曲

し
稜

を
な
す

。

、
垂
直

に
立

つ
。

同
 

上
小

石
・

砂

粒
を

合
む

良
好

で
堅

級
か

ら
や

や
良

く
硬

質

暗
灰

色

t

灰
  

色

51
1よ

高
台

径
 7
.3
伽

高
台

高
 0
5例

52
は

高
台

径
10
師

高
台

高
 0
5∽

54
は

高
台
径

 6
.9
 c
lB

高
台

高
 0
.3
 c
lp

57
は

□
径

13
.乏
助

伽

岩
誦
罰
 5
49
厖

 (
〃

)

高
台
径

子 齢
  
(″

)

高
台
高
04
伽

59
は

□
径

 1
1.
9 
cl
B

器
高
  
43
師

高
台

径
 7
.2
伽

高
台

高
 0
5伽

飩 １ ６９

口
縁

部
は
短

く
外
反

し
、
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
凹

凸
が
激

し
く
、

内
弯

し
て
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
丸

味
を

も
つ
。

高
台

は
削

り
出

し
で

、
底

部
は
平

ら
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整
。

底
部
は
糸
切

り
。

砂
粒

を
少

し
合

む

や
や
良

く

硬
質

灰
  

色

t

暗
灰

色

64
は

高
台

径
 5
.7
伽

高
台

高
 0
.3
c1
2

65
は

高
台

径
 6
.6
9

高
台

高
 0
.5
働

66
は

全
体

的
に
薄
手

で
あ

る
。



Ｉ Ｉ ω ∞ Ｉ Ｉ

種
 

類
器
 

種
脱 血

鍔 ｍ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

□
径
 1
44
働

器
高
  
33
伽

高
台

径
 5
.5
伽

高
台

高
 0
 3
 c
ln

67
は

回
径
 1
3.
1働

器
高

  
4 
cl
p

高
台

径
 5
2働

高
台

高
 0
2伽

68
は

口
径

 1
 2
 7
 c
lp

器
高
  
4.
6働

高
台

径
 5
,9
伽

高
台

高
 0
3働

69
は

□
径
 1
35
釦

器
高
  
4働

高
台

径
 5
,1
伽

高
台

高
 0
2伽

〓 一 八

７
０

１

７
７

口
縁
端

部
は
僅

か
に
肥
厚

す
る

も
の

と
、
単

に
丸

く

お
さ
め

る
も
の
が

あ
る
。

体
部
は
や

や
外
反

気
味

に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
、
丸

味
を

も
っ
て
屈

曲
す

る
。

底
部
は
平

ら
。

口
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕
上

げ
ナ

デ
調
整

を
施

す
。

砂
粒

を
含

む

良
好

で
堅

級
か

ら
悪

く
軟

質

淡
灰

色

i

暗
灰

色

75
は

□
径

1箭
師

(復
原

)

基
辞
訴
 3
3b
″

 (
″

)

76
は

口
径
 1
3.
1師

器
高
  
41
働

〓 一 　 八

絡 ｔ ８６

回
縁

端
部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
僅

か
に
外
反

乃
至

、
内
弯

し
て
大

き
く
開

く

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

同
 

上
小

石
。
砂

粒
を

合
む

良
好
で
堅

級
か

ら
悪

く
軟
質

淡
灰

色

t

暗
灰

色

78
は

口
径

 1
2.
4 
cl
p

器
高
  
4.
5 
cm

79
は

口
径

12
.%
“

(例
⊃

碁
幹
託
 3
お

b″
 (
〃

)



Ｉ Ｉ ω ０ １ １

種
 

類
器
 

種
醜 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎

 
土

院
  

成
色
  

調
法

量
備

考

80
は

口
径
 1
2.
5伽

器
高

  
4.
2 
cl
B

81
は

口
径
 1
21
動

器
高

  
3,
9 
cl
p

82
は

口
径
 1
34
旬

器
高
  
49

84
は

□
径

 1
 3
 1
 c
lB

器
高
  
43
師

□
縁

端
部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は

内
弯

し
て
開

く
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

小
石

を
少

し
合

む

や
や

良
く

硬
質

淡
灰

色

皿
〓 一 九

鶴 １ ９７

口
縁

部
は
や
や
尖

り
気

味
の

も
の

と
単

に
丸

く
お

さ

め
る

も
の
が

あ
る
。

体
部

は
短

か
く
、
直
線

的
乃
至
僅

か
に
外
反

す
る
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す
。

底
部

は
平

ら
で
、
や

や
膨

ら
む

も
の

も
あ

る
。

口
縁

部
、
体

部
の

内
外

面
は
共

に

横
ナ
デ
調
整

。

小
石
・

砂

粒
を

合
む

良
好

で
堅

級
か

ら
悪

く
軟

質

暗
灰

色

t

淡
灰

白
色

90
は

□
径

1勧
鰺

原
)

縞
 

加
 (
〃

)

91
は

□
径

 1
 3
 7
 c
lB

器
高
  
24
働

92
は

□
径

14
.(
劫

鰯

碁
諄
雪

 2
.2
b祀

 (
〃

)

96
は

口
径
 1
6.
4釦

器
高
  
22
釦

蓋

九

天
丼

部
は
や

や
高

い
。

天
丼

部
と

口
縁

部
の
境

界
は

丸
味

を
も

っ
て

屈
曲

す

る
。

□
縁

端
部

は
下

方
に
短

く
屈

曲
し
、

丸
く
お

さ
め

る
(

□
縁

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

や
や
良

く

硬
質

淡
灰

色
壷

(短
頸
壷
)の

蓋
で

あ

ろ
う
。
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種
 

類
器
 

種
図

版
血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

旦 皇
備

考

笠

九

９
９ 　 ・

　

‐
０

‐

口
縁

部
は
大

き
く
外
反

し
て
開

き
、
端

部
は
水
平

に

な
り
肥
厚

し
て
上
方

に
つ

ま
み
上

げ
る
。

口
縁

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

精
  

良
良

好
で

堅

級

灰
  

色

〓 一 九

口
縁

部
は
大

き
く
外
反

し
て

開
き
、
端

部
は
水
平

に

な
り
、
丸

く
お

さ
め

る
。

同
 

上
砂
粒

を
多

く
合

む

良
好

で
堅

緻

暗
灰

色

九

高
台

は
体

部
直
下

に
付

き
、
大

き
く
外
方

に
ふ
ん

ば

り
、

内
側

に
肥
厚

す
る
。

体
部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

精
  

良
良

好
で

堅

級

淡
灰

色
長

頸
壷

の
高

台

奏
〓 一 九

□
縁

部
は
や
や
外

反
気

味
に
直
立

し
、
端

部
は
水
平

に
面

を
取

る
。

口
縁

部
内
外

面
は
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合
む

良
好
で
堅

級

黒
灰

色

〓 一 九

口
縁

部
は
外
反

気
味

に
開

き
、
端

部
は
上

方
に
つ

ま

み
上

げ
、
断
面
三

角
形

を
呈
す
。

同
 

上
小

石
・

砂

粒
を
多

く

合
む

良
好

で
堅

級

灰
  

色

〓 一 九

口
縁

部
は
「
く
」
字
形
に
屈

曲
し
、
直
線

的
に
開

き
、

端
部

は
水
平

に
面

を
取

る
。

口
縁

部
内
外
面

と
体

部
内
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整
。

体
部
外

面
は
平

行
の
叩

き
目
を
施

す
。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好
で
堅

緻

暗
灰

色

釉 器

緑 陶

婉

九

体
部
は
内
弯

し
て
開

く
。

高
台

は
削

り
出

し
で
、
底

部
は
平

ら
。

体
部

内
外
面

は
横

ナ
デ

調
整

し
、

体
部
外
面

を
ヘ

ラ
削

り
調
整
す

る

も
の

も
あ

る
。

底
部
は
糸

切
り
。

精
  

良
良

好
で

堅

緻

胎
土

は

淡
灰

色

釉
は

淡
緑

色

10
6は

高
台

径
 4
8伽

高
台

高
 0
4働

10
71
ま

高
台

径
 6
7働

高
台

高
 0
7働

10
81
ま

高
台

径
 8
7例

高
台

高
 0
,6
師

□
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

口
縁

部
・

体
部

内
外

面
は
共

に
横

精
  

良
悪

く
軟
質

胎
土

は
11
0は
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種
 

類
器
 

種
肌 ｍ

燃 血
形

能 い
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

九

体
部
は

内
弯

し
て
開

く
。

高
台

は
削

り
出

し
で

、
底

部
の
中
央

は
凹

み
、
貼

り

付
け
高

台
風

に
仕
上

げ
る
。

ナ
デ

調
整

。
淡

灰
白
色

釉
は

淡
緑

色

高
台

径
 6
.4
伽

高
台

高
 0
7働

11
11
ま

口
径

13
1働

伽

縞
:助

  
(〃

)

高
台
径

61
伽

(〃
)

高
台
高

∝
勘

九

■
3

11
4

口
縁

部
は
短

く
外
反

し
、
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
内
弯

し
て
開

く
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

し
、
体

部
外

面
を

ヘ
ラ

削
り
調

整
す

る
も
の

も
あ

る
。

精
  

良
良

好
で

堅

緻

胎
土

は

白
灰

色

釉
は

淡
緑

色

皿

九

□
縁

部
は
屈

曲
し
て
短

く
外
反

し
、
端

部
は
や

や
肥
厚

し
て
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は

内
弯

し
浅

く
大

き
く
開

く
。

高
台

は
削

り
出

し
で

、
底

部
中
央

は
凹

み
、
貼

り
付

け
高

台
風

に
仕
上

げ
る
。

口
縁

部
内
外

面
と
体

部
内
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

体
部
外
面

は
ヘ

ラ
削

り
調

整
。

高
台

は
削

り
出

し
。

精
  

良
良

好
で

堅

緻

胎
土

は

白
灰

色

釉
は

淡
緑

色

口
径
  
15
伽

器
高
  
2.
5伽

高
台
径
 7
伽

高
台
高
 0
.6
伽

土
師
器

婉
四 〇

11
5

■
6

口
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部

は
内
弯

し
て
開

き
凹
凸
が
激

し
い

。

□
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

精
 

良
や

や
良

く

硬
質

淡
赤

褐
色

四 〇

11
7

i

12
0

口
縁

部
は
短

く
外
反

し
、
端

部
は
上
方

に
つ

ま
み
上

げ
、
丸

く
お

さ
め

内
側

に
凹
線

を
巡

ら
す
。

体
部
は
短

く
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸

味
を

も
っ
て
屈

曲
す

る
。

底
部
は
平

ら
で
や

や
膨

ら
む
。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

体
部

内
面

に
ラ
セ

ン
状

乃
至
斜

状

の
暗
紋

を
密

に
施

す
も
の

も
あ

る

体
部
外

面
に
粗

い
ヘ

ラ
磨

き
を
施

す
も
の

も
あ

る
。

底
部

は
ヘ

ラ
削

り
調
整

。

精
  

良
や

や
良

く

硬
質

淡
赤

褐
色

t

淡
黄

緑
色

11
7は

口
径
 1
51
9p

器
高

  
2.
7 
cl
l

皿
四 〇

口
縁
端

部
は
上

方
に
つ

ま
み
上

げ
、
丸

く
お

さ
め

、

内
側

に
凹
線

を
巡

ら
す
。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

精
  

良
や

や
良

く

硬
質

淡
赤

褐
色
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種
 

類
器
 

種
脱 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

休
部

は
短

く
直
線

的
に
大

き
く
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸

味
を

も
っ
て
屈

曲
す

る
。

高
 

郭
四 〇

２
３

‐ ２
５

高
郭

の
筒

部
で

、 
10
～

12
方

に
面

取
り
す

る
。

筒
部

は
短

い
。

精
  

良
や

や
良

く

硬
質

淡
赤

褐
色

量
は

少
な

い

甕
四 〇

□
縁

部
は
短

か
く
外

反
し
て
立

つ
。

口
縁

端
部

は
僅

か
に
上
方

に
つ

ま
み

上
げ

丸
く
お

さ

め
る
。

体
部

は
小

さ
い

。

口
縁

部
、

体
部

内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
多

く
含

む

悪
く
軟

質
赤

褐
色

類
例

は
少

な
い

。

四 〇

12
7

12
9

口
縁

部
は
「

く
」
字

状
に
屈

曲
し
て
外
反

し
、
端

部

は
僅

か
に
上
方

に
つ

ま
み
上

げ
る
。

体
部

は
丸
味
を

も
ち
、
あ

ま
り
膨

ら
ま
な

い
。

□
縁

部
内
外

面
は
横

ナ
デ
調

整
。

体
部
外

面
は
手

づ
く
ね
。

体
部

内
面

は
横

ナ
デ

調
整
。

砂
粒
・

雲

母
を

多
く

合
む

悪
く
軟

質
口
縁

部
付

近
は
黒

色

体
部

は

黄
褐

色

四 〇

□
縁

部
は
「
く
」
字
形
に
屈

曲
し
、
直
線

的
に
開

き
、

端
部

は
内
傾

す
る
面

を
作

る
。

体
部

は
や
や

丸
味

を
も
つ

。

口
縁

部
外

面
と
体

部
外
面

は
横

ナ

デ
調

整
。

口
縁

部
内
面

は
横
方

向
の
刷

毛
目

調
整

。

砂
粒
・

雲

母
を

多
く

合
む

や
や

良
く

硬
質

暗
黒

茶
褐

色

色 器

黒 土

娩
四 〇

□
縁

部
は
や
や
尖

り
、
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る

体
部
は

内
弯

し
て
開

く
。

口
縁

部
内
外

面
と
体

部
内
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整
。

体
部
外

面
は
手

づ
く
ね
。

□
縁

部
、

内
外
面

と
体

部
内
面

は

黒
色

を
呈
す
。

精
良

で
金

雲
母

を
多

く
合

む

悪
く
軟

質
黄

灰
色

量
は

少
な

い
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 l

種
 

類
器
 

種
離 血

齢 ｍ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

蓋
四 　 一

1 : 3

天
丼

部
中
央

に
扁
平

な
宝
珠
形

つ
ま
み

を
も
つ
。

天
丼

部
か

ら
口
縁

部
に
ゆ

る
や
か

に
伸

び
、

口
縁
端

部
は
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
削

り
調

整
を

し
、

天
丼

部
内

面
と

口
縁

部
は
横

ナ
デ

調
整

。

や
や

粗
く

小
石
・

砂

粒
を

合
む

や
や

良
く

硬
質

灰
  

色
1は 口
径
 1
45
伽

器
高

  
2 
9 
cl
B

2は 口
径
 1
52
∽

器
高
  
33
伽

四 　 一

4
天
丼

部
と
□
縁

部
の
境
界

は
段

を
な

し
、
端

部
は
下

方
に
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

に
仕

上
げ

ナ
デ

を
お

こ
な

う
。

天
丼

部
内
面

と
口
縁

部
は

横
ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
少

し
合

む
が

精
良

良
好

で
堅

緻

灰
白

色

ネ
 

身
四 　 一

5 6

□
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は

内
弯
気

味
に
開

く
。

高
台

は
体

部
の
直
下

に
付

き
小

さ
く
僅

か
に
外
方

に

ふ
ん

ば
る
。

体
部
、

口
縁

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

精
  

良
悪

く
軟
質

灰
黄

色
5は 口
径

14
.[
渤

伽

球
訴
雪
 3
つ

b打
 (
″

)

局
台
径

l 
CL
れ

(″
X＼

高
台
高

阿
助

四 　 一

7
□
縁
端

部
は
や
や
外
反

し
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部

は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
丸

味
を

も
ち
、
高

台
は
底

部

の
内
側

に
付

き
、
外
方

に
ふ

ん
ば

る
。

同
 

上
や

や
粗

く

小
石
・

砂

粒
を

含
む

良
好

で
堅

緻

灰
  

色
□
径

14
〔
助

篭 旬
⊃

縞
コ働

  
(〃

)

高
台
径

1 
0 
1c
m(
″

)

高
台
高

∝
勘

四 　 一

□
縁

部
は
尖

る
。

体
部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸
味
を

も
つ

。

同
 

上
小

石
を

少

し
合

む
が

精
良

や
や
良

く

硬
質

灰
  

色

奏
四 　 一

□
縁
端

部
は
、
断
面
三

角
形

に
肥
厚

し
上
方

に
つ

ま

み
上

げ
る
。

□
縁

部
は
外

弯
す

る
。

体
部

は
丸

く
球
体

に
近

い
。

口
縁

部
内
外

面
共

に
横

ナ
デ

調
整

I

頸
部

内
面

に
指

頭
圧

痕
が

見
ら
れ

る
。

体
部
外

面
は
平

行
叩

き
目
を

部
分

小
石

を
少

し
合

む
が

精
良

や
や

良
く

硬
質

灰
黄

褐
色

口
径

20
助

鰺
原

)
甕

の
量

は
少

な
い

。



Ｉ Ｉ ヽ ト ー ー

種
 

類
器
 

種
醜 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

的
に
仕

上
げ

ナ
デ

で
消

し
て

い
る

体
部

内
面

は
同

心
円

叩
き

目
を

仕

上
げ

ナ
デ

で
消

し
て

い
る
。

釉 器

緑 陶

皿
四 　 一

高
台

は
削

り
出

し
。

底
部

は
糸

切
り
。

重
ね
焼

き
の
痕
跡

が
見

ら
れ

る
。

精
  

良
良

好
で

堅

緻

胎
土

は

暗
灰

色

釉
は

淡
緑

色

緑
釉

の
量

は
少

な
い

土
師

器
婉

四 　 一

11 12

口
縁

部
は
や
や
外

反
し
、
端

部
は
や

や
尖

り
上
方

に

つ
ま
み
上

げ
丸

く
お

さ
め
、

内
面

に
凹
線

を
巡

ら
せ

る
。

体
部
は

内
弯
気

味
に
開

く
。

体
部

と
体

部
の
境
界

は
丸

味
を

も
つ

。

底
部

は
丸

味
を

も
つ
。

体
部

内
面

は
二
段

に
斜

行
と
波
状

の
暗
紋

を
密

に
施

す
。

体
部
外
面

は
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
削

り
調
整
。

精
  

良
や
や
良

く

硬
質

赤
褐

色

及
び

黄
褐

色

11
1」

口
径
 1
6.
89
o

器
高

  
3 
5 
cl
p

体
部

内
外

面
に
部
分
的

に

ス
ス
付
着

。

盤
四 　 一

□
縁

部
は
外
反

し
、
端

部
は
上
方

に
つ

ま
み
上

げ
て

丸
く
お

さ
め

、
内
面

に
凹
線

を
巡

ら
せ

る
。

体
部
は

内
弯

し
て

大
き

く
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
丸

味
を

も
っ
て

明
瞭
で

な
い

高
台

は
小

さ
く
外

方
に
ふ

ん
ば

る
。

底
部
は
丸

味
を

も
つ
。

体
部

内
面

は
暗

紋
は

見
ら
れ

ず
、

横
ナ

デ
調

整
。

体
部
外

面
は

ヘ
ラ
磨

き
調

整
。

精
 

良
や

や
良

く

硬
質

黄
褐

色
□
径

2(
渤

彼

碁
辞
三
39
珈

  
(〃

)

島
台
径

2C
助

(″
)

高
台
高

岬
伽

大
型

の
芥

で
、
量

は
少

な

い
。

鉄
 

器
釘

四 　 一

14 t 18

全
長

4 
cl
E前

後
で

、
頭

部
を
水
平

に
曲
げ
た
釘

で
断

面
は
四
角
形

を
呈

す
。

四 　 一

‐
９ １ ２
８

厚
さ

0 
2 
cl
l前

後
の
扁
平

な
棒

状
で
、
断
面
長
方

形

を
呈

す
。
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 2

種
類

器
 

種
脱 ｍ

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
2 1 6

天
丼

部
と

口
縁

部
の

境
界

は
段

を
な

し
、
端

部
は
下

方
に
短

か
く
屈

曲
し
、

断
面

三
角

形
を

呈
す

も
の

と
、

丸
く
お

さ
め

る
も
の

が
あ

る
。

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕
上

げ

ナ
デ
を
施

す
も
の
や

、
ヘ

ラ
で

ナ

デ
る

も
の
が
あ

る
。

□
縁

部
、
天
丼

部
内
面

は
横

ナ
デ

調
整
。

砂
粒

を
少

し
含

む
が

精
良

良
好

で
堅

級

暗
灰

な
い

し

灰

色 色

7
天
丼

部
は
高

い
。

口
縁
端

部
は
短

か
く
屈

曲
し
丸

く
お

さ
め

る
。

□
縁

部
内
外

面
は
横

ナ
デ
調
整
。

精
 

良
や

や
良

く

硬
質

灰
  

色
類

例
は
少
な

い

l
や

や
中
高

の
扁
平

な
宝
珠
形

の
つ

ま
み

。
砂
粒

を
多

く
合

む

良
好
で
堅

緻

灰
  

色

杯
 

身

一 四 一 一
　

‐

8 t 11

□
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

高
台

は
月ヽ

さ
く
て
低

く
、
外
方

に
ふ
ん

ば
ら
な
い
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
未

調
整

が
多

い

が
、

仕
上

げ
ナ

デ
を
施

す
も
の

も

見
ら
れ

る
。

砂
粒

を
少

し
合
む

良
好

で
堅

緻

灰
色

な
い

し
淡

灰
色

8は □
径
  
9.
2側

器
高
  
34
釘

高
台

径
 6
7伽

8は
小

型
の
雰

身
で

あ
る

12 13

□
縁

端
部

は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部

は
直

線
的

に
開

く
も
の

と
内
弯

す
る

も
の

が
あ

る
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は

丸
味

を
も
つ

。

底
部

は
や

や
丸

味
を

も
っ
て
膨

ら
む

。

同
 

上
砂
粒

を
少

し
含

む

や
や

良
く

硬
質

灰
  

色
12
は

□
径
 1
2.
5働

器
高
  
31
伽

13
は

□
径
 1
3勤

器
高
  
38
勤

□
縁

部
は
僅

か
に
外
反

気
味
で

一
条

の
凹
線

を
巡

ら

せ
、
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
僅

か
に
内
弯
気

味
に
開

き
、
深

い
。

□
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

小
石

を
少

し
含

む

や
や
良

く

硬
質

灰
  

色
大
型

の
郭

身
で

あ
る
。



種
 

類
器
 

種
図

版
NQ

土
器

NQ
形

能 い
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎

 
上

焼
 

成
色
  

調
法

量
備

考

壷
四 二

□
縁

部
は
外

弯
し
屈

曲
し
て
直
立

し
端

部
は
外
反
気

味
に
丸

く
お

さ
め

る
。

□
縁

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

精
  

良
良

好
で
堅

緻

灰
  

色
花

瓶
形

の
壷

で
量

は
少

な

い
。

釉 器

緑 陶

皿
四 一 一

高
台

は
削

り
出

し
。

底
部
は
糸

切
り
。

精
  

良
良

好
で

堅

緻

胎
土

は

淡
灰

色

釉
は

淡
緑

色

量
は

少
な

し

石
 

器
刃
 

器
四 一 一

一
端

に
刃

部
ら

し
い

ハ
ク
離

が
見

ら
れ

る
。
石

質
は

チ
ヤ

ー
ト
で

、
色

は
暗

褐
色

と
淡

灰
色

の
シ
マ
模

様
(

Al
-1

Ｉ Ｉ 卜 ω Ｉ Ｉ

種
 

類
器
 

種
跡 血

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
望

四 一 一

1
口
縁

部
は
外
反

し
て
開

き
、
端

部
は
断
面
三

角
形

に

肥
厚

し
、
上
方

に
つ

ま
み
上

げ
、
外

側
に
面

を
作

る
(

□
縁

部
は

内
外

面
に
横

ナ
デ

調
整

砂
粒

を
多

く
合
む

良
好

で
堅

緻

暗
灰

色
黒

灰
色

の
自
然

釉
が

外
面

に
付

着
。

郭
 

身
四 一 一

2 10

体
部

と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

高
台

は
小

さ
く
垂
直

に
立

つ
。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
。

砂
粒

を
少

し
含

む

悪
く
軟

質
淡

灰
色

杯
 

蓋
四 一 一

3 6 7

天
丼

部
は
平

ら
。

天
丼

部
と

口
縁

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
段

を
な
す
。

□
縁
端

部
は
下

方
に
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

仕
上

げ
ナ

デ
調

整
。

回
縁

部
は
下

方
に
短

く
屈

曲
す

る

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好

で
堅

緻

暗
灰

色

琢
 

身
四 一 一

4 5

口
縁

部
は
短

く
外
反

し
、
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は

内
弯

し
て

開
く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

も
の

と

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

底
部
は
ヘ

ラ
切

り
。

精
  

良
悪

く
軟

質
淡
黄

褐
色



種
 

類
器
 

種
醜 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

11
丸

味
を

残
す

も
の

が
あ

る
。

底
部

は
平

ら
。

土
師

器
皿

四 二

口
縁

部
は
短

く
外

反
し
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
短

く
僅

か
に
内
弯

し
て
開

く
。

休
部

と
底

部
の
境

界
は
丸

味
を

も
つ
。

底
部
は
平

ら
。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
仕

上
げ

ナ
デ

調
整

α

精
  

良
や

や
良

く

硬
質

淡
黄

褐
色

郭
 

身
四 一 一

口
縁

部
は
僅

か
に
短

く
外

反
し
、
端

部
は
単

に
丸

く

お
さ
め

る
。

体
部
は
や
や

内
弯

し
て
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
丸

味
を

も
っ
て
屈

曲
す

る
。

底
部
は
平

ら
。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

底
部
は
ヘ

ラ
切

り
。

小
石
・

砂

粒
を
多

く

合
む

良
好
で
堅

級

灰
  

色
口
径

12
C勘

鰺
環

)

器
高
 3
勘

  
(〃

)

Ｉ Ｉ ト ミ ー ー
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種
 

類
器
 

種
阻 血

鍔 血
形

能 い
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

上
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

釉 器

緑 陶

婉
四 一 一

1
体

部
は

内
弯

し
て
開

く
。

底
部
は
削

り
出

し
高

台
。

体
部

内
面

は
横

ナ
デ
調
整
。

体
部
外

面
は
不

定
方

向
の
ヘ

ラ
削

り
調
整

。

底
部
は
糸

切
り
。

精
  

良
悪

く
軟
質

胎
土

は

白
灰

色

磨
滅

が
激

し
く
釉

は
見

ら

れ
な

い
が

、
形

態
か

ら
緑

釉
と

し
た

。

土
師

器
盤

四 二

2
口
縁

部
は
外
反

し
、
端

部
は
一
度

細
く
な

り
肥
厚

す

る
。

内
側

に
凹
む
。

□
縁

部
内
面

は
横

ナ
デ
調
整

。

口
縁

部
外

面
は
横

ナ
デ
調
整

の
上

か
ら
部
分
的

に
粗

い
ヘ

ラ
磨

き
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

や
や
良

く

硬
質

淡
黄

褐
色

類
例

は
少

な
い
。

器
形

は
明
確
で

な
し



D 
 2

種
 

類
器
 

種
離 血

鍔 �
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
ネ
 

身
四

1
□
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
や
や

内
弯

す
る
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
稜

を
な
す

。

高
台

は
小

さ
く
外
方

に
ふ
ん

ば
る
。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
。

精
  

良
や

や
良

く

硬
質

淡
灰

色
口
径

 1
 2
 9
 c
la

器
高
  
43
∽

高
台

径
 9
7伽

高
台

高
 0
5c
12

四 一 二

2
□
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
内
弯
気

味
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
や

や
屈

曲
す

る
。

底
部
は
平

ら
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

仕
上

げ
ナ
デ

調
整

。

精
 

良
良

好
で

堅

級

暗
灰

色

D 
 5

Ｉ Ｉ 卜 ∞ Ｉ Ｉ

種
 

類
器
 

種
離 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯
 

蓋
四

天
丼

部
は
平

ら
。

天
丼

部
と

□
縁

部
の
境

界
は

屈
曲

し
て

段
を

な
す

。

口
縁

端
部

は
下

方
に
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

横
ナ

デ
調

整
。

□
縁

部
は
横

ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好

で
堅

緻

灰
  

色

郭
 

身
四

1
口
縁
端

部
は
や
や
尖

り
気

味
に
お

さ
め

る
。

体
部
は

内
弯

し
て

開
く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
し
稜
を

な
す
。

底
部
は
平

ら
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
。

精
  

良
悪

く
軟

質
淡

灰
色

□
径

14
れ

肥
(倒

囀

縞
コ助

  
(″

)

四
3

口
縁

部
は
外
反

し
、
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は

内
弯

し
て
開

く
。

口
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整
。

砂
粒

を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

淡
灰

色

四
4

□
縁

端
部

は
肥

厚
し
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部

は
や

や
内
弯

し
大

き
く
開

く
。

口
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

精
  

良
や
や

良
く

硬
質

淡
赤

褐
色



種
 

類
器
 

種
脱 血

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
稜

を
な
す
。

底
部
は
ヘ

ラ
切

り
後
、
仕
上

げ
ナ

デ
調
整

。

四 一 二

口
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は

内
弯

し
て
開

く
。

体
部

と
底

部
は
僅

か
に
屈

曲
し
稜
を

な
す
。

高
台

は
体

部
の
直
下

に
付

き
、
小

さ
く
垂
直

に
立

つ
(

口
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

底
部
は

ヘ
ラ
切

り
後
横

ナ
デ
調
整
。

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好

で
堅

緻

淡
灰

色
5は □
径

13
.l
cl
p⊂

効
①

縞
4偽

m(
〃

)

高
台
径

8.
1∽

 (
″

)

高
台
高

0(
勘

― ― 卜 Φ Ｉ Ｉ

D 
4

種
 

類
器
 

種
醜 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯
 

蓋
四

1 2. 5 9 10 13

天
丼

部
は
や
や
丸

味
を

も
つ
が
平

ら
で
、
天
丼

部
と

□
縁

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
段

を
な
す

。

□
縁
端

部
は
、
下
方

に
短

く
屈

曲
し
丸

く
お

さ
め

る

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後

、
仕
上

げ

ナ
デ
調
整
。

□
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
合

む

良
好
で

堅

緻

暗
灰

色

か
ら

淡
灰

色

5は □
径

 1
6.
3 
cl
n

器
高
  
2.
5∽

10
は

口
径
 1
33
伽

器
高
  
17
勤

51
0は

宝
珠

形
の

つ
ま

み
を

有
し
な

い
も
の

で
、

皿
の

可
能

性
も
あ

る
。

四
天
丼

部
は
平

ら
で

、
天
丼

部
か

ら
□
縁

部
に

ゆ
る
や

か
に

の
び

る
。

□
縁

端
部

は
下

方
に
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後

に
ヘ

ラ
削

り
調
整

。

□
縁

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好

で
堅

緻

暗
灰

色

杯
 

身
四

8
休

部
は
内
弯

し
て
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸

味
を

も
つ
。

高
台

は
体

部
直
下

に
付

き
、
小

さ
く
垂
直

に
立

つ
。

体
部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

精
  

良
良

好
で
堅

級

灰
白

色

四
口
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
や
や

内
弯

し
て
開

く
。

□
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整
。

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好

で
堅

緻

淡
灰

色
□
径
 1
12
伽

器
高
  
39
9p
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種
 

類
器
 

種
図
版

Nt
l

土
器

NQ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎

 
土

焼
 

成
色
  

調
法

量
備

考

体
部

と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
稜
を

な
す
。

局
台

は
/1
ヽ
さ
い
。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕

上
げ

ナ

デ
調

整
。

高
台

径
 7
例

高
台

高
0.
5師

四
□
縁
端

部
は
や
や
尖

り
気

味
。

体
部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な

す
。

高
台

は
内
側

に
付

き
、
外
方

に
大

き
く
ふ

ん
ば

る
。

□
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

底
部
は

ヘ
ラ
切

り
後

に
仕
上

げ
ナ

デ
調
整

。

砂
粒

を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

灰
白

色

土
師

器
皿

四
3 6 7

口
縁

部
は
短

く
外

反
し
、
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
短

く
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜
を

な
す

。

口
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

体
部
内
面

に
粗

ら
く
暗
紋
を
施

す

も
の

も
あ

る
。

精
  

良
や

や
良

く

硬
質

赤
茶

褐
色

奏
四

4
□
縁

部
は
「

く
」
字

状
に
外
反

し
、
端

部
を
や
や
肥

厚
し
、
上
方

に
つ

ま
み
上

げ
る
。

体
部
は
あ

ま
り
膨

ら
ま
な

い
。

口
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調

整
。

体
部
外

面
は
刷

毛
目
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

悪
く
軟

質
明
黄

褐
色

S 
  
  
 l

種
 

類
器
 

種
離 血

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
平
 

瓶
四

1
□
縁

部
は

内
弯

し
、
端

部
は
肥
厚

す
る
。

口
縁

部
に
一

条
の
凹
線

を
巡

ら
す

。

□
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好
で
堅

級

灰
  

色
平

瓶
の

□
縁

部
と
思

わ
れ

る
が
、
長
頸
壷

の
可
能

性

も
あ

る
。
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種
 

類
器
 

種
脱 血

盤 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

身
四

1
口
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
直
線

的
に
開

き
凹

凸
が
激

し
い
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
稜
を

な
す
。

底
部
は
平

ら
で
あ

る
。

□
縁

部
、

体
部

内
外

面
は

共
に
横

ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
多

く
合

む

悪
く
軟

質
淡

灰
色

□
径

13
Cれ

鰯

3誦
罰
 3
9防

ほ
 (
〃

)

釉 器

緑 陶

皿
四

体
部

は
内
弯

し
大

き
く
開

く
。

高
台

は
削

り
出

し
。

体
部
は

内
外
面

共
に
横

ナ
デ
調
整

精
 
 

良
悪

く
硬

質
胎

土
は

淡
黄

灰
色

釉
は

淡
緑

色

種
 

類
器
 

種
醜 血

器 血
形

含
ヒ

の
特

徴
手

法
の

特
徴

胎
 

土
院
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯
 

身
四 一 二

1
口
縁

部
は
外
方

に
短

く
外

反
し
、
端

部
は
単

に
丸

く

お
さ
め

る
。

体
部
は
僅

か
に
内
弯
す

る
。

□
縁

部
、

体
部

内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好

で
堅

級

暗
灰

色

四
2 3

体
部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

高
台

は
小

さ
く
垂
直

に
立

つ
。

体
部

は
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕
上

げ
ナ

デ
調

整
。

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好
で
堅

緻

灰
  

色

奏
四 一 二

口
縁

部
は

僅
か

に
外

反
し
、
端

部
は

断
面

三
角

形
に

肥
厚

し
上

方
に

つ
ま
み

上
げ

、
外

側
に
面

を
作

る
。

□
縁

部
は

横
ナ

デ
調

整
。

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好

で
堅

級

暗
灰

色

土
師

器
皿

四 一 二

6 5

□
縁

部
は
短

く
外
反

し
、
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
短

く
大

き
く
開

く
。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
仕
上

げ
ナ

デ
調

整
。

砂
粒

を
少

し
含
む

や
や
良

く

硬
質

赤
茶

褐
色
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種
 

類
器
 

種
阻 血

鍔 ｍ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸

味
を

も
つ

。

須
恵

器
霊

四
体

部
は
僅

か
に

内
弯

す
る
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
稜

を
な

す
。

高
台

は
体

部
の

直
下

に
付

き
、

小
さ

く
外

方
に
ふ

ん

ば
る
。

体
部
は
横

ナ
デ
調
整

。

底
部
は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕
上

げ
ナ

デ
調

整
。

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好
で
堅

緻

暗
灰

色

必
 

蓋
四 一 三

天
丼

部
か

ら
口
縁

部
へ

ゆ
る
や

か
に
の
び

る
。

口
縁
端

部
は
下
方

に
短

か
く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

ヘ
ラ
削

り

調
整

。

□
縁

部
は
横

ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好

で
堅

級

淡
灰

褐
色

皿
四 一 二

□
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
短

く
大

き
く
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜
を

な
す
。

底
部
は
平

ら
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕

上
げ

ナ

デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

悪
く
軟

質
茶

灰
色

口
径

 1
5.
6 
cl
B

器
高
  
2働

郭
 

蓋
四 一 二

天
丼

部
は
平

ら
で

、
中
央

に
偏
平

な
宝

珠
形

の
つ

ま

み
が

付
く
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

に
仕

上
げ

ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
多

く
合

む

や
や

良
く

硬
質

淡
灰

色

BP
 l

種
 

類
器
 

種
醜 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

蓋
四 四

天
丼

部
か

ら
□
縁

部
に
ゆ

る
や

か
に
の

び
る
。

口
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
、
断
面
三

角
形

を

呈
す

。

口
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好
で
堅

級

灰
  

色
類
例

は
少

な
い

四 四

2 t 8

天
丼

部
は
平

ら
で

低
い

。

天
丼

部
と

口
縁

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て

段
を

な
す

。

□
縁

端
部

は
下

方
に
短

く
屈

曲
し
、
や

や
丸

く
お

さ

め
る
。

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後
ヘ

ラ
削

り

を
施

す
も
の

と
、
仕
上

げ
ナ
デ
調

整
す

る
も
の
が

あ
り
、

ヘ
ラ
切

り

の
ま
ま
の

も
の

も
見

ら
れ

る
。

砂
粒

を
合

む

良
好

で
堅

級

淡
灰

色

な
い

し

暗
灰

色



Ｉ Ｉ 伽 ω ｌ ｌ

種
類

器
 

種
図

版
No

土
器

NQ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

□
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

四 四

9
天
丼

部
は
高

い
。

□
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
、
丸

く
お

さ
め

る

口
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ

調

整
。

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好

で
堅

緻

淡
灰

色
類
例

は
少

な
い

。

四 四

1
非

常
に
偏
平

な
宝
珠
形

の
つ

ま
み
で
あ

る
。

精
  

良
良

好
で

堅

緻

暗
灰

色

杯
 

身
四 四

11 1 13

口
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

高
台

は
小

さ
く
僅
か

に
外
方

に
ふ
ん
ば

る
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕

上
げ

ナ

デ
調

整
。

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好

で
堅

緻

淡
灰

色
11
1ま

口
径

1,
功
 

鰯

暑
諄
霊
42
側

  
 (
〃

)

高
台
径

助
 (
″

)

高
台
高
0勘

12
は

口
径

14
.判
助

(例
0

掛
訴
封
 5
6釘

屁  
 t
〃

)

高
台
径

能
助

 (
〃

)

高
台
高
0勘

四 四

14 t 16

体
部

は
内
弯

し
て

開
く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は

丸
味

を
も
つ

。

高
台

は
体

部
の

直
下

に
付

き
、

小
さ

く
僅

か
に
外

方

に
ふ

ん
ば

る
。

体
部

は
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
。

14
は

底
部

は
糸

切
り
。

精
良

な
い

し
砂
粒

を

少
し
合

む

良
好

で
堅

緻

白
灰

色

な
い

し

暗
灰

色

14
は

高
台

径
 7
伽

高
台

高
 0
6伽

15
は

高
台
径

 7
 4
 c
lp

高
台

高
 0
 5
 c
lp

16
は

高
台
径

髄
肋

(復
原

)

高
台
高
0幼

14
の

底
部
に
は

ス
ス
が

脩
。

四 四

17 18

□
縁

端
部

は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部

は
内

弯
し
て

開
く
。

高
台

は
削

り
出

し
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

高
台

は
削

り
出
し
で
底
翻

な
糸
切
り
。

精
  

良
良

好
で

堅

緻

灰
  

色
18
は

高
台

径
 6
.1
釘

高
台

高
 0
.5
例



― 駕 ―

種
 

類
器
 

種
阻 血

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

四 四

口
縁

部
は
僅

か
に
外
反

し
、
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部

は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
、
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

砂
粒

を
多

く
合
む

良
好

で
堅

緻

灰
 

色

四
２

０ 　

．
　 ２
‐

□
縁

部
は

僅
か

に
外

反
し
、
端

部
は
肥

厚
し
て

丸
く

お
さ
め

る
。

体
部

は
凹

凸
が

激
し

く
内

弯
し
て

開
く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て

稜
を

な
す

。

底
部

は
平

ら
。

口
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

底
部
は
糸
切

り
。

砂
粒

を
少

し
含

む

悪
く
軟

質
淡
黄

灰
色

21
は

□
径

 1
5。

1働

器
高

  
4 
7 
cl
l

皿
四 四

２
２ 　 ・ 　 ２
３

□
縁

端
部

は
肥
厚

す
る

も
の

と
、
単

に
丸

く
お

さ
め

る
も
の
が

あ
る
。

体
部
は
短

く
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す
。

底
部

は
平

ら
。

□
縁

部
、

体
部

内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕

上
げ

ナ

デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合
む

良
好

で
堅

級

灰
  

色

士 笠
四 四

24
口
縁

部
は
「

く
」
字
形
に
屈

曲
し
て
開

く
。

肩
部

は
張

り
、
凹
線
を
巡

ら
す

。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整
。

小
石

を
少

し
含

む

良
好
で
堅

緻

暗
灰

色

四 四

２
５ 　 。 　 ２
６

体
部
は
内
弯

し
丸

味
を

も
つ
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸

味
を

も
つ

。

高
台

は
体

部
の
直
下

に
付

き
大

き
く
外
方

に
ふ
ん
ば

る
も
の

と
、
垂
直

に
立

つ
も
の
が

あ
る
。

体
部

は
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

に
横

ナ
デ

調

整
。

小
石
・

砂

粒
を
多

く

含
む

良
好
で
堅

緻

灰
  

色
25
は

高
台

径
 7
 2
 c
lm

高
台

高
 0
 5
 c
lm

釉 器

緑 陶

娩
四 五

日
縁

部
は
短

く
外

反
し
、
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部

は
内
弯

し
て
開

く
。

高
台

は
削

り
出

し
。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

高
台

は
削

り
出

し
で
、
底

部
は
糸

切
り
。

精
 

良
良

好
で

堅

緻

胎
土

は

灰
  

色

釉
は

淡
緑

色

小
型

の
婉

で
あ

る
。

皿
四 五

閉 を ３０

口
縁

部
は

屈
曲

し
短

く
外

反
し
、
端

部
は

丸
く
お

さ

め
る
。

体
部

は
内
弯

気
味

に
大

き
く
開

く
。

高
台

は
削

り
出

し
で

、
底

部
は

凹
む

。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

高
台

は
削

り
出

し
。

精
 
 

良
良

好
で
堅

緻

胎
土

は

暗
灰

色

釉
は

淡
緑

色

28
は

口
径
 1
42
伽

器
高
  
2.
6働

高
台
径
 7
釦



Ｉ Ｉ い り Ｉ Ｉ

種
類

器
種

阻 �
鍔 ｈ

形
態

の
特

徴
手

法
の

特
徴

胎
  

土
院

 
成

色
  

調
法

量
備

考

高
台
高
 0
7働

四 五

31 32

高
台

は
削

り
出

し
で

、
底

部
は
凹
む

も
の

も
あ

る
。

高
台

は
削

り
出

し
で
底

部
は
糸
切

り
。′

精
  

良
悪

く
軟

質
胎

土
は

淡
黄

灰
色

釉
は

淡
緑

色

31
は

高
台
径
 6
2働

高
台
高
 0
5釦

土
師

器
蓋

四 五

天
丼

部
か

ら
口
縁

部
に
ゆ

る
や

か
に
の

び
る
。

□
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
丸

く
お

さ
め

る
。

天
丼

部
外

面
と
内
面

に
格
子

状
の

暗
紋

が
あ

る
。

口
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

精
 
 

良
や

や
良

く

硬
質

淡
褐

灰
色

婉
四 五

□
縁

部
は
短

く
外
反

し
、
端

部
は
や
や
肥

厚
し
て
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
凹
凸
が
激

し
く
内
弯

し
て
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
丸

味
を

も
つ

。

高
台

は
や
や
高

く
垂
直

に
立

つ
。

口
縁

部
、

体
部

内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
仕

上
げ

ナ
デ

調
整

。

精
 

良
や

や
良

く

硬
質

淡
黄

褐
色

回
径
 1
44
働

器
高
  
39
働

高
台

径
 6
8働

高
台

高
 0
8働

全
体

的
に
不

整
形

。

四 五

３
５ １ ３
８

□
縁
端

部
は

内
側

に
肥
厚

す
る

も
の

と
、
尖

る
も
の

が
あ

る
。

体
部
は
内
弯

し
て
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
丸

味
を

も
つ
。

底
部
は
や
や
丸

味
を
残
す

も
の

と
、
平

ら
な

も
の
が

あ
る
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
削

り
調

整
。

精
  

良
や

や
良

く

硬
質

淡
黄

褐
色

BP
 5

種
 

類
器
 

種
断 血

土
器

No
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
鉄
鉢
形

四 五

口
縁
端

部
は

内
傾

す
る
面

を
作

り
、
体

部
は
大

き
く

内
弯
す

る
。

体
部
、

口
縁

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
合

み
粗

い

や
や

良
く

硬
質

淡
灰

色
量

は
非

常
に
少

な
い
。



種
 

類
器
 

種
離 血

器 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

土
師

器
娩

四 五

1
口
縁

部
は
直
線

的
に
伸

び
、
端

部
は
や
や
肥

厚
す

る
。

体
部
は

内
弯

し
て

開
く
。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

精
  

良
や

や
良

く

硬
質

淡
黄

褐
色

四 五

口
縁

部
は
外

反
し
端

部
は
上
方

に
つ

ま
み
上

げ
丸

く

お
さ
め
て

、
内
側

に
凹
線

を
巡

ら
す

。

体
部
は

内
弯
気

味
に
開

く
。

休
部
内
面

は
暗
紋

を
密

に
施

す
。

口
縁

部
、
休

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

精
  

良
や

や
良

く

硬
質

淡
黄

褐
色

Ｉ Ｉ ｍ ω Ｉ Ｉ

BP
 6

種
 

類
器
 

種
醜 血

齢 ｍ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
ネ
 

蓋
四 五

2 3

天
丼

部
と

口
縁

部
の
境

界
は
僅

か
に
屈
曲

し
、
端

部

は
下
方

に
短

か
く
屈

曲
す

る
。

□
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

暗
灰

色

な
い

し

淡
灰

色

四 五

1
天
丼

部
の

中
央

に
非

常
に
扁
平

な
宝
珠
形

の
つ

ま
み

が
付

く
。

砂
粒

を
多

く
含

む

や
や

良
く

硬
質

灰
  

色

郭
 

身
四 五

4
体

部
は

内
弯

し
て
開

く
。

高
台

は
体

部
の
直
下

に
付

く
。

高
台

は
小

さ
く
外
方

に
ふ

ん
ば

る
。

体
部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

小
石
・

砂

粒
を

多
く

合
む

良
好
で

堅

緻

灰
  

色

高
 

郭
四 五

郭
部
は
水
平

に
伸

び
、

口
縁
端

部
は
斜
上
方

に
短

く

屈
曲
す

る
。

脚
部
は
筒

部
が
長

く
屈

曲
し
て
開

き
高

い
。

郭
部
、
脚

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ

デ
調

整
。

小
石
・

砂

粒
を
少

し

合
む

や
や

良
く

硬
質

淡
灰

色
類

例
は

少
な

い
。

土
師

器
婉

四 五

口
縁

部
は
外

反
し
端

部
は
上

方
に
つ

ま
み
上

げ
て
丸

く
お

さ
め

、
内
面

に
凹
線

を
巡

ら
せ

る
。

体
部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
や
や

屈
曲
す

る
。

体
部
内
面

に
暗
紋

を
粗

く
施

す
。

体
部
、

口
縁

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

精
 

良
や
や
良

く

硬
質

淡
赤

褐
色

7は 口
径

20
,7
帥

q効
⊃

群
辞
覇
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肋
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種
 

類
器
 

種
船 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

甕
四 五

□
縁

部
は
外
反

し
て
開

き
、
端

部
憾
上
方

に
つ

ま
み

上
げ

る
。

体
部
は
あ

ま
り
膨

ら
ま
な

い
。

口
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ

調

整
。

砂
粒

を
少

し
含

む

や
や
良

く

硬
質

淡
灰

褐
色

石
 

器
ナ

イ
フ

四 五

胴
張

り
の
二

等
辺
三

角
形

を
呈

し
、
短
辺

と
長
辺

の

一
方

に
刃

部
を

も
つ

。
石

質
は
、
淡
緑

青
色

の
チ

ヤ

ー
ト
で

あ
る
。

押
圧

剥
離

で
、

刃
部

を
作

っ
て

い

る
。

土
師

器
皿

四 五

7 8

口
縁

部
は
外
反

し
、
端

部
は
上
方

に
つ

ま
み
上

げ
て

丸
く
お

さ
め
、

内
面

に
凹
線

を
巡

ら
せ

る
。

体
部
は
直

線
的

に
開

き
短

い
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
す

る
。

底
部
は
丸

味
を

も
っ
て
膨

ら
む

。

体
部
内
面

に
暗
紋

を
粗

く
施

す
も

の
と
施

さ
な
い

も
の
が

あ
る
。

体
部

、
□
縁

部
の

内
外

面
は
共

に

横
ナ
デ
調

整
。

底
部
は
ヘ

ラ
削

り
調

整
。

精
  

良
や
や
良

く

硬
質

淡
赤

褐
色

― 駕 ―
BP
 9

種
 

類
器
 

種
醜 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

蓋
四 六

1 2

天
丼

部
は
平

ら
で

、
中
央

に
扁

平
で

中
高

の
宝
珠
形

の
つ

ま
み
が
付

く
。

天
丼

部
と
口
縁

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
段

を
な

し
、

回
縁

部
は
短

く
下
方

に
屈

曲
さ
せ

、
端

部
を
丸

く
お

さ
め

る
も
の

も
あ

る
。

□
縁

部
、

内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ

調
整
。

天
丼

部
外

面
は
ヘ

ラ
切

り
後
横

ナ

デ
調
整

。

天
丼

部
内
面

は
仕

上
げ

ナ
デ
調
整

。

砂
粒

を
少

し
含

む

良
好

で
堅

緻

淡
灰

色
2は 回
径
 1
5伽

器
高

 3
.3
c1
2



BP
 1
6

種
 

類
器
 

種
図

版
Nd

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

身
四 六

1
口
縁

部
は
外
反

し
、
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は

内
弯

気
味

に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸

味
を

も
つ

。

底
部
は
丸

味
を

も
つ
。

□
縁

部
、

体
部

内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
未

調
整

。

砂
粒

を
多

く
含

む

悪
く
軟

質
淡

灰
白
色

口
径

13
,7
伽

観

零
薪
雪
 3
遇
読

  
(〃

)

BP
 1
8

種
 

類
器
 

種
跡 血

齢 ｈ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

土
師

器
賓

四 エ ハ

□
縁

部
は
短

く
直
線

的
に
伸

び
、
端

部
は
外
反

し
丸

く
お

さ
め

る
。

口
縁

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

細
砂
を
多

く
合
む

や
や

良
く

硬
質

淡
黄

褐
色

Ｉ Ｉ ９ ∞ Ｉ Ｉ

PBP
 1
9

種
 

類
器
 

種
脱 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
亦
 

蓋
四 二 ハ

1
天
丼

部
と
□
縁

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
段

を
な

し
、

口
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
す

る
。

回
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

精
  

良
良

好
で
堅

緻

灰
  

色

種
 

類
器
 

種
醜 血

齢 ｍ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
 
 

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
士 電

四 エ ハ

ユ
高

台
の
み
で

、
外
方

に
大

き
く
ふ
ん

ば
っ
た
高

い
高

台
で

、
端

部
内
側

で
接
地

す
る
。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好

で
堅

級

暗
灰

色
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P
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P種
 

類
器
 

種
阻 血

土
器

Na
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯
 

身
四 土 ハ

1
□
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
や

や
内
弯
気

味
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
す

る
。

高
台

は
体

部
の
直
下

に
付

き
非

常
に
小

さ
い
。

□
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好
で
堅

緻

淡
灰

茶
色

自
然

釉
が

付
着

。

種
 

類
器
 

種
脱 �

燃 ｍ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

上
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
風
字
硯

四 六

1
残

存
部
は
方

形
で

、
上

面
に
断
面

台
形

状
の
外
堤

を

貼
り
付

け
る
。
下

面
に
は

、
断
面
方
形

で
柱

状
で
外

方
に
屈

曲
さ
せ

、
獣
足

風
に
仕
上

げ
た
脚

が
二

つ
付

く
。

全
体

は
仕
上

げ
ナ
デ
調
整

し
、
上

面
の
外
提

は
ヘ

ラ
削

り
。

脚
は
ヘ

ラ
削

り
。

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好
で
堅

緻

暗
灰

色
確

実
に
風
字
硯

と
思

わ
れ

る
の
は
、
本

品
の
み
で

あ

る
。
黒

色
の

自
然
釉

が
付

着
。

種
 

類
器
 

種
脱 血

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

蓋
四 土 ハ

1
天
丼

部
は
や

や
高

い
。

天
丼

部
と
口
縁

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
段

を
な
す

。

口
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
丸

く
お

さ
め

る
。

口
縁

部
は

内
外
面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好

で
堅

緻

灰
  

色

釉 器

緑 陶

皿
四 と ハ

□
縁

部
は
僅

か
に
外

反
じ
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部

は
内

弯
し
て

開
く
。

□
縁

部
、

体
部

内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好

で
堅

級

胎
土

は

灰
  

色

釉
は

緑
灰

色
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P

１ ３ １

種
類

器
種

脱 血
齢 血

形
態

の
特

徴
手

法
の

特
徴

胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
イ
 

蓋
四 エ ハ

l
天
丼

部
と
口
縁

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
段

を
な
す
。

□
縁

部
は
下

方
に
短

く
屈

曲
し
丸

く
お

さ
め

る
。

口
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好
で
堅

緻

淡
灰

色

種
 

類
器
 

種
醜 血

土
器

Nt
l

形
態

の
特

徴
手

法
の

特
徴

胎
 

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯
 

蓋
四 エ ハ

1
天
丼

部
と
口
縁

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
段

を
な
す

。

口
縁
端

部
は
下
方

に
非

常
に
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後
、
横

ナ
デ

調
整

。

□
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好

で
堅

緻

淡
灰

色

杯
 

身
四 工 （

口
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は

内
弯

し
て
開

く
。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好

で
堅

緻

暗
灰

色

種
類

器
 

種
醜 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

身
四 上 ハ

1
体

部
は

内
弯

し
て
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

高
台

は
小

さ
く
垂
直

に
立

つ
。

体
部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
(

砂
粒

を
多

く
含

む

や
や

良
く

硬
質

淡
灰

色



P 
82

種
 

類
器
 

種
船 �

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯
 

蓋
四 六

1
口
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
丸

く
お

さ
め

る
。

□
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

精
 

良
良

好
で
堅

級

淡
灰

色

杯
 

身
四 上 ハ

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

高
台

は
小

さ
く
垂

直
に
立

つ
。

休
部

は
内
外
面

共
に
横

ナ
デ
調
整

(

底
部
は
ヘ

ラ
切

り
。

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好

で
堅

緻

灰
 

色
高

台
径

 9
 c
lB

高
台
高
04
伽

フ
イ

ゴ

羽
 

口

四 エ ハ

管
状

で
、

口
部
付

近
は
吹

き
出

し
が

見
ら
れ

る
。

手
づ

く
ね
。

砂
粒

を
合

む

二
次
焼
成

を
う
け
、

も
ろ
い

内
部
は

灰
褐

色

表
面

は

黄
褐

色

口
径
 2
6働

胎
土

に
混

和
材

?と
し
て

モ
ミ
ガ

ラ
を

使
用

し
て

い

る
。

Ｉ Ｉ ω Ｐ ｉ ｌ ・
P 
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種
 

類
器

種
離 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
院

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
外
 

蓋
四 エ ハ

1
や
や

中
高

で
扁
平

な
宝
珠
形

の
つ

ま
み

が
付

く
。

天
丼

部
は
平

ら
。

天
丼

部
は

横
ナ

デ
調

整
。

精
  

良
良

好
で
堅

緻

暗
灰

色

P 
90

種
 

類
器
 

種
脱 血

盤 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

蓋
四 上 ハ

1
天
丼

部
は
平

ら
で
低

い
。

天
丼

部
か

ら
□
縁

部
に
ゆ

る
や

か
に
伸

び
る
。

□
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

、
横

ナ
デ

調
整
。

口
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好

で
堅

級

灰
白

色



P
13
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P
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種
 

類
器
 

種
醜 血

土
器

NQ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯
 

蓋
四 エ ハ

1
天
丼

部
は
や
や
膨

ら
み
、

天
丼

部
と

口
縁

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
段

を
な
す

。

□
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

ヘ
ラ
削

り

調
整

。

口
縁

部
は

内
外
面

共
に
横

ナ
デ
調

整
。

小
石

を
多

く
合

む

良
好

で
堅

級

灰
白

色

杯
 

身
四 六

□
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
丸

味
を

も
っ
て
屈

曲
す

る
。

底
部
は
平

ら
で

あ
る
。

□
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後
仕
上

げ
ナ
デ

調
整
。

砂
粒

を
少

し
合

む

悪
く
軟

質
黄

褐
色

口
径

13
1働

(復
原

)

暑
誦
罰
 3
コ

9π
 (
〃

)

種
類

器
 

種
図

版
No

燃 �
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
外
 

蓋
四 エ ハ

1
天
丼

部
は
や

や
膨

ら
み
、
天
丼

部
と
口
縁

部
の
境
界

は
僅

か
に
屈

曲
し
、

日
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲

す
る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

ヘ
ラ
削

り

調
整

。

□
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ

調

整
。

砂
粒

を
少

し
含

む

良
好

で
堅

級

淡
灰

色

必
 

身
四 エ ハ

2
体

部
と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す
。

高
台

は
小

さ
く
外
方

に
ふ
ん

ば
る
。

体
部

内
外

面
は
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

仕
上

げ
ナ
デ

調
整

。

小
石
・

砂

粒
を

含
む

良
好

で
堅

緻

淡
灰

色



P
15
2

P
16
4

P
16
5

― ｌ ω ω ｌ ｌ

種
 

類
器
 

種
離 ｍ

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

身
四 七

1
高

台
は
小

さ
く
外
方

に
ふ
ん
ば

る
。

底
部
は
ヘ

ラ
切

り
後
横

ナ
デ
調
整
。

砂
粒

を
多

く
合
む

良
好

で
堅

級

灰
  

色
高

台
径
 9
3∽

高
台
高
 0
5∽

土
師

器
杯
 

身
四 七

□
縁

部
は
外

反
し
、
上
方

に
僅
か

に
つ

ま
み
上

げ
、

端
部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
浅

く
大

き
く
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸

味
を

も
つ
。

体
部
内
面

に
暗
紋

を
施

す
。

口
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整
。

底
部
は
ヘ

ラ
削

り
。

砂
粒

を
少

し
含

む

や
や

良
く

硬
質

黄
褐

色

鉄
 

津
四 七

全
面

に
ア

ワ
状

の
吹

き
出

し
が

見
ら
れ

る
。

部
分

的
に
黄
銅
色

に
輝

く

種
 

類
器
 

種
醜 血

鍔 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

蓋
四 七

1 2

天
丼

部
は

低
く
平

ら
で

あ
る
。

天
丼

部
と

口
縁

部
の
境

界
は
僅

か
に
屈

曲
し
、

口
縁

端
部

は
外

下
方

に
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

横
ナ

デ
調

整
。

口
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ

調

整
。

砂
粒

を
合

む

良
好

で
堅

緻

暗
灰

色

種
類

器
 

種
阻 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
考

備

須
恵

器
外
 

身
四 七

1
体

部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
稜

を
な
す

。

底
部
は
平

ら
。

体
部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調
整

底
部
は
糸

切
り
。

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好

で
堅

緻

淡
灰

色



種
 

類
器
 

種
醐 血

齢 ｈ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

身
四 七

体
部

は
内

弯
し
て

開
く
。

高
台

は
ケ

ズ
リ
出

し
高

台
。

体
部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ

調
整

底
部
は
糸

切
り
。

砂
粒

を
少

し
含

む

良
好

で
堅

緻

灰
  

色

釉 器

灰 陶

皿
四 七

体
部
は

内
弯

し
て
大

き
く
開

き
浅

い
。

高
台

は
小

さ
く
や

や
内
弯

し
、
端

面
内
側

で
接
地

す
る
。

体
部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
精
  

良
良

好
で
堅

緻

胎
土

は

灰
白

色

― 黛 ―

P
16
6

P
16
9

種
 

類
器
 

種
醜 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

且 里
備

考

須
恵

器
必
 

蓋
四 七

1
天
丼

部
は
低

く
扁
平

で
、
天
丼

部
か

ら
ゆ

る
や

か
に

口
縁

部
に
伸

び
る
。

□
縁
端

部
は
下

方
に
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後

、
横

ナ
デ

調
整

。

□
縁

部
は
内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
少

し
含
む

良
好

で
堅

緻

灰
  

色

皿
四 七

口
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
短

く
大

き
く
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

口
縁

部
、

体
部

内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

横
ナ

デ
調

整
(

精
  

良
良

好
で
堅

級

暗
灰

色

種
 

類
器

種
図

版
NQ

齢 ｈ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

上
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
ネ
 

蓋
四 七

1 ? 3

天
丼

部
は
平

ら
で

、
天
丼

部
と
□
縁

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
段

を
な
す

。

□
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
丸

く
お

さ
め

る
の

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

、
横

ナ
デ

調
整
。

□
縁

部
は
内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
少

し
含

む

良
好
で
堅

級

灰
  

色



種
類

器
 

種
阻 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

郭
 

身
四 七

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

高
台

は
小

さ
く
垂
直

に
立

つ
。

体
部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
く

底
部
は
ヘ

ラ
切

り
。

砂
粒

を
少

し
含
む

良
好
で
堅

緻

灰
  

色

土
師

器
婉

四 七

体
部
は

内
弯

し
て
開

く
。

口
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め
、

内
側

に
凹
線

を
巡

ら
す

。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整
。

精
  

良
や

や
良

く

硬
質

淡
黄

灰
色

饗
四 七

□
縁

部
は
外
反

し
て
大

き
く
開

き
、
端

部
は
上
方

に

つ
ま
み
上

げ
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
あ

ま
り
膨

ら
ま
な
い
。

□
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

体
部
外

面
は
刷

毛
目
調
整
。

砂
粒

を
少

し
合

む

悪
く
軟
質

黄
灰

色

― ｌ ω 伽 Ｉ Ｉ

P
17
1

P
19
2

種
 

類
器
 

種
醐 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

釉 器

灰 陶

皿
四 七

1
口
縁

部
は
僅

か
に
外

反
し
、
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
直
線

的
に
大

き
く
開

き
、

内
側

に
段

を
な
す
。

□
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ

調
整
。

精
  

良
良

好
で

堅

級

胎
土

は

白
灰

色

釉
は

淡
灰

緑
色

段
皿

で
あ

る
。

種
 

類
器
 

種
脱 ｍ

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯
 

身
四 七

1 2

体
部

と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
じ
稜

を
な
す

。

高
台

は
小

さ
く
垂
直

に
付

く
。

体
部

は
内
外

面
共

に
横

ナ
デ

調
整

c

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

、
仕
上

げ
ナ

デ
調

整
。

砂
粒

を
合

む

良
好

で
堅

緻

淡
灰

色



ｌ ａ ｌ

P
19
9

P
20
6

P
20
8

種
 

類
器
 

種
醜 血

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

釉 器

緑 陶

皿
四 七

1
体

部
は

内
弯

し
て
大

き
く
開

く
。

高
台

は
小

さ
く
垂
直

に
付

く
。

体
部
、
底

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ

デ
調
整

。

精
 

良
悪

く
軟

質
胎

土
は

黄
灰

色

釉
は

淡
灰

緑
色

種
 

類
器
 

種
脱 �

酬 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯

ヽ
蓋

四 七

1
天
丼

部
は
低

く
平

ら
。

天
丼

部
と
口
縁

部
の
境
界

は
屈

曲
し
、

□
縁
端

部
は

下
方

に
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

仕
上

げ
ナ

デ
調

整
。

口
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ

調

整
。

砂
粒

を
少

し
合
む

良
好

で
堅

緻

灰
白

色

種
 

類
器
 

種
醜 血

器 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
然
 

蓋
四 七

1
天
丼

部
は
平

ら
で

、
天
丼

部
と
口
縁

部
は
境
界

は
屈

曲
す

る
が
丸

味
を

も
つ
。

口
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
丸

く
お

さ
め

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

仕
上

げ
ナ

デ
調

整
。

口
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
含

む

良
好

で
堅

緻

灰
白

色
内
面

に
朱
が
付
着

。

土
師

器
養

四 七

口
縁

部
は
屈

曲
し
て
開

き
短

く
、
端

部
は
単

に
丸

く

お
さ
め

る
。

体
部
は
膨

ら
ま
な
い
。

□
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

砂
粒

を
多

く
合

む

や
や

良
く

硬
質

暗
茶

褐
色



種
類

器
 

種
図
版

NQ
鍔 ｍ

形
態

の
特

徴
手

法
の

特
徴

胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

土
 

錘
四 七

3
胴

張
り
の

円
筒
形

で
断
面

は
円
形

で
中
央

に
穴

が
穿

た
れ

て
い

る
。

手
づ

く
ね
。

砂
粒

を
少

し
含

む

悪
く
軟

質
乳

白
色

長
さ
 3
,2
伽

胴
径
 1
5働

量
は
非

常
に
少

な
い

。

P 
20
9

種
類

器
 

種
図

版
Nt
l

齢 ｍ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

蓋
四 七

1
天
丼

部
と
□
縁

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
段

を
な

し
、

□
縁
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後
仕
上

げ
ナ

デ
調
整
。

□
縁

部
は
内
外
面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

や
や

良
く

硬
質

灰
  

色

― 駕 ―
P 
21
3

種
 

類
器
 

種
脱 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
然
 

蓋
四 七

1
天
丼

部
は
平

ら
で

、
天
丼

部
と

□
縁

部
の

境
界

は
屈

曲
し
て

段
を

な
す

。

□
縁

端
部

は
下

方
に
短

く
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後
横

ナ
デ
調

整
。

□
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
含

む

良
好

で
堅

緻

淡
灰

色

P 
27
2

種
 

類
器
 

種
脱 ｍ

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

蓋
四 七

1
天
丼

部
は
平

ら
。

天
丼

部
と
口
縁

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
段

を
な
す

。

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後
横

ナ
デ
調

整
。

精
  

良
良

好
で
堅

級

淡
灰

色



種
 

類
器
 

種
醜 血

齢 血
形

能 い
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

口
縁

端
部

は
下

方
に
短

く
屈

曲
す

る
。

□
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ

調

整
。

― 翻 ―

P
30
8

31
0

P種
 

類
器
 

種
醐 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯
 

蓋
四 八

天
丼

部
は
や
や
丸

味
を

も
つ
。

天
丼

部
と
口
縁

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
段

を
な
す

。

□
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
、
丸

く
お

さ
め

る
(

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後
横

ナ
デ

調

整
。

□
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

精
  

良
良

好
で

堅

級

暗
灰

色

郭
 

身
四 八

体
部

と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

高
台

は
や

や
大

き
く
、
垂
直

に
立

つ
。

体
部

は
内
外

面
に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

仕
上

げ
ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好

で
堅

緻

淡
黄

褐
色

種
 

類
器
 

種
朋 血

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

旦 里
備

考

須
恵

器
ネ
 

蓋
四 ノ`

天
丼

部
と
□
縁

部
の
境

は
屈

曲
し
て
段

を
な
す

。

口
縁

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
丸

く
お

さ
め

る
。

口
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調

整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好

で
堅

級

暗
灰

色
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種
 

類
器
 

種
覗 血

器 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

土
師

器
奏

四 八

1
口
縁

部
は
単

に
R」

字
形
に
外
反

さ
せ

、
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
膨

ら
ま
な
い
。

□
縁

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

体
部

内
外
面

は
部
分

的
に
ヘ

ラ
磨

き
を
施

す
。

砂
粒

を
多

く
合

む

や
や

良
く

硬
質

暗
茶

褐
色

Ｉ Ｉ ω Ｏ ｌ ｌ
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種
 

類
器
 

種
図

版
Nd

土
器

Nt
x

形
態

の
特

徴
手

法
の

特
徴

胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

旦 皇
備

考

須
恵

器
郭
 

蓋
四 八

1 2

天
丼

部
は
平

ら
。

天
丼

部
と
口
縁

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
段

を
な
す
。

□
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
、
丸

く
お

さ
め

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

、
仕

上
げ

ナ
デ

調
整

。

□
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ

調

整
。

砂
粒

を
合

む

良
好

で
堅

緻

暗
灰

色
2は □
径

 1
4_
7 
cl
B

器
高
  
27
働

P 
33
0

種
 

類
器
 

種
醐 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

身
四 八

1
口
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

高
台

は
休

部
の
直
下

に
付

き
小

さ
い
。

□
縁

部
、

体
部

内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
。

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好

で
堅

緻

茶
灰

色
口
径
 1
12
側

器
高
  
3.
8働

高
台
径
 8
3釦

高
台
高

 0
.3
 c
lE

皿
四 ノ(

2
□
縁

部
は
短

く
外

反
し
、
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部

は
短

く
直

線
的

に
開

く
。

口
縁

部
、

体
部

内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕

上
げ

ナ

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好

で
堅

級

灰
白

色
□
径

 1
 5
 8
 c
lp

器
高
  
23
伽



種
類

器
 

種
図

版
Nt
x

盤 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

体
部

と
底

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

底
部
は
平

ら
。

デ
調

整
。

Ｉ Ｉ Ｎ Ｏ Ｉ Ｉ
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2

種
 

類
器
 

種
脱 血

器 ｍ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郭
 

蓋
四 ノ
(

1
天
丼

部
と
口
縁

部
の
境

界
は
屈

曲
し
て
段

を
な
す
。

口
縁

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
、
丸

く
お

さ
め

る
。

□
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
少

し
含

む

良
好

で
堅

級

淡
灰

色

杯
 

身
四 ノ
(

2
体

部
と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す
。

底
部
は
平

ら
。

砂
粒

を
多

く
合

む

や
や

良
く

硬
質

明
黄

褐
色

種
 

類
器
 

種
阻 血

土
器

NQ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯
 

身
四 八

1
□
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸

味
を

も
つ
。

底
部
は
平

ら
。

□
縁

部
、

体
部

内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
切

り
後

仕
上

げ
ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
多

く
含

む

悪
く
軟

質
灰

白
色

□
径
 1
3.
2伽

器
高
  
32
働

皿
四 ノ
(

□
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部

は
僅

か
に
内
弯

し
て
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す
。

口
縁

部
、
体

部
内
外
面

は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

底
部
は
ヘ

ラ
切

り
。

砂
粒

を
多

く
合
む

悪
く
軟

質
灰

白
色
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種
 

類
器
 

種
阻 血

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
芥
 

蓋
四 八

1 1 3

天
丼

部
は
平

ら
。

天
丼

部
と
口
縁

部
の
境
界

は
屈

曲
し
、
や
や
段

を
な

す
。

□
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
丸

く
お

さ
め

る
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
切

り
後

横
ナ
デ

調

整
。

□
縁

部
は

内
外

面
共

に
横

ナ
デ

調

整
。

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好
で
堅

緻

淡
灰

色

杯
 

身
四 八

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸

味
を

も
っ
て
屈

曲
す

る
。

高
台

は
小

さ
く
垂
直

に
立

つ
。

体
部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

底
部
は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕
上

げ
ナ

デ
調
整

。

砂
粒

を
少

し
合

む

良
好
で
堅

級

暗
灰

色
高
台
径

 8
.6
 c
lB

高
台
高
 0
7師

P 
38
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種
 

類
器
 

種
離 �

鍔 ｍ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
 
 

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
杯
 

蓋
四 ノ
(

l
天
丼

部
は
平

ら
。

天
丼

部
と
□
縁

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
段

を
な
す
。

□
縁

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
丸

く
お

さ
め

る
。

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後

に
ヘ

ラ
削

り
。

□
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

小
石
・

砂

粒
を

少
し

含
む

良
好

で
堅

緻

暗
灰

色

杯
 

身
四 八

口
縁
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

る
。

体
部
は
僅

か
に
外
反

し
て
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
し
て
稜

を
な
す

。

□
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ

調
整

。

小
石
・

砂

粒
を

少
し

含
む

や
や

良
く

硬
質

茶
灰

色

四 ノ
(

口
縁

部
は
や
や
外
反

し
、
端

部
は
単

に
丸

く
お

さ
め

体
部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
屈

曲
し
稜

を
な
す
。

高
台

は
小

さ
く
、
外
方

に
ふ

ん
ぼ

る
。

底
部
は
や
や
膨

ら
む
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整

。

底
部
は

ヘ
ラ
切

り
後

仕
上

げ
ナ
デ

調
整

。

砂
粒

を
多

く
含

む

良
好
で
堅

緻

灰
  

色
口
径
 1
4釦

器
高
 3
.7
9

高
台

径
98
師

高
台

高
0.
5伽

土
師

器
蓋

四 ノ
(

4
天
丼

部
は
扁
平

で
、

中
央

に
は
非

常
に
扁
平

な
つ

ま

み
が
付

く
。

天
丼

部
と
口
縁

部
の
境
界

は
僅

か
に
屈

曲
す

る
。

天
丼

部
は

つ
ま
み

を
中
心

に
8回

に
わ

た
っ
て

密
に
暗

紋
を

施
す

。

天
丼

部
内
面

に
は

密
に
螺

旋
状

に

精
 

良
良

く
硬

質
淡

赤
褐

色
口
径
 1
67
働

器
高
  
24
師

類
例

は
少

な
い



Ｉ Ｉ ミ Ю Ｉ Ｉ

種
類

器
 

種
醜 血

齢 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎

 
土

焼
 

成
色
  

調
法

畳
備

考

□
縁
端

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
す

る
。

暗
紋

を
施

す
。

天
丼

部
、

口
縁

部
内
外

面
は

横
ナ

デ
調

整
。

皿
四 ノ
(

5
□
縁

部
は
僅

か
に
外
反

し
端

部
は
上
方

に
つ

ま
み
上

げ
丸

く
お

さ
め
、

内
側

に
凹
線

を
巡

ら
せ

る
。

体
部
は
外

弯
し
て
開

き
は
大

き
い
。

体
部

と
底

部
の
境
界

は
丸

味
を

も
つ
。

底
部
は
平

ら
。

体
部

内
面

に
や

や
粗

ら
く
暗

紋
を

施
す

。

体
部

、
□
縁

部
内
外

面
は

横
ナ
デ

調
整

。

底
部

は
ヘ

ラ
削

り
。

精
  

良
良

く
硬

質
淡
黄

褐
色

□
径

 1
 3
 8
cl
B

器
高
  
2.
4動

小
型

の
皿

で
あ

る
。

婉
四 ノ
(

6
□
縁

部
は
僅

か
に
外
反

し
、
端

部
を
上
方

に
つ

ま
み

上
げ

る
。

体
部
は
直
線

的
に
開

く
。

体
部

と
底

部
の
境

界
は
丸

味
を

も
つ
。

底
部
は
平

ら
。

体
部
内
面

に
暗
紋

を
施

す
。

体
部
、

□
縁

部
内
外

面
は
横

ナ
デ

調
整

。

底
部
は

ヘ
ラ
削

り
。

精
  

良
良

く
硬

質
淡
黄

褐
色

□
径
 1
93
働

器
高

  
3 
8 
cl
l

太
型

の
婉

で
あ

る
。

土
師

器
甕

四 八

7
口
縁

部
は
「

く
」
字
形

に
屈

曲
し
て
開

き
、
端

部
は

肥
厚

し
上

方
に
つ

ま
み
上

げ
る
。

体
部
は
あ

ま
り
膨

ら
ま
な

い
。

白
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
多

く
含

む

悪
く
軟

質
明
黄

褐
色

P 
39
2

種
 

類
器
 

種
離 ｈ

燃 血
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼
  

成
色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
鎌

四 ノ＼

1
口
縁

部
は
や
や
外
反

し
、
端

部
は
肥
厚

し
内
傾
す

る

面
を
作

る
。

体
部
は

内
弯

し
て
大

き
く
開

く
。

口
縁

部
、
体

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調
整
。

小
石
・

砂

粒
を
多

く

合
む

や
や

良
く

硬
質

淡
灰

色
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第
1土

器
溜

り

種
 

類
器
 

種
図
版

Nt
x

鍔 ｍ
形

態
の

特
徴

手
法

の
特

徴
胎
  

土
焼

 
成

色
  

調
法

量
備

考

須
恵

器
郊
 

蓋
四 九

1 t 5

天
丼

部
は
平

ら
で

、
天
丼

部
の

中
央

に
や
や

中
高

の

宝
珠
形

の
つ

ま
み

が
付

く
。

天
丼

部
と
口
縁

部
の
境
界

は
や
や
屈

曲
す

る
。

□
縁

部
は
下
方

に
短

く
屈

曲
し
、
端

部
は
下
方

に
突

出
す

る
。

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後

に
仕
上

げ

ナ
デ
調
整

。

□
縁

部
内
外

面
は
共

に
横

ナ
デ
調

整
。

砂
粒

を
合

む

良
好

で
堅

緻

淡
灰

色

か
ら

灰
  

色

1は □
径
 1
18
伽

器
高
  
24
伽

4は 口
径
 1
55
働

器
高
  
33
伽

四 九

6 7

天
丼

部
は
や

や
高

く
平

ら
で

、
天
丼

部
と

口
縁

部
の

境
界

は
屈

曲
し
て

段
を

な
す

。

口
縁

端
部

は
下

方
に
短

く
屈

曲
し
、

丸
く
お

さ
め

る

天
丼

部
は
ヘ

ラ
切

り
後

ヘ
ラ
削

り

調
整
。

口
縁

部
内
外

面
は
横

ナ
デ
調
整
。

砂
粒

を
多

く
合

む

良
好
で
堅

ng
l

灰
  

色

郭
 

身
四 九

8 16 20 21

□
縁

部
は
外
反

す
る

も
の

も
あ

る
。

□
縁
端

部
は
単

に
丸

く
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第 5章 考 察

1.

1 2間× 5間(?)の掘立柱建物 について

今回の調査で検出 した掘立柱建物跡等各種遺構が 8世紀から10世紀にかけて、 I期からV期の

増改築、建替えが認められ、それが出土遺物の編年観 と一致することは、すでに、遺構、遺物の

項 を通 して述べてきた。その過程で、 8世紀後半から9世紀前半 までの間に入ると考えられる I

期からⅢ期までは、 2間 × 2間の建物 と2間 × 5間かと考えられる建物 との 2種類から構成され、

Ⅳ期・ V期 に入ると、増改築、建替えは 2間 × 3間の建物に変化する。このうち、 2間× 2間の

建物や 2間 × 3間の建物では、各一本ずつの束柱 を持ち、倉庫跡 と考えるのが妥当であろう。ま

た、これらの建物については、次の項で、若千触れておいたので、ここでは省略する。ここでは、

残る2間 × 5間になるかと考えられる3棟の建物について、触れておきたい。この建物は、いず

れもD地区に分布 し、調査範囲内では I期及びⅢ期のものを検出している。この建物は 2間×2

間あるいは 2間 × 3間の建物が、いずれも束柱 を持ち、床面積が15∬ 前後と非常に小規模であるの

に対 し、東柱 を持たず、床面積 も70∬近 くに達するものと考えられる大規模な建物 となっている。

これが、倉庫以外のものであるのか否かについては今回の調査では明らかにし得なかったが、廂

を持たず、他の倉庫群 と軸線を一つにし、 3棟のうち、 I期の一棟 (D3)が H期の 2間 × 2間

(D2)の建物によって建替えられている可能性が考えられる事等から、やはりこれも倉 と考え

た方が妥当のように思われる。同様の建物 を倉庫 としている例は、上野国佐位郡衡遺跡 と推定さ

れている群馬県十三宝塚遺縣堆 見られる。ここでは13棟の建物 (三面廂付の建物 を除 く)が検出

されている。 8世紀末乃至 9世紀初頭から10世紀中頃までの間で改築されたものをも含むが、こ

のうち、 2間 × 3間のもの10棟、 2間 ×4間のものが 3棟ある。これらは、台形区画の外側南東

部の一画に大半が分布 し、いずれも倉庫跡 と考えられている。これらの倉庫跡には、一様に東柱

がない。床面積は 2間 × 3間のものが17.3ぜ～52.2m2、 2間 ×4間のものは30。 24∬～47.56m2で

ある。床面積に関 しては、弘川遺体のものより小規模であるが、東柱を持たない点、また、長対

広の比がほぼ近似 し、相似するプランを取る点等類似 している。

それならば、こうした倉庫がどのような構造のものであるのか。比較検討 し得 る点は、その平

面形及び規模で、この点に関 して、構造別に倉規模 を記 した 2～ 3の 史料がある。その一つの和
②

泉監正税帳では、板倉 とされるものが20。 6∬～48.3ば の床面積 を持ち、その他、丸木倉が15。 2∬

迫退
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～23.7ド 、屋 とされるものが31.5ド ～79.8∬ 、法倉が 138.8∬の規模 とされている。この中では
③

屋 と呼ばれるものに最 も近ャヽ規模である。また、越中国官倉納穀交替帳によれば、板倉16.3ゴ～
④

123.8ば、屋84.5∬ ～146ば 、西大寺流記資財帳に見る西大寺正倉院の場合、瓦葺板倉28,1∬ ～72

.3だ、桧皮葺板倉25。 9ド ～28。 4だ 、瓦葺甲倉58.3∬ ～70.2だ、桧皮葺甲倉14.9ば～30.3∬ で、越

中国の屋、西大寺正倉院の瓦葺甲倉に近い規模 となる。ただし、西大寺の場合瓦葺 きの倉であり、

弘川遺跡のように瓦葺以外のもの、西大寺で桧皮葺のものでは規模は2分の 1以下 となる。これ

らから見る限り、弘川遺跡の 2間× 5間かと考えられる建物は、これを倉庫的な役割 りを持つも
⑤

のとするなら、屋 と呼ばれる建物に当る。上記の資料は郡倉、郷倉、寺院の正倉の多種であり、

いずれも、板倉、丸木倉、甲倉、法倉 と倉 を付 して呼ばれるのに対 して屋 と呼び、明らかに構造

上相違 を持つものと推察される。この相違は、倉 と呼ばれるものが総柱の建物であって、総柱で

ないものを屋 と呼びならわすことによって生 じたものでなかろうか。その平面形に関 して、和泉

国の屋の場合、長対広が 2.5前後対 1、 あるいは 1対 1、 越中国では3対 1と なる。弘川遺跡の

場合 2.5対 1で、その平面形においても類似 した形態を取ることが知れる。従って、弘川遺跡の

2間 × 5間かと考えられる建物は、倉庫的役割 りを持つ可能性が強 く、それが史料に見る屋に当

るのではないかと考えられるのである。後述するが、 2間× 2間の建物が、和泉国監正税帳に見

る丸木倉 と呼ばれるものに、その規模、平面形が一致 しており、 2間× 5間の束柱のない建物 を、

屋に比定するのもあながち無理ではないように思われる。

� 遺構の軸線方位について

弘川遺跡の 5回 にわたる増改築、建替えの各期の建物群の軸線方位は、南北軸で次の様に変化

する。

I期一 N6° E、 H期一 N7° 30′ E、 HItt N ll° ～12° E、 Ⅳ期 N13° E、 v tt N 20° ～21° E

各期は、 I期 が 8世紀後半、I期 が 8世紀末、Ⅲ期が 9世紀前半、Ⅳ期が 9世紀後半、V期が

10世紀に比定でき、従って、軸線方位は時期が新 らしくなるにつれ、北に対 して東へふれる角度

が大 きくなることが知れる。この軸線方位が何によって決定されているのかは判然 としないが、

高島北郡の物資や北陸、若狭地方からの物資を木津から京へ搬送するための管理的役害」りを持つ

官衡遺跡 とされた新旭町美園遺離く は、 7世紀中葉から10世紀にかけての 3群の掘立柱建物が確

認され、第 1群 (7世紀中葉)が N45° W、 第 2群 (8世紀後葉)が N29° W、 第 3群 (9世紀～

10世紀)が N8° Eの軸線方位を持つ とされた。この場合、時期が新 しくなるにつれ、順次、北に

対 して東へ傾む く傾向にあり、弘川遺跡 と似ているが、特に、第 3群の建物の軸線方位は、国道

161号線以西で、日爪集落から今津町 との境 までの条里遺構の方位 と一致するといわれ、少なく

とも第 3群の建物が条里制に制約された方位の取 り方 をしていることが知れる。 しかし、弘川遺
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跡の場合、周辺には、条里制遺構は顕著でなく、また、美園遺跡の第 3群建物の 9世紀から10世

紀の時期は、およそ、弘川遺跡のⅣ期からV期 に当ると考えられ、弘川遺跡の建物が、さらに、

5度から13度東へ片寄った方位 を取っていることになる。弘川遺跡や美園遺跡のように、時期の

新 しくなるにつれて、順次、軸線方位を東へ片寄せる例は、郡衡関係について見ると、奈良時代

から平安時代にかけての駿河国志太郡衡 と考えられている静岡県御子ヶ谷遺訣く は、 I期 とH期

の建物群が考えられている。 ともに北に対 して西に片寄った軸線を持つが、H期の建物群が I期

のものより磁北に近かくなっている。 しか し、筑後国御原郡衡 とされる福岡県小郡遺離く は、 7

世糸己末から8世紀にかけて I～ Ⅲ期の建物群が検出されているが、 I期がN16° W、 H期がN45°

E、 Ⅲ期がN― Sに 方位 を持ち、時期差による一定方向への軸線の移動は認められない。また、

上野国佐位郡衝 とされる群馬県十二宝塚遺縣4は 、12棟の倉庫群のうち、先行する8棟はN14°

～21° E、  後述の 4棟はN■°～17° Eで、全体的に新 しい方がやや西へ片向 くが、ほとんど、改

築は以前の建物の方位を踏襲 しているといってよい状態である。備後国二次郡衡 とされる広島県
⑩

下本谷遺跡においても、奈良時代後半から平安時代初期の間で I期からⅣ期の建物群の変遷が考

えられており、いずれも、北に対 して東へ片寄る軸線方位を持つ。 しかし、順次北に対する東ヘ

の傾向きが大 きくなるというわけではなく、各期 とも近似 した方位にあり、しかも、同時期の中

でも2度から9度の開きが生 じている。

このように、十二宝塚遺跡や下本谷遺跡の場合、弘川遺跡の同時期の建物群 と近似 した軸線方位

を持つが、概 して、建物群の軸線方位の決定は、各地域によって差があるといえる。一つには地

形的な制約があり、また、美園遺跡の第 3群の建物のように、条里の施行 との密接な関連 も考え

られる。ただ、ここで一つ注意されることは、十二宝塚遺跡の場合は例外として、同時期の建物群

は同一軸線方位 を持って築造されているとされる点である。たとえば、常陸国新治郡衛とされる

茨木県古郡遺跡では、4群の建物群があり、このうち、東群の倉庫群が北群に対 して先行 して築

造されたであろうことが史料に見る記事 より推察されている。東群は北に対 してやや東へ片寄 り、

北群は磁北に近か くなっている。いずれも、各群 を構成する建物群の方位 を一つにしている。西

群、南群においても例外ではない。弘川遺跡の場合、A地区におけるH期の建物 2棟 (A3-1、

A5-2)を 改築するA3-2及 びA5-1が 、ともに同一軸線方位を持 って建てられてお り、

明らかに同時期の建物の方位は共通することが知れる。

弘川遺跡の各時期の建物の軸線方位の決定については、今後に委ねなければならないが、同一

軸方位結 つ一群の建物が、その規格性の点のみならず、上述のA地区のH期及びⅢ期の建物の

ように、建物の切 り合い関係からの先後関係においても、同時期に築造されたものであろうとす

ることができる。
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2.遺 物

i.土器類の比率

出土遺物の大半は土器類で、それらが I～ V期 に分類、編年することができることは、先に遺

物の項で述べた。それらの種類は須恵器、土師器、緑釉陶器、灰釉陶器、黒色土器である。全期

間を通 じてではあるが、これらの比率 を示すと次の通 りである。

須恵器-81,1%、 土師器-7.9%、 緑釉陶器-9.5%、 灰釉陶器-1,3%、 黒色土器-0.2%、 こ

れで明らかなように、須恵器が圧倒的多数 を占めていることが知れる。次いで、土師器 と緑釉陶

器がほぼ同率で占める。黒色土器、灰釉陶器の占める割合いは極めて低い。黒色土器については、

V期 にのみ現われるものであり、その低率については理解できるが、土師器の占る割合いが極端

に低い点は注意される。土師器 と緑釉陶器 とはほぼ同率であるが、土師器は全期 を通 じて存在 し

ているのに対 し、緑釉陶器は、Ⅳ期以降に出現するのである。このことは、すなわち、土師器の     f

占める割合いは、Ⅳ期以降極めて低 くなること、逆にいえば、土師器にかわり、緑釉陶器が多く

用いられるようになったことを示すものであろう。                         ),

� 器種の比率

まず、須恵器について、器種別の比率 を見ると次の通 りである。なお、壷 と甕に関 しては、大

型、小型を問わず一括 している。

杯-53.3%、 蓋-35%、 皿-7.6%、 壺-3.5%、 甕一o.4%、 鉢-0.2%

このように、杯、蓋、皿の汁器類が95。 9%を 占め、壺、甕等の貯蔵形態のものは極めて低率 と

なっている。花瓶形等の小型の壷類 を除 くと、さらに少なくなる。

次に、土師器について見ると、

皿-53.2%、 筑-14.9%、 蓋-4.3%、 高杯8.5%、 壺14.9%、 甕4.2%。

となり、皿、筑、蓋、高杯の貯蔵、煮沸型態以外のものが80。 9%を 占める。

Ⅳ期以降に現われる緑釉陶器、灰釉陶器、黒色土器は、いずれも、婉、皿の類である。

このように、土器に占める筑、蓋、皿、高杯等の供献用の器種の割合いが全体の90%以上 とな     〔

り、一般集落に見る器種構成 と顕著な相違 を示す。このことは、先 きの須恵器類が全体の81.1%

を占めること、Ⅳ期以降に、施釉陶器が入るに伴い、土師器の占める割合いが極めて低 くなる事      ゛

等 とともに、弘川遺跡の性格 を示す注意すべき点であるといえる。
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� 緑釉陶器について

緑釉陶器は、須恵器に次いで、全体に占める割 り合いが 9.5%と 多いが、その器種は
'宛

と皿の

二形態である。これらの高台部分の形態について、円盤状に削 り出したもの (a種 )、 その中央

を凹めるもの (b種 )、  輪状のものを貼 り付けるもの (c種 )の 3種類が見られる。このうちa

種が全体の43.1%、 b種が36.1%、 c種が 2.3%を 占め、 c種が極めて少なく、 a・ b両種が半

々である。この点について、各地の窯跡出上のもので、京都周辺のものには、 a・ b・ cの各種

があり、滋賀、愛知、岐阜の各県では a種が認められず、 b種少数、 c種が大多数 を占めるとい

①
われる。この点から弘川遺跡のものを見ると、大半は畿内で製作されたものとすることができる。

一方、これらを胎上、焼成から見ると、須恵質の硬質の焼き上 りのものが59。 3%、 灰白色を呈

した胎上で、軟質の上師質のものが40.7%を 占める。このうち、 a種のものは須恵質に限られ、

b種については、高台周辺の凸部の幅が中央の凹みの径の%以上 を占めるもの (b′ 種 )の みが須

恵質である。 c種はない。土師質のものでは、 a種はなく、 b種 とb種の高台の外縁の凸部の幅

が%以下の狭いもの (b″ 種 )と が相半する。胎上が灰白色を呈 し、軟質で、明緑色を発するもの

は愛知、岐阜方面のものといわれ、須恵質で濃緑色を発するものは京都周辺に見られる。このこ

とは緑釉陶器は、畿内のみならず、東海地方からの搬入されていることを示す。全体の 1.3%を

占めるにすぎないが、少数の灰釉陶器が出上 している点からも、このことは首肯できるものと思う。

なお、須恵器類、土師器類についても同様の検討 を加える必要があるが、現段階で窯跡の比定

はむつかしく、今後に期 したい。

3。 弘川遺跡の性格

ic倉院 としての条件

弘川遺跡は、昭和51・ 52両年度にわたる発掘調査によって、饗庭野丘陵の北東端部の台地上に

立地 し、およそ 200m四 方の敷地内に、門を伴 う二条の溝によって区画された範囲内に、整然と

配列された倉庫群 を持つことが明らかになった。このような状況から、当遺跡が一般集落 とは異

なり、いわゆる、郡倉あるいは郷倉である可能性が非常に強いといえる。それでは、倉院として

どのような条件が考えられ、弘川遺跡がその条件 をどの程度満 しているであろうか。

まず、令義解巻第八、倉庫令第十二に次のような規定がある。

九倉。皆於高燥処。置之。側開池渠。 粟放酵堤災著&可
停

去倉五十丈内不得置館合。

すなわち、倉は高燥な地に置き、防火を目的 とした池や渠をめ ぐらせること。館合から50丈以
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上離すこと等を規定 している。

類衆三代格巻十二 正倉官舎事の延暦十年(791年 )の大政官府では、

太政官府

応造倉庫事

右被右大臣宣俗。奉勅。如聞。諸国倉庫大牙相接。縦一倉失火者。百庫共被焚焼。於事商量。

理不合然。今欲改旧倉。恐労百姓。自今以後c新造倉庫。圏相去必須十丈已上。地有寛狭随便

議置。但旧倉。修理之日亦宜改造。

延暦十年二月十二日

とあり、倉庫の間隔を十丈以上あけることを定めている。この官府は、延暦十四年間七月十五 日

及び延暦十四年九月十七日の両太政官府にも生かされている。

次いで、類衆三代格巻十五 易田井公営田事の元慶五年(881年 )二月八日太政官府に、官田獲

稲事 として、

右獲稲之数 自有恒法。然而欲令農民不有俗心。偽減定上田三百廿束中田三百束。又若有営田之

地去倉檎遠。国司随其便宜量建小院。令易出納以省民煩。                      w

とあり、倉が営田之地 より隔絶 している場合は、その便宜に従って小院を建てるよう規定されて

いる。具体的には、類衆三代格巻十五 易田井公営田事 弘仁十四年二月十す 日の大政官謹奏に     よ
1

より太宰府管内に公営田の制が施行された時の

近百姓居。各建小院。所獲之稲除田租納官両色以外。便納此院令易出納。

とあるように、百姓の居に近い所が小院の位置条件 として考えられる。
⑫

以上のことから、およそ倉院の条件 としては、すでに指摘されたところであるが、次の諸点を

あげることができる。

1.百姓の居、従って集落に近い事。

2.集落に内包されず、むしろ集落に対置される事。

3.高燥な地にある事。

4.防火及び排水を目的 とした池渠をめ ぐらしている事。

5.穀物の運搬に便利な地′点にある事。

この他に、倉院ではないが、郡庁院や郡家に関 しては門の記事が見え、また、白河郡家跡 と推
〇

定される福島県関和久遺跡等では、空堀で区画された一画に正倉群 と庁合等が配置されている。      °
r

倉院である以上、門を伴った濠や土塁、塀等で区画されていることも、その立地によっては必要

な条件であろう。これら推考 し得る諸条件に対 し、弘川遺跡が門を持ち、二条の濤によって区画     デ

されていることは、発掘調査の結果明確である。特に外周濤の南面する部分は lm以上の深さを

持ち、「可停水以防火災者也」の条件に符合するものと考えられる。また、饗庭野丘陵裾部に沿
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って東流する今津川は、当遺跡の西側で北流 し、北側で直角に屈折 して再び東流 している。後世

の改修 を考慮にいれなければならないが、今度の調査では、遺跡の北端で旧河道 と思われる砂礫

層があり、当時とさほど流路に変化がなかったと思われる。このことは、今津川が、自然の堀 と

して活用されていた可能性の強い事 を示 している。

遺跡の立地についても、饗庭野丘陵の北束端部の台地上にあり、標高およそ111.5m附近にあっ

て、北方石田川流域に対 して約■m程の比高差がある。山手を立地条件 としていること自体、「高

保処」を意識 していたものといえる。

これらの諸点は、明らかに 3、 4の条件を満 し、官衛風の門を伴 う濠等による一郭 を形成 して

いることがわかる。

「近百姓居。各建小院」については、当遺跡の所在する善積郷が、およそ、後の善積荘域にあ

たると考えられている。善積荘は、善積荘八ヵ村 と呼ばれるように、今津、弘川、南新保、大供、

下弘部、上弘部、商生、南生見の入ヵ村から構成されていたと考えられ、各村は、およそ、現在

の集落 とほぼ同じ位置に比定できる。当遺跡は、東方に今津、南方に大供、北方に弘川、西方に

下弘部の各集落を控え、これら集落に対 して、ほぼ中央に位置する。当遺跡 と重複また、下層の

遺構はなく、明らかに、空隙地が敷地に選定されている。このことで明らかなように、 1.集落

に近か く、 2.集落に対置されている。

以上により、倉院 としての条件 1～ 4を 十分に満 していることが明らかであり、門を伴 う溝で

区画されていて、一層官衡風の遺跡 を思わせるのである。倉院としての条件 5に ついては、次項

で述べる。

� 交通史上の善積郷の位置

古代 における若狭・北陸地方 と京 とを結ぶ交通 は、延喜式巻二十六主税上の次の記載か ら、う

かがい知 ることができる。

北陸道

若狭国陸路。 紹電十 海路。 早砕祭巽雲爾弛豪i少
杢更:填卒山賛懲稟呈十石。

越前国陸路。薬
四海路。獣香F黙堵環弊「指五畿臭肇磁芽聖略―

加賀国陸路。業
四

能 登 国 陸 路 。 文表 海 路 。 翌斬菫覇 畜戸
津機合賃。一略―

越 中 国 陸 路 。 文芙 海 路 。 目具惑 繁揺 f津
船賃。一略一

越 後 国 陸 路 。 票
五 海 路 。 目粟是暮 謎認

瑣 津れ合賃。一略―

佐 渡 国 陸 路 。 票
八 海 路 。 華 輩 電 許詈「

船賃。一略―

すなわち、北陸道に属する諸国のうち、若狭国を除 く6国は比楽湊、加島津、日理湊、蒲原津
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湊、国津の各津よりすべて敦賀津まで海路を取 り、敦賀津より塩津に至 り、再び海路で大津に入

るルー トを取っている。若狭国のみ陸路で勝野津に至 り、海路で大津へ向うルー トである。勝野

津、塩津は、大津→小松→大溝町大字勝野→海原市 (安井川)→今津→海津→剣熊大字野口字国

境→七里半越→敦賀山中→疋田→木芽峠→武生 。福井 と結ないわゆる西近江路に沿 う湖上交通の

諸港である。この 2港の他に、勘仲記治暦元年(1065年 )九 月一 日の大政官符に

一、応停止路次国々津泊等号勝載料割取運上調物事。

近江国 塩津、大浦、木津

若狭国 気山津

越前国 敦賀津 云々

とあって、西近江路に沿って、高島郡内に大浦、木津の港 も見える。木津については、 747年頃
⑭

の平城宮木簡に

(表 )近江国高島木津道守□□万呂

(裏 )自米

とあり、 8世紀中葉 までさかのぼることができる。さらに、1250年頃の作品とされる源平盛衰記

には今津の地名が初見され、若狭、北陸地方 と京を結ぶ交通は、敦賀津より近江国高島郡に入る

と、大浦、塩津、今津、木津、勝野津等の諸港より湖上交通を利用 し大津に至ったことが知れる。

これら諸港は延喜式に見る通 り、越前・加賀 。能登・越中・越後・佐渡の諸国は大浦、塩津を利

用 し、若狭国は今津、木津、勝野津に出るルー トを用いたものと考えられる。これは明らかに地

理的要因に基 くものであるが、ここでは、取 りあえず、若狭小浜 と西近江路の諸港 を結ぶルー ト

が問題になる。現在、若狭 と近江を結ぶ主要ルー トは、若狭小浜 と近江今津とを結ぶ九里半道、

いわゆる若狭街道がある。これは、小浜→若狭熊川→上大杉村→追分→今津の里程である。 しか

し、延喜式による勝野津は現在の高島町勝野附近に当り、ここに至るには、追分より上古賀→下

古賀→南古賀→大溝のルー トが考えられる。また、木津へは、やイよ`り追分 よりやや南寄 りに旧饗

庭村を通 るルー トがある。いずれも、若狭小浜から追分までは地形が急峻で、そのルー トは古代

より変化ないものと考えられ、各津に至る最短距離 という′点で考え得るルー トである。また、追

分 という地名も、街道の分岐′点を言い表わすのにお、さわしい。このように、追分 より三港に至る

3ルー トが考えられるが、このうち木津ルー トについて、饗庭野台地の奥深 く立地する奈良時代

末～平安時代の須恵器の散布地である枯木台遺跡の存在がこのルー トとからませて解され、また、

7世紀中葉～10世紀の掘立柱建物群が検出された新旭町美園遺跡を「高島郡北半分の物資、および
⑮

若狭からの物資を集結 し、船積みするまでの保管、管理の役割 りを持つ機関」と解 し、木津に対す

る高島郡衡の出先機関 とするところから、はや くから存在するルー トと考えられている。一方、

今津は源平盛衰記で初見すること、木(古 )津 に対する今津 とみること等から、今津は木津に対 し
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てかなり新 しく考えられている。また、今津の発展は、新 しくできた今津 と木津の粉檻 を醸 した

結果 と見る向きもある。このように、古代においては、追分→木津あるいは追分→勝野津ルー ト

が文献的観点より注目祝され、追分→今津ルー トが新 しく見られる傾向にあるが、このルー トに

沿っては、西より、商生古墳、大床古墳群、甲塚古墳、大供古墳群、女郎塚古墳、円山塚古墳、

葺積塚古墳、 ミコシ塚古墳、将軍塚古墳等が位置 し、決っして新 しく開拓されたルー トでないこ

とは明らかである。さらに、他の 2ルー トに対 して、遺跡分布が卓越 している事実 も見のがせな

い。善積郷は後の善積荘域に当ると考えられるが、いわゆる善積荘八ヵ村はすべてこのルー トに

沿っている。すなわち、善積郷は追分→今津間を包摂 しており、交通の要衝を占めていることに

なる。このように交通史上位置付けられる善積郷に弘川遺跡が所在するのである。さらに、先述

のように、集落に近かく、集落に対置される位置にありながらも、西近江路 と若狭街道 との結節

点である今津に近い位置にあり、高島郡の北部域 よりの物資、あるいは、若狭からの物資を集結、

保管 し、また今津あるいは西近江路を南下 して木津、勝野津からの積み出しにも非常に地の利を

得ているといえよう。すなわち、倉院の要件 としてあげた5,穀物の運搬に便利な点をも十三分

に満 していることになる。

� 高島郡における善積郷の位置

以上により、およそ倉院たるべき諸要因を満 したものと思う。それでは、官衡たるべき倉院と

しては郡倉、郡倉の別院、郷倉等が考えられるが、倉院たる弘川遺跡の場合、いずれに該当する

のか。当遺跡の所在する善積郷の高島郡における位置付けからアプローチしてみる。
⑫

和名類衆抄によると、高島郡には神戸、三尾、高島、角野、木津、桑原、善積、川上、大処、

輛結の10郷 がある。この中にあって善積郷は、天平宝字六年(762年 )五月一 日、近江国符案、応

和元年 (957年 )六月五 日、青蓮院文書 妙香院庄園目録、平等院文書治暦四年 (1068年 )太政官

符、元暦元年 (■84年 )注進風土記等において、 F善積郡』 として現われる。この呼称は他の郷

にあっては見られないものである。その用法を見ると、妙香院庄園目録では「近江国大処荘在善

積郡」、 太政官符では「字子田上柚川上荘在近江国高島善積両郡」、 注進風土記に「川上里善積

郡」とある。この中で注意されるのは、平等院文書治暦四年太政官符に見る「近江国高島善積両

郡」 とあることで、高島郡が高島と善積の両郡に 2分 した取 り扱いである。このことは、康平元

年(1058年 )十一月秦安成解や天永三年 (■ 12年 )二 月近江国司庁宣案に「高島南郡」 と見え、ま

た、寛治四年(1090年 )二 月二四日鴨御祖大神宮申状案に「高島庄南郡」 と見るように、高島郡が

南北の 2郡に細分 して呼称することと符合するものであろう。郡 を細分 した呼称は、近江国に限

っても、栗太郡、甲賀郡、野洲郡、蒲生郡、神崎郡、大上郡、坂田郡、浅井郡等においても見ら

れ、後で述べるように、全国的にも広い分布 を示 しているところである。特に、10世紀以降にこ
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うした郡の細分傾向が進行 し、これが、従来の徴税領域である郡が、律令制の崩壊過程で数郷毎

を単位 とした徴税領域に変っていった結果であることは後に述べる通 りである。従って、高島郡

おける「近江国高島善積両郡」、「高島南郡」 といった記事は、高島郡が南北 2郡の徴税領域に細

分されていたことを示す。それでは、高島郡の10郷 が南北両郡のいずれに属 していたのか。明文

化された記事はないが、青蓮院文書応和元年 (957年 )六月五 日妙香院荘園目録に「近江国大処荘

在善積郡」、 また元暦元年 (1184年 )注進風上記に「川上里善積郡」 とあって、およそ、大処郷、

川上郷が北郡域にあったことが知れる。また元応元年 (1319年 )日 枝社注進状に「北郡木津郷神

田」 とあり、木津郷 も北郡域にあったことが知れる。一方、時期は下 るが、朽木文書文永元年

(1264年 )十月十弾師宮寄進状に「高島南郡添条八里十二坪」、永仁二年 (1294年 )二 月 枯券に

「高島南郡横山郷内云々」 とある。 7条 8里 12坪は現在の高島郡安曇川町青柳付近であり、高島

郷付近に当る。横山郷 とあるのは、高島町大字横山に当るものと考えられる。このように見てく

ると、木津郷が北郡に入るところから大処、川上郷以外の輌結郷 も北郡域に入 り、高島郷附近の

三尾郷、神戸郷は南郡域に入るものと思われる。のこる角野郷 と桑原郷であるが、桑原郷は現在

の朽木村附近 といわれ、南郡域に含めてよかろう。角野郷 も今津町浜分あたりとするなら、北郡

域に入る。このように、神戸、三尾、高島、桑原が南郡、角野、川上、木津、善積、大処、輛結

が北郡域にあったらしく、およそ、安曇サIIを 境 として南北に 2分 されていたようである。このよ

うに三分された高島郡の各々の中心が、南郡にあっては高島郷、北郡にあっては善積郷にあった

であろうことは、先の平等院文書の「近江国高島善積両郡」 と両郷 を対置して用いていることか

らもうかがい知ることができる。高島郷については、日本書紀継体天皇即位前紀に「近江国高島

郡三尾之別業」とあり、上宮記に「汗斯王、坐弥子国高島宮時」 とあって、安曇川町に三尾里、

二重生神社、高島町に水尾神社があるところから、高島南郡域が弥子国と呼ばれていたことが知

られる。律令体制下で郡郷が定められると、それに伴って高島郷、三尾郷が出来、高島郷に郡家

を置いたことから高島郡の郡名ができたとされる。善積郡が高島北郡の別称であることは青蓮院

文書等より明らかであるが、このことは善積郷が高島北郡の中心的存在であったことを示唆する。

すなわち、高島郡を南北に 2分する場合、南郡では、郡家のある高島郷に対置 し得る位置に、北

郡では善積郷があるということである。

lV 弘川遺跡の性格

以上により、弘川遺体が官衡的な様相を持ち、それが倉院たるべき諸条件を十分に満 している

こと、高島郡北部の諸物資、また、若狭地方からの諸物資の集結場所 として、交通上要衝に位置

していること、弘川遺跡の所在する善積郷が、古来より高島郡北部域の別称 として、また、10世

紀以降、徴税領域の細分化に伴い、高島南北 2郡に細分された時の高島北郡の中心的存在であっ
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たこと等を述べてきた。このような弘川遺跡の持つ諸条件から、当遺跡の性格 として、最 も蓋然

性の高いものは、延暦十四年(795年 )閏七月十五日と同年九月十七日の 2度にわたる大政官符に

見る郷倉であろう。類衆三代格巻十二 正倉官舎事 として、

○太政官符

応建置倉院事

右被右大臣宣俗。奉勅。如聞。諸国建郡倉。元置一処。百姓之居去郡僻遠。戯渉山川有労納

貢。加以倉合比近。甍宇相接。一倉失火。百倉共焼。言念其幣。有損公私。亘須毎郷更置一院。

以済百姓兼絶火祥。始自今年所輸租税収納新院。但前所納郡家不動物者。依旧莫動。其用蓋倉

者漸遷新院。置倉之法一依延暦十年符。各相去十丈。量便置之。

延暦十四年間七月十五 日

○太政官符

応改行建正倉院事

右被右大臣宣俗。奉勅。去閏七月十五 日毎郷更建倉院之状下諸国畢。追尋此事。頗乖穏便。

今須彼此相接比近之郷。於其中央同置一院。村邑通阻絶隔之処。互量地便毎郷置之。自余之事

一依前符。

延暦十ピЧ年間九月十七 日

とあり、わずか2ヵ 月余で「宣須毎郷更置一院」を「今須彼此相接比近之郷。於其中央同置一

院」 と改めているが、これは一郷一院が実情に合致 しないために、数郷毎に一院を置 くように、

現実性 を持たせたものと考えられる。このことについては、「律令制が解体 しはじめ官物未進が

慢性化 してくる 9。 10世紀段階では為政者の階級的性格があらわに露呈 してくるのであって、地

方行政区画は徴税単位 としてのみ支配組織の一環たり得たのである。この傾向の上に、郷倉設置

の歴史的意義 と役割 とがある?と され、「十一世紀以降の郷が前代の郷名そのままではなく、た

とえば大和国の場合に高市北郷 。同南郷 とあったり、筑前国で嘉麻南郷 と呼ばれた様な、郡名に

南北を付 した郷名の出現 して くるのは数郷 をあわせて正倉をたてた結果 と見るべきであるPと い

われる。すなわち、数郷毎に倉院を設置するのに伴い、従来の徴税領域である郡が細分され、そ

の結果 として、高島南郡、同北郡 といった徴税領域が輩出したものと考えられる。高島郡の細分

は康平元年(1058年 )十一月秦安成解に初見するところであるが、その直接的要因は善積郷に倉院

を設置 したことに他ならない。そして、弘川遺跡の年代が 8世紀をあまりさかのぼらない所に置

くことができ、延暦十四年の 2度にわたる太政官符 と符合するところである。その設置場所が、高

島郡北部の交通の要衝である善積郷 に置かれたであろうことは当然考えられ、また、青蓮院文書

応和元年(957年 )六月五日妙香院庄園目録等において、高島北郡の別称 として「善積郡」が用い

られたのは、善積郷に倉院が設置されたことに起因するものと考えられる。
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郷倉における倉庫群の配列

以上で、弘川遺跡が高島郡における郷倉跡である蓋然性の非常に高いものであると言えたと思

う。以下では、郷倉の具体的様相 を追求 してみたい。

郷倉の考古学事例は、この弘川遺跡 を除いては、現在のところ皆無 といっていい。弘川遺跡で

は、約 200m四方あると考えられる敷地の東端部を検出したのであるが、郷倉の敷地面積につい

ては、大和盆地に分布する小字クラノマチ (ツ ボ)の考察から、ほぼ 1～ 2町の区画が考えられ
⑩

ている。弘川遺跡の場合、南北が遺構の分布範囲に限って約 180m、 東西は、溝跡を東限とし、

遺物の分布範囲、円山塚古墳の位置から考えて、200m程 を計る。従って、約200m四方の区画が

その敷地 とすることができる。大和盆地で推考される面積の倍の広さを持つ。大和盆地の場合、

条里に規制された敷地が考えられているが、当遺跡のように条置割 りの見られない地域、また、

各地域の実情に合わせた敷地区画が取 られたものと解 してよかろう。 ともかく、弘川遺跡におい

ては、約 200m四 方 と考えられる敷地区画の東端部において、南側に門を持ち、この問から濠状

の溝 2条が南限を画 し、さらに南北の濤に続いて東限を画 している。この濤で画された内側に、

整然と規格性のある配列を示す倉庫郡が分布するのである。まずは、一定区画内に配列される倉

庫群の様子から見てみる。

現在のところ、郷倉の具体的な姿を示す考古学的、文献的資料は皆無 といっていい。その中に

あって、越中国官倉納穀交替帳に見る川上村、意斐村及び某村三ヵ村における倉庫群は、郡倉の別

院である可能性 もあるとされながらも、川上村、意斐村が和名類衆抄に見る郷名 と一致 しており、

唯一郷倉である可能性の強い史料である。当史料では、三村における倉庫群の呼称、規模が具体

的に示され、郷倉の具体的姿をイメージすることができる。呼称、規模については一覧表に示 し

た通 りである。越中国砺波郡における川上村に24棟、意斐村に27棟の記載が認められる。川上村

について見ると、不動倉は東・西・北の 3ブ ロ、ンク、動用倉の場合、東・南・西の 3ブ ロ、ンクに

区別されている。さらに、不動倉に東中一板倉、動用倉に東後一校倉、東後外一倉、東外 5少倉

等の呼称があり、東ブロ、ンクがさらに、不動倉では、東、東中、東後、動用倉の場合は、東、東

中、東後、東後外と3～ 4の 小ブロックに分かれていることが知れる。同様に、西ブロックでも、

動用倉に西外一屋の呼称があり、西の存在が考えられて、少なくとも2小ブロックが考えられる。

意斐村では、不動倉は東西南北の四ブロ、ンクに分かれ、東ブロックに、東、東後、東後外の呼称

があって 3小ブロ、ンクに分かれ、北ブロ、ンクに北、北外、北外後、北第二板倉前第二板倉 となっ

て、 4小ブロックに分かれる。動用倉の場合、東 と北の 2ブ ロ、ンクのみで、東ブロックは、東、

東後、東後外の 3小ブロ、ンクに分かれ、北ブロ、ックは、北外、北外後の呼称があり、北の存在が

考えられて、 3小ブロックに分かれる。このように、倉庫群は東、西、南、北 を基調 とした4ブ
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口 ン`クに区分 し、東、東中、東後、東後外 といった呼称により、各ブロックを細分 している。ま

た、西第 1板倉、西第 2板倉…∵ といったように、各倉庫に 1～ nの番号を付 し、その配列順序

を示 している。この呼称に従い、中心に対 して東西南北の 4ブ ロックに分け、南方を前面 と考え、

北及び南ブロックでは東西列 とし、たとえば、北前、北、北外、北後外と南側 より順次並べ、東、

西面ブロックは南北列 とし、中央側 より順次東、東中、東後 といったように並べ、各倉の相対的

位置関係 を図示すると以下のようになる。

O川上本寸の場合 ([f〕よ欠 )

|」±と受雲曇璽 __
|  (北 プロック) )( )(

(南 ブロック)
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固
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(プ ロック )

(南 ブロック)

(南)医ヨ医コ

-91-



同様に「正倉に付された番号によって使宣上右から一列に配列 した」 とことわり書 きをし、和

泉監正税帳 (天平九年)に 見る同例の呼称 を付 した和泉 。日根両郡の正倉群の配列を次の様に図
②

示されたものがある。

O日 根郡の場合

(1ヒ )

⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

(西 )

①②

(東 )

②   ①

(東院北 )

②   ①

(南 )

③ 2①

和泉監正税帳の場合、和泉、日根両郡の郡倉であって、越中国砺波郡二村の場合 と異るが、そ

の倉呼は、別表に示 した通 り、東西南北の4ブ ロ、ンクに分け、各ブロック毎に 1～ nの番号を付

し、基本的には、越中国 3村の場合 と同様の配列基準を持っていたものと解される。時期は下る

(南 )

④ ③ ② ①

O和泉郡の場合

(西 )

② ① ② ①

(南院北)

② ①

が、長元三・四年頃の上野国交替実録帳に記載された

上野国各郡の正倉院の倉呼称においても同様の呼称法

を用いており、郡倉、郷倉を問わず、広 く、各倉院に

おいては、倉庫群の配ア1は およそ東西南北を基調 とし、

各ブロック毎に、東西列あるいは南北列に、多い場合

には数列配されていたものと考えられよう。史料のう

えで知 り得るこうした倉庫群の配列に対 し、常陸国新

治郡家跡 とされる古郡遺訴争図 8)では、4群5疎の

建物跡が確認され、その配列は次のようであった。

すなわち、北群は25棟あり、東西棟で 5列 、東群は

13棟 あり、南北棟で 3列、南群は4棟で南北棟 2列、

W5巳        E2日 E7日E12□

E3□E8□ E13日

E4□E9日

□Sl□ S3

?       I♀ Om  □S2□
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図8.古郡遺跡遺構配置図 (注 22による)
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西群は南北棟 5棟が 3列、東西棟 4棟が 2列 に配されている。各ブロ、ノクは各々棟方向を異にし

ており、ブロック構成を意識 しているかに見える。この51棟のうち西群のものは、地固めに栗石

を用いる等入念なつ くりのものがあり、郡司の居宅等郡家の中心的建物で構成されていると考え

られている。他の北 。東 。南ブロ ンヽクは、焼米の出土などにより、すべて倉庫跡 とされている。

この 3ブロックの倉庫の配列は、越中国砺波郡 3村等に見る倉呼称に当てはめて呼ぶことが可能

である。すなわち、北ブロックでは、東西棟 5列 の最南列 より順次、北前、北、北中、北後、北

後外を冠することができる。東ブロックの 3列 は東、東中、東後、南ブロックの 2列 も南、南後

を冠 し、各列の倉庫の数に従い、たとえば、東第 1～ 東第 4、 東中第 1～ 第 5、 東後第 1～ 第 4

倉 と呼び得 る。従って、史料に見る倉呼称の具体的な有 り方はこの新治郡家跡で実証 し得るもの
②

と考える。さらに郡倉 と考えられている宮城県二十二間堂遺跡 (図 9)を 加えてお く。

Ｂ
Ⅵ

□Ⅳ

□Ш Ⅶ回

□ n

□ 1

碑

当遺跡 は、従来寺院跡 と考 えられて

いたが、最近再検討 されて陸奥国亘理

郡衡の郡倉ではないか とされたもので

ある。 ここでは30m四方程の上壇の北

東部 に10棟の建物が検出された。 2間

× 3間 あるいは 3間 × 3間の建物で構

成 され、いずれ も倉庫跡 と考 えられて

いる。その配列 は、およそ、西側で4

棟、北側で 2棟、南側で 3棟、これ ら

の間に 1棟あ り、その数、配列か ら、

皿□ Ⅸ働 Ｘ的

図9.三十三間堂遺跡離 画己置図 (注 23に よる)     和泉国の和泉 。日根両郡の正倉の有 り

方に似ている。西・北 。南各列の中央にくるものは、和泉国における、東院北あるいは南院北 と

呼称されるものに当るのかも知れない。

以上のように郷倉の可能性のある唯―の史料である越中国官倉納穀交替帳に見る砺波郡 3村の

倉庫群の倉呼称は、具体的には新治郡家跡 と考えられている古郡遺跡に見ることができる。弘川

遺跡の場合、40,000∬ と推察される敷地の約 5分の 1程 を発掘 したにすぎず、全容を知 るにはほ

ど遠いが、東を溝、北を棚列で界された南ブロック、 2間 × 3間の東西棟のある最北のブロ、ンク

と両者の中央ブロ ッヽク、あるいは中央ブロックを北寄 りの 2間 × 2間の建物の並ぶブロ、ノクと南

寄 りの規模の大きい建物のある部分の計 4ブ ロックに区分することも可能である。 しかし、いず

れにしても、以上見てきたような有 り方に復元することは現在のところ困難である。 というのは、

郡衡の場合においても、上野国交替実録帳に見えるように、正倉の他に郡庁、館、厨家等に属す

る建物があり、具体的には、古郡遺跡に見る西ブロックの建物、二十二間堂遺跡の上壇、また陸
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図 lα 関和久遺跡遺構配置図 (注 i3による)

②
奥国白河郡衡跡 とされている福島県関和久遺跡 (図 10)の ように、東西250m、 南北300m以上の

区画内で、正倉 と官衡風の建物 とが地域 を異にした配置等庁合 と正倉 との位置関係が多様である。

これに対 し、郷倉の場合、庁合関係の建物すら推察 し得ない状態である。越中国官倉納穀交替帳に

おいても庁合関係の建物の記載はない。弘川遺跡の場合、 2間 × 2間あるいは 2間× 3間の建物

は、倉庫跡 としてほぼ間違いはない。ただ、中央南寄 りの大型の建物を倉庫 とするか否かによっ

て、想定 し得るブロック構成が異るように思われるからである。 ともか く、現在のところ考え得

る郷倉の構造は、東西南北を基調ブロ、ンクとし、各ブロ、ンク毎に数列の倉庫群が規格性 を持って

配列されていたであろうことである。そして、郷倉における倉庫群の具体的な例証 として、弘川

遺跡 をあげ得るのである。

� 倉庫の規模 と構造

次に、弘川遺跡の倉庫群の構造について考えてみる。

史料的に倉規模の知 り得 るも、のは、天平九年和泉監正税帳に見る郡倉 と延暦年間の越中国官倉

納穀交替帳の郷倉かと思われるもの等が官衡関係 としてある。その他、宝亀十一年十二月二十五

日西大寺資材流記帳に見る正倉院の倉、天平十年十一月十九日東大寺伊賀国玉滝柚等寺院、荘園

関係の文書のいくつかに倉の規模 と構造の関係 を見ることができる。

まず、和泉監正税帳に見る和泉郡 と日根郡の場合について見ることにする。和泉郡には板倉、

丸木倉、法倉、屋、日根郡には板倉、丸木倉、法倉、屋、甲倉の別が見える。長 と広をかけた床

面積は、和泉郡の場合、板倉 4間 20.6∬～48.3∬ (平均38。 2∬ )、 丸木倉 5間 15.2だ～23.7∬ (平

均17.42ガ )、 屋 4間 31.5∬ ～79.8∬ (平均61.4∬ )、 法倉 1間 138.8ば となり、明らかに倉の構
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造により床面 に顕著な差 を示す。すなわち、丸木倉が最小であり、法倉が最大規模 を持つ。また、

平面形状について、長に対する広の比を示すと次の通 りである。

板倉-1.36、 1,38、 1.29、 1.14

丸木倉-0.85、 1.27、 1,17、 0.91、 0,98

法倉-3.43

屋 -2.81、 2.71、 2.59、 2.03

これからも明らかなように、丸木倉は方形プランに近 く、板倉、屋、法倉 と順次長方形プラン

が極端になる。また、丸木倉には、長に対 して広の大 きいものが見られる。

一方、日根郡の郡倉の場合、板倉 3間 15。 3∬ ～27.3∬ (平均23.2ド )、 九木倉 7間 10。 1∬～27.9

∬ (平均17.5ば )、  屋 1間28.1だ 、法倉 1間 110.2m2、 甲倉 3間 18.4∬～26.4m2(平均23.4ば )

となり、最大規模の法倉を除 く他は、床面積の差は非常に小さくなっている。 しかし、丸木倉 7

間は平均床面積17.5ずでやはり最小規模である。日根郡の場合、屋の規模が小さくなり、板倉 と

甲倉がほぼ同規模で、板倉は和泉郡に比べてやや小規模 となっている。長さに対する広の比を取

ってみると、

板倉-1.13、 1,06、 1.15

丸木倉-1.13、 1.19、 1.12、 1.16、 1.14、 1.1、 1.2

法倉-3

痘言  ―-1.06

甲倉-1.18、 1.125、 1.34

となり、法倉を除いて、方形に近か くなっている。

以上の和泉、日根両郡々倉 に共通 していえることは、法倉は最大規模の大型の倉で、長対広が

3以上対 1の長大な長方形プランを持つこと、丸木倉は床面積 17だ程の最小規模の倉庫であり、

方形に近いプランを持つこと、屋は板倉より規模が大 きい傾向にあること、板倉 と甲倉は規模に

大差ないこと等である。

次に越中国官倉納穀交替帳についてみると、川上村の場合、板倉 5間 と屋 1間 の規模の記載が

ある。板倉は49.4∬ ～107.9∬ (平均77.18ぜ )、 屋は 146ド の床面積 を持つ。長に対する広の比

は、板倉が1.06、  1.1、 1.17、 1.58、 2.13、 屋が3.17で 、板倉は方形乃至長方形プラン、屋は長方

形プランを持つ。

意斐村は21間 の板倉 と1間の屋に規模記載がある。板倉は16.3ば～123.8∬ (平均57.57∬ )、 屋

84.5m2ぁ る。長に対する広の比は1.0代 が 5間 、1.1代が 5間 、1.2代 が 3間、1.3・ 1.4。 1.5代 が各 1

間、1.6代が 2間、1,7代が 1間 で方形に近いプランを持つものが過半数 を占める。屋は1.74の 比

率 を持ち、長方形プランである。両村の場合、屋が板倉より大規模であることは和泉国 2郡の場
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合 と同様である。また、板倉が方形乃至方形に近いプランを持つことも同様であるが、板倉、屋

とも和泉国 2郡に比べて 2倍以上の規模 となっている。

参考に、瓦葺、桧葺の別の見える宝亀十一年十二月二十五 日西大寺資材流記帳に見る正倉院の

´
倉について見ると次表のようになる。

板 倉 甲 倉 瓦 葺

板 屋

冗 葺

板倉代瓦 葺 桧 皮 葺 瓦 葺 桧 皮 葺

床
　
面
　
積

28.lrド

∫

72.3∬

25.9rド

|

28.41ド

58.3rド

十

70.2m!

14。 9∬

∫

30.3rぱ

44.6rド 65.4コド

平均 (42.6m2) (27.8∬ ) (63,9∬ ) (23m2)

瓦葺は桧皮葺より規模が大きい。板倉 と甲倉は、桧皮葺のものと近似 した規模 を持つが、瓦葺

のものでは甲倉に大規模のものが多い。プランにおける甲倉、板倉の差はなく、また、各々の瓦      今

葺、桧葺にも顕著な差はない。

以上から見る限 り、同一種類の倉 も地域によって規模に格差があるが、相対的に次の様な′点が     1。

指摘できる。

○丸木倉は最小規模 を有 し、和泉国の 2郡では17ば余の床面積 を持つ。またプランは方形に近い。

○法倉は規模が極端 に大 きく、群中最大規模 を持つ。プランは長 :広が3:1程 で長大である。

O板倉 と甲倉は近似 した規模 を持つ。プランは方形に近いものから長方形のものまであるが、長

:広が 1:1～ 2.13の 間に入 り、長が広の 2倍以上になるものは極めて少ない。

○屋は、板倉、甲倉に比べて大規模である傾向にあり、プランも長が広の 2倍以上になる長方形

のものが多い。

O瓦葺 と桧皮葺 とでは、瓦葺がより大規模で、西大寺正倉院では 2倍以上の差がある。

以上の諸点 と弘川遺跡の場合 を比較 してみると、当遺跡では、建替えを含めて、 2間 × 2間の

もの16棟、 2間 × 3間のものが 9棟、その他 3棟ある。このうち2間× 2間のものは広面積9.52

だ～24∬ (平均 15ぱ )でプランはほぼ方形である。 2間 × 3間 は床面積12.3だ ～ 20.88耐 (平均

16.81m2)で プランにおける長 と広の比は1:1.4～ 1:1.8で長方形プランを持つが、長が広の 2倍      ウ

になることはない。このことは、 2間 × 2間のものは丸木倉である可能性が考えられ、 2間 × 3

間のものは、平面形では板倉や甲倉に近似 している。いずれにしても、弘川遺跡の 2種類の建物      |

は法倉や屋 といわれるものではないと考えられよう。

その他、倉構造 を示すものとしては、各国正税帳に限って見ても、土倉 (駿河国 )、 瓦倉 (駿
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河国、伊豆国、長門国 )、 格倉 (越前国 )、  円倉 (豊後国 )、 塗壁屋

構木倉 (薩摩国)等の名称 を見る。土倉や塗壁屋は倉の壁に上をぬ り

ことを示 し、瓦倉や草屋は倉の屋根が瓦葺ある

いは草葺であることを示すものと思われる。格

倉や構木倉は板倉、丸木倉、甲倉等同様倉壁の

材木の組み方を示すものと思われる。弘川遺跡

の場合、その規模、プランの形状から丸木倉 と

板倉か甲倉を想定 してみたが、もとより詳細は

明確にし得ない。ただ、瓦の出土を見ていない

ので、瓦葺 きではない。

次に、考古学的に明らかにされつつある郡衡

関係の正倉 と比較 しておく。郡衛関係の発掘調

査例は近年増加 しているが、その正倉に関 して

は意外に明確にされたものが少ない。知見に触

れる主なものとしては、常陸国新治郡家 とされ

る古郡遺縣P陸奥国亘理郡衡の郡倉 とされる三

812

田

0                   50m

?1[ 1 14Pm

図H,十三宝塚遣跡遣構配置図 (注 1 による)

⑮
十三間堂遺跡、上野国佐位郡家跡 とされる十三宝

塚遺訴蟄 図■ )、 現在発掘調査が進行中である陸奥
②

国白河郡家 とされる福島県関和久遺跡、筑紫国御

原郡衡 とされる福岡県小郡遺露敗 図12)等 をあげ

ることができる。

二十二間堂遺跡の場合、 2間 × 2間 が 1棟、 3

間× 2間が 1棟で、他の 7棟が 3間× 3間の建物

である。 2間 × 2間 は床面 23。 9ド と最小規模で、

プランの長 は広の 1.5倍 になる。 3間 × 2間は床

面積31だ で二番 目に小規模でプランは、長 対広は

1.5で ある。 3間 × 3間 は床面積46.3だ ～ 99。 2m2

の間に入 り、長 さは広 に対 して 1～ 1,29で 方形乃

至方形 に近 いプランを持 っている。

十二宝塚遺跡では、 4間 × 2間の ものが 2間 、

3間 ×2間の ものが 9棟ある。前者は床面積 30。 24

だ～ 47.56ば 、長 さは広に対 し2.3～ 2.8倍 と長方

将
贄浄

日Ч
814          838

(豊後

込めブ

===≠

,=ri=

已M

図12.小郡遣跡遺構配置図 (注 81こ よる)
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形プランを持つ。3間 ×2間 は17.34ド ～38,95だ の床面積 を持ち、長さは広に対 し1.24～ 3.61倍

で、3.01倍 になるものは 1間 のみ、他は1.24～ 1.86ま での間に入 り、 2倍以下である。

小郡遺跡は、いずれも3間 ×4間 のもので、床面積 も 57.96∬ と同じである。プランも長が広     ・

の1,46倍 で長方形である。

関和久遺跡では、全体規模の明瞭なものに限って、 3間×4間が 6棟で床面積はおよそ60ば 前

後で長は広の1.5倍以下で方形プランに近い。

以上でもわかるように、倉規模は地域によって異る。このことは、和泉国における和泉郡 と日

根郡の同国内はもとより、越中国との比較によっても明らかであった。 ともか く、以上の数例に

おいて、倉の床面積が5Q～ 60m2代 のものが多く、次いで、30～ 40ド代で、10～ 20ば代のものは十

二宝塚遺跡において4例、二十三間堂遺跡において 1例 を見るにすぎない。まして、10ば代に限

ると、十三宝塚遺跡の 1例 17.3m2を 見るにすぎない。弘川遺跡においては、明らかに倉 とし得る

ものの最大規模は 2間 ×3間のもので 20。 75m2で ぁり、顕著な相違 を示す。先にあげた文献事例

において、各国正税帳に、和泉国に見る丸木倉が他国においては見られないこと、また、越中国

においても丸木倉の記載がない、等の特徴が指摘できるが、考古学的資料においても、郡倉に10     ,

m2代 の倉が極めて少ない。むしろ、弘川遺跡における小規模倉庫群は特異なあり方 といえる。先
⑩

の和泉監正税帳の検討を通 じて、次のような注意される指摘がなされている。             「
.

〇日根・和泉両郡 とも、使用頻度の高い倉、すなわち、重要機能 を果す正倉は郡内の規模の大

きい数間の倉によって占められ、逆に規模の小さい正倉は空倉化する傾向が高い。

○和泉監の中心地である和泉郡は、日根郡に対 し、倉規模が格段に大きい。

O両部 とも、最大規模の法倉、屋の数間が集中的に利用され、逆に 5坪以下の小規模なものは

空倉化 している。

○和泉郡では不動倉は10数間の板倉ないし甲倉があてられている。

○和泉郡では丸木倉が少なく、空倉 している4間 につきる。日根郡では、16間 中 7間が九木倉

で 4間がなお使用 している。

以上はすなわち、和泉国においては、丸木倉は、中心的な和泉郡では使用頻度が低 く、中心か

ら離れる日根郡において、なお、重要機能を果 していることを意味する。また、同国の場合、築

造時期が新 しくなるにつれて大規模な倉が多くなる傾向にあり、当該郡の中枢的な役割 りを帯び

た正倉がこの部分に含まれるケースが多いといわれる。郷倉の設置を定めた延暦十四年七月十五     !

日の大政官符に「始自今年所輸租税収納新院。但前所納郡家不動物者。依旧莫動。其用蓋倉者漸

遷新院咽 とあることを考えると、弘川遺跡の小規模倉庫群は、あるいは、高島郡家の「用蓋倉」     「

を移設 したものであるかも知れない。
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表 3 倉規 模一 覧表 鮮位;寸)

I『和泉監正税崎  天平 9年

・大島郡

倉  名  称
基 塞

備 考
長 広 一島 長 広 積  高

不動倉 東第 1板倉 169 159

動用倉
東第2板倉 52

東第3板倉 33

東 第 4板倉 空

・ 和泉君|

倉 名 称
基 塞

備  考
長 広 一島 長 広 積  高

不動倉

西第 1板倉 264 194

南第 1板倉
つ
０

南第3板倉 228 41

動用倉 南院北第 1法倉
■
４

東第 1丸木倉 空

東第2丸木倉 145 空

東第3丸木倉 空

東第4丸木倉 空

西 1屋

西第2屋
南院北屋

東第 1丸木倉

東第3板倉 160

西  屋

。日根郡

倉 名 称
基 塞

備  考
長 広 一島 長 広 積  高

不動倉
北第4板倉 90

北第5甲倉

動用倉 北第6法倉

南第2丸木倉 135

南第3丸木倉

南第4板倉
つ
０

西第 1丸木倉 140

西第2甲倉

北第 1丸木倉 140

北第2丸木倉

北第3板倉

東院北第 1丸木倉

東院第2丸木倉 80

東第 1屋 180

東第2屋
不動倉 南第 1甲倉 164
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Ⅱ
『

越
中

国
官

倉
納

穀
交

替
帳
』

。
砺
波
郡
川
上
村

‐ ― ド 〇 〇 Ｉ Ｉ

倉
  

名
  

称
基

上
塞

上

長
広

一 局
長

広
一 島

長
広

一 局
長

広
一 局

東
中

1板
倉

28
2.
4

不
動

倉

西
第

1板
倉

28
2.
4

26
2.
8

55
.4

48
.5

62
.8

46
.2

西
第
2板

倉
29
1.
4

18
4.
5

15
3.
8

74
.4

51
.6

西
第
3板

倉
28
1.
6

25
5,
7

28
3.
1

26
3.
5

14
6.
2

39
.3

65
,5

15
7.
4

北
第
2板

倉
Z9
4.
6

15
4.
9

66
.2

48
.5

西
第
5板

倉
(男

證
)5
00

(眉
,)
23
5

(東
)5
05

(南
)2
41

62
.4

(蒔
子
)4
5.
5

(南
)

(西
)5
01

(t
Iし
)2
32
.5

(フ
野
)5
02

(f
tヒ

)2
36

(I
Iし
)4
4.
8

東
1板

倉

東
中

1校
倉

東
後

1板
倉

東
後
2校

倉

東
後
3校

倉

東
後
4校

倉

東
後

外
1倉

東
第
5屋

借
東

後
3校

屋

南
2屋

借
東

外
5少

倉

借
東

4屋
借

東
後

外
2屋

借
東

5屋
西

外
1屋

西
外
2税

屋

東
3屋

南
3税

屋



‐ ― ド Ｏ Ｐ Ｉ Ｉ

・
砺

波
郡

意
斐

村

倉
名

称
基

上
塞

上

長
広

一 働
長

広
一 働

長
広

一 働
長

広
一 局

東
後

第
1倉

26
4.
8

18
7.
5

不
動

倉

東
後
外

第
3板

倉
48
4.
9

84
.5

56
.5

東
第

1板
倉

(男
ミ
)1
93
.3

(南
北
)1
63
.3

(南
北
〉
1
79

63
.5

東
第
2板

倉
(コ

雪
)1
98

(I
Iヒ

)1
80

東
第
3板

倉
28
9,
9

東
第
4板

倉
40
1.
7

79
.5

47
.5

南
第

1板
倉

(南
)2
81

南
第
2板

倉
31
9,
2

27
6.
8

19
9,
4

74
.4

25
。
2

西
第
2板

倉
26
1.
2

36
.5

西
第
5板

倉

北
第
2板

倉
14
1

6
7.
3

北
第
2板

倉
前

第
2板

倉
24
3.
8

24
3.
3

15
9,
8

66
.6

北
外

第
2板

倉
(南

)1
65

(西
)1
38

(東
)1
08

西
第
3板

倉
27
7.
3

25
8.
5

14
3.
5

72
.6

45
,3

西
第
6板

倉
29
4.
2

1
56
.1

74
.5

33
.5

北
外

後
第

1板
倉

18
5.
1

85
,9

47
.9

北
外

第
1板

倉

東
後

6屋
東

後
4屋

借
東

後
3倉

借
東

後
外

1屋

北
外
後

第
2板

倉
21
9.
1

17
9.
1

1
17
.8

束
第
5板

倉

東
第
6板

倉

北
外

第
3板

倉
26
1.
3

東
第

7屋
??
3

,



Ⅲ『多度神宮寺伽藍縁起資財帳』 延暦20年 H月 3日

倉  名  称 長 広 一局

大 衆

草葺板倉 138

114 110
ｎ
ｖ

Ⅳ『西大寺資財流言勘乃 宝亀 II年 12月 25日

・西南角院

・食堂院

倉  名  称 長 広 一島 備 考

中桧皮屋 板 敷

東南桧皮屋 180

東桧皮屋 180

南桧皮屋 板 敷

西桧皮屋 ０
０

西北 1草葺板倉

西北2車葺板倉 158 134

西北3革葺板倉
西北 4革葺板倉

・東南角院

倉  名  称 長 広 一島 備 考

南桧皮屋

東桧皮倉代

東桧皮甲倉

東北絵皮屋

北西桧皮屋

倉  名  称 長 広 一島 備 考

瓦葺倉代

瓦葺倉代

瓦葺甲双倉 184

・政所院

倉  名  称 長 広 一島 備 考

西北車葺板倉
Ｏ
Ｏ

西南桧皮板倉
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・正倉院

。離散屋倉

V『摂津職美努郷券』 天平宝字4年 H月 18日

倉  名  称 長 広 一局 備 考

南 1瓦葺甲倉

2瓦甲倉 300 255

3瓦板倉 293

4瓦板倉

5瓦板倉 128

6瓦板倉

7桧皮甲倉

8桧皮甲倉 174
つ
０

9桧皮板倉 122

10桧皮板倉 185

■桧皮板倉
０
０

12桧皮板倉 185

13中桧皮甲倉

14桧 厨 450

15北瓦板屋 交葺、敷板

16次瓦板倉代 400 180 80 交葺

17東北瓦葺甲倉

18東桧屋 (マ マ )

19東南桧皮厨

20桧皮客房 593

21桧皮房 400

22瓦葺屋

倉  名  称 長 広 一島 備 考

瓦葺甲倉 在安量房

桧皮板倉
つ
０

草葺板倉

桧皮葺屋 440

板  屋 480 巳上在古浄土院

板葺甲倉

革葺板甲倉 在瓦屋房

事葺板倉屋 在瓦屋房

絵皮葺屋

倉  名  称 各  長 各  広 各  高
中空間

長

家一区
の 内

双甲倉 144

未立倉 長、広 、高如上
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Ⅵ『東大寺伊賀国玉滝柚券第 1 天平20年以後』 天平 10年 同月19日

倉  名  称 長 広 備 考

家

区

の

内

板  倉

屋

葺 草

葺 革

葺 板

葺革、板敷

葺 草

葺桧皮、板敷

濫  屋

濫  屋

Ⅶ『越前国司摘

Ⅷ『越前国桑原荘均  天平勝宝7年5月 3日

Ⅸ『東大寺越前国桑原庄券第2 田地雑物』 天平勝宝8年

倉  名  称 長 広 備 考

板  倉 在丹生郡水成オ↓六人部浄成家

倉  名  称 長 広 一凸 備 考

合

舎

６

間

車葺板敷東屋 335

右 2物、『買』自足羽郡遷運造作立
〃 (更作者庇 )

〃 ( 〃  ) 235

板葺屋

板 倉 右一物、『新造』様工等功食充給未作車
車葺東屋

右3物、『自前在庇』雪押伏 、更遷修理二革葺昆屋

革葺東屋

倉  名  称 長 広 一局 備    考

合

倉

屋

８

箇

板 屋 280 以板作壁板敷

車葺板敷東屋 前後在庇

板  倉

板葺屋

革葺員屋

車葺東屋

車葺東屋

板  屋
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X『東大寺越前国桑原庄券第3 田地雑物』 天平勝宝9年 2月 1日

倉  名  称 長 広 一局 備 考

合

倉

屋

８

箇

車葺板敷東屋 在前後庇

板  倉

板 屋 以板為壁

板葺屋

板葺屋 200
つ
０

革葺東屋

革葺員屋
つ
０

草葺東屋

構 垣 150丈

�『太政官牒』 延暦2年6月 17日

�『広隆寺資財帳』

以上『寧楽遺文』

以上『平安遺文』

倉  名  称 長 広 一局 備 考

寺

家

荘

一
区

板 倉

右、在摂津国西成郡江北、

今置駅家

板  倉

甲 倉 168

桧皮葺 5間板敷東屋

車葺9間員屋

草葺 9間東屋 646

板 倉

右、在同国東生郡江南、

今入寺家

板  倉

甲 倉

5問東屋

倉  名  称 長 広 一ｈ 備 考

皮

蔵

桧

宝

南 倉 戸 1具、広38、 高70

北 倉 戸 1具、広40、 高79

桧皮葺長倉

揖号留■
重二互二二一__J在 政所

車葺倉

板葺甲小居倉 戸 1具

革葺倉

東 1倉
戸 1具、以上丸木作 右倉立家以西

曽也

東2倉
東3倉
板葺小倉 戸 1具
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表 4 正税帳にみる構造別,用途房u倉―覧表

I 和泉監正税帳 天平9年

。某郡

Ⅱ 駿河国正税帳 天平10年

種 類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

工 倉 板  倉

不動倉

動用倉

穎稲倉

借納放生稲 1

空 11

屋 2 穎稲倉

計 計

・某郡

種 類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

工  倉

板  倉 不動倉

動用倉
法 倉 穎稲倉

丸木倉
空

借納義倉 1

屋 3
穎稲倉

空 1

計 計

。日根郡

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正 倉

板 倉 不動倉 3

甲 倉 動用倉 1

法 倉 穎稲倉 6

丸木倉 空

屋
穎稲倉 1

空 1

計 計

種 類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正  倉

土 倉 7

不動穀倉

新造2間 、修理 5間 、共に瓦倉

動用穀倉

糖  倉 9

瓦  倉

粟  倉 2

穎稲倉 Ｅ
υ

空 倉

税 屋 穎稲税屋
新造 1間

空税屋

借  倉

精借倉 4

粟借倉

穎稲借倉 1

空借倉

借 屋
動用穀借屋

穎借屋

計 計 250
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・志太郡

Ⅲ 大倭国正税帳 (養老 2年検校 )

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

工  倉

土  倉 l

不動穀倉 13

新造 1間、修理 3間 、共に瓦倉

動穀倉

瓦 倉

穎稲倉

糖 倉

空 倉

税 屋 1 穎稲税屋 1

借 倉 l 粟借倉 1

借  屋
穎稲借屋 l

穀借屋 l

計 計

・ 益頭郡

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正  倉
粟  倉 1

空 倉

税  屋
穎稲税屋

空税屋 1

借  倉 空借倉 1

借  屋 穎稲屋 1

計 計 29標分については文字欠失

・安倍郡

種 男J 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正 倉 23
土  倉 l

瓦  倉

税 屋 2

計 計

種 類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正 倉 141

不動穀倉

穀  倉

穎  倉

維色稲納倉

計 計

・郡別

郡   名 不動穀倉 穀  倉 穎  倉 雑色稲納倉 数 備 考

平  群  郡 1

広  端  郡 破  損

添把 (城上)郡 倉5間
十  市  群 1 1

城  下  郡

山  辺  郡 1 1 1

添  上  郡 3

計 1
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Ⅳ 尾張国正税帳 天平6年

種 類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

不動穀倉 7

橋  倉 l

屋 5

空  倉

動用穀倉 6

穎  倉 6

倉 下 3

空  倉 1

計 計

V 伊豆国正税帳 天平H年

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

工  倉

法  倉

不動穀倉 法倉在礎、8間元2間
瓦倉在礎動用穀倉 6

穎  倉

瓦  倉 楯  倉 4

空  倉

計 85 計

Ⅵ 越前国正税帳 天平3年

種 類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正 倉 不動穀 倉 41 正倉284間 、破 7間 、遺277間

穀  倉

新造倉 穎  倉

借  倉 11
桁  倉

空 倉

新造屋 1

屋 8間 、屋34間、屋 1間 計43間借  屋

屋

倉 下 倉 下 3 倉下 2間 、倉下 1間 計 3間
計 計

。敦賀郡

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正 倉
不動穀倉

穀  倉 7

借  倉 1

穎  倉

糖  倉 l

空  倉

計 計

。丹生郡

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 を

正  倉 不動穀倉 9 正倉52間、破 4間 、遺48間
穀  倉

新造倉 1 格  倉 1 穎  倉

借 倉 1
糖  倉

空  倉

倉 下 1 倉 下 1

計 計
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。足羽郡

種 類 数 構造別 数 用  途   】1 数 備 考

不動穀倉 種別一部欠

屋 3間 、屋 9間 、屋 1間 計13間穀 倉

倉 下 1

屋 13

借  倉 1 穎  倉

借  屋
楯  倉

空 倉

計 59 計

・坂井郡

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正  倉 43 不動穀倉 正倉43間、破 3間 、遺40間

屋 2間 、屋13間 計15間穀 倉

新造倉 穎  倉

借  倉
襦  倉

空 倉

屋 1
屋 15

借 屋

倉  下 1 倉 下 1

計 計

・週→召君S

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正  倉
男
■

1

不動穀倉

穀  倉

穎  倉

新造倉 3 格  倉 糖  倉 1

空 倉

計 計

・カロ賀君|

種 類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正 倉
つ
０

不動穀倉

穀  倉

新造倉 格  倉 穎 倉

借 倉 2
濡  倉

空  倉

新造屋 l

屋
借 屋

計 54 計
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Ⅶ 隠伎国正税帳 天平5年

。郡別

Ⅷ 周防国正税帳 天平 10年

Ⅸ 長門国正税帳 天平9年

X 豊後国正税帳 天平9年

。某郡

用  途  別 役 道 郡 周 吉 郡 浜 部 郡 智 夫 蔀 計

不 動 穀 倉 2 5

動  用 倉 ユ 1

穎 倉

郡  稲  倉 Z

公 用 穀 倉

義 倉 l

糖 倉 1

空 3 0

破 壊 U U

計

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数

正  倉
不動穀倉

動用穀倉

新  造 糖  倉

借 倉
穎  倉

空  倉

屋 穎  屋

倉  下 穎倉下

計 計

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正  倉 不動穀倉 41 正倉187間 、破損 5間 、遺182間

借倉 8間 、止 5間 、遺 3間今新造倉 瓦  倉
動用穀倉

借  倉
糖  倉

穎 倉
借  屋 空  倉

計 計

種 類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

不 動

精  倉

動  用

穎稲納

計 計
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・球珠郡

種 類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正 倉

板 倉 不動倉 義倉為正税倉 1間
円 倉 1

流  倉塗壁屋

草 屋 1 動 用

穎稲納倉

5

7
義 倉 1 板  倉 1

借 屋 1 革 屋 1

計 計 19

� 薩麻国正税帳 天平8年

・某郡

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正  倉 構木倉 9
不 動 1

動  用 1

借 屋 l

糖 納 1

計 計

・某郡

種  類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

工  倉 5 構木倉 5 動  用 1

借 屋 1 穎稲納

計 6 計

・某郡

種 類 数 構造別 数 用  途  別 数 備 考

正 倉 構木倉 動  用 1 正倉12間 、工倉10間 、借屋 2間 計12間

新 造 1 構木倉 1 濡  納 l

借 屋 穎稲納

計 計
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� 律令制の解体 と郷倉の設置及びその消滅

延暦十四年七月十五 日及び同年九月十七 日の 2度 にわたる太政官符により、「彼此相接比近之郷。

於其中央同置一院」ことが定められた。このいわゆる郷倉がこの官符によって全国的に設置され

たであろうことは、延喜十年越中国官倉納穀交替帳、長元元年上野国交替使実録帳、永承 4年紀

伊国某郡収納米進未勘文等によって、和名抄の郷名 と符合する郷名を冠 した倉院あるいは正倉郡

の存在 したことにより、論証されている。すなわち、越中国砺波郡における川上村、意斐村、某

村にみる正倉の記事、上野国の長田院、伊参院、小野院、八木院等の倉院の記事、紀伊国の「

①
里倉」等の記事 を論拠 としている。郷名を院に冠 した諸例は次の通 りである。

日向国那珂郡田嶋院、宮埼郡飯肥院、兄潟郡都於院

大隅国大隅郡爾寝院、姶羅郡鹿屋院

薩摩国給黎郡給黎院

能登国羽昨郡羽昨院 邑知院、

上野国群馬郡小野院、八木院、

山城国宇治郡宇治院

都知院、能登郡奥木院

吾妻郡伊参院、長田院

摂津国河辺郡楊津院、武庫郡混陽院

これら諸院がすべて倉院を示すものであるなら、その分布が九州、北陸、畿内、関東に及び、

全国的な分布 を認めることができる。

郷倉の設置は、従来の徴税領域である郡が細分され、数郷毎の徴税領域 を形成する要因とされ、

「律令制崩壊過程において、官物未進力W隈性化 してくる9。 10世紀段階では為政者の階級的性格

があらわに露呈 してくるのであって、地方行政区画は徴税単位 としてのみ支配組織の一環たり得
⑫

るのである。この傾向の上に、郷倉設置の歴史的意義 と役割 とがある」 と指摘される。確かに、

上記の倉院の記事は10～ 11世紀に現われるところである。また、細分化された徴税領域 を示すも

らとして、「11世紀以降の郷が前代の郷名そのままでなく、たとえば大和国の場合に、高市北郷、

同南郷 とあったり、筑前国で嘉麻南郷 と呼ばれた様な、郡名に南北を附 した郷名の出現 して くる

のは数郷 をあわせて正倉をたてた結果 と見るべきであり、細分化された郡が新たな徴税領域 を形

成 したも溜 といわれる。郡の細分化は郡名に南北を附 した郷名の出現をもってするだけでなく、

次のような現われかたをする。すなわち、近江国高島郡における高島南郡、北郡 といった記載で

あり、その諸例は次の通 りである。

上総国周准郡、長柄郡、夷蒲郡

安房国平群郡

下総国葛餅郡、海上郡
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、 越前国丹生郡

近江国 (前出 )

丹波国船井郡、多紀郡、永上郡

伯者国会見郡

播磨国餅磨郡、揖保郡

安芸国安芸郡、佐伯郡

長門国豊浦郡

阿波国那賀郡

讃岐国香河郡

やはり全国的に分布 しており、10～ 12世紀の史料に見る。このように、全国的な規模で律令制

解体過程に伴い、10世紀以降に徴税領域の細分化が計 られ、定着 していった様子が知れる。

このことともに、各地に倉院の設置がなされていることも先述の通 りである。この倉院が、延暦

十四年の 2度にわたる太政官符に基 く「彼此相接比近之郷。於其中央同置一院」た郷倉であろうこ

とはすでに指摘されるところである。そして、この官符の出た8世紀末から徴税領域の細分化が

定着する10世紀後半までの間が、いわゆる律令制の崩壊過程にあたるわけである。太政官符の発

布 とともに郷倉の設置されたであろうことは、弘川遺跡の示すところであり、官物の未進化現象

が相当早い時期に現われていることは十分にうかがい知ることができる。ともかく、 9世紀、10

世紀の律令制の崩壊過程の段階は、徴税領域が従来の郡単位から郷単位に細分される時期であり、

郷に対する支配形態の変化 をもたらす時期でもあるといえる。すなわち、郷倉の設置によっても

たらされる徴税単位の郷への移行に伴い、郡司の郷司への転化が計 られる時期である。 また、

律令制下における郷長が郷の公的代表者であることが現実の問題 として意味を持たなくなり、「軍

事的暴力によって農民を支配する私営田領翌 が成長する時期であり、彼等を官僚的機構の中に

組み入れていくことによって、郷に対する支配力を強化 していく時期でもある。このことは、■

世紀に成立するといわれる郷司制の成立 とかかわる問題であり、郡司及び私営田領主の郷司化が

9。 10世紀の間に進行 していったことを示す。ただ、ここで問題 となるのは、弘川遺跡の存続期

間である。徴税領域が細分化 し、郷司制による郷の支配体制が確立する10～ ■世紀頃にはすでに

基遺跡は消滅するのであり、細分化 された徴税単位に設置された倉院としては機能 しなくなって

いる。このことは、郷司制の成立 と大きくかかわる問題であると思われる。すなわち、郷司化 し

た郡司の支配領域はともかく、郷司化 した私営田領主は一郷のみの郷司であることがよリー般的

な形態であったといわれる?こ のことは、数郷 を単位 として設置された郷倉が、郷司制の成立に

よって、さらに一郷一院の設置が要求され、従来の郷倉がもはや機能 しなくなった結果である可

能性がある。郷司の公的機能 として、①郷内の田地に対する進止権 をもっている。②郷内の徴税
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権を持ち夫役等の雑公事を課す。③院政期以後は在家に対する支配権を持つ、等があげられてい
⑬
る。郷司が一郷のみに支配権を持つことが一般的であるなら、こうした公的機能は一郷にのみ及

ぶのであり、従って、一郷単位の倉院が必要なのであって、数郷を単位 とした郷倉は機能を果さ

なくなる。弘川遺跡が10世紀頃に消滅する要因は、このことに求められるのではなかろうか。

注

①『十二宝塚遺跡発掘調査概報』I(群馬県教育委員会、昭和50年 )

②『寧楽遺文』

③『平安遺文』

④『平安遺文』

⑥「越中国官倉納穀交替帳」に見る砺波郡3村にみる倉庫群の記載について、天平5年以来穀を納めた倉もあり、

郡倉の別院とも解せられる余地をのこすともいわれる (福山敏男「地方の官衛」(『 日本の考古学』Ⅶ、昭和42年 ))

⑥林博通他『美園遺跡発掘調査報告書』 (滋賀県教育委員会、昭和50年 )

⑦八木勝行「静岡県藤枝市御子ヶ谷遺跡の調査―駿河国志太郡の郡衛遺構―」(『 月刊文化財』173号、昭和53年 )

③『福岡県三井郡小郡遺跡発掘調査概報』1971年 (福岡県教育委員会、昭和46年 )

⑨前掲書③

O『下本谷遺跡―推定備後国二次郡衛跡の発掘調査報告―』 (下本谷遺跡発掘調査団、昭和50年 )

①高島忠平「平城京東三坊大路東側濤出上の施釉陶器」(『考古学雑誌』第57巻第1号、昭和46年 )

⑫足利健亮「大和盆地に分布する小字「クラノマチ (ツ ボ)」 の考察―我が平安時代における郡郷等の正倉院追求

の一試論下」(『 史林』第45巻第1号、昭和37年 )

｀
〇『関和久遺跡』Ⅵ (福島県教育委員会『福島県文化財調査報告書』第65集、昭和53年 )

⑭『平城宮木簡』I(奈良国立文化財研究所、昭和44年 )

〇前掲書③

⑮『滋賀県遺跡目録』 (滋賀県教育委員会、昭和41年 )

⑫池辺 輛『和名類衆抄郷名考証』校本之部、 (昭和47年 )

〇吉田晶「郷司制成立に関する若千の問題――郷長・私営田領主。公的機能の問題を中心にして」(『 ヒストリア』

23、 昭和49年 )

⑩前掲書⑭

⑩前掲書@
②舟尾好正「古代の稲倉をめぐる権力と農民一和泉地方を中心として一」 (上・下)(『 ヒストリア』24・ 25,昭和

50・ 51年 )

②高井悌二郎『常陸国新治郡上代遺跡の研究』 (昭和19年 )

④伊藤玄三「宮城県亘理郡の古代郡倉一二十二間堂遺跡の再検討―」 (『法政考古学』第2集、昭和53年 )

②前掲書◎

⑮前掲書②

⑮前掲書④

②前掲書①

②前掲書④

, ⑩前掲書③
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討検の跡迫退弘町津今郡
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お わ り に

昭和51・ 52両年度にわたって発掘調査を実施 した弘川遺跡について、それが延暦14年 の 2度に

わたる太政官符により設置された古代郷倉ではないかと考えた。もとより、郷倉に関する直接的

資料はなく、全国的にも類例 を見ないものである。郷倉 とする根拠は、そのすべてが情況資料に

もとず くものであり、より蓋然性の高い結論を導びいてきたのにすぎない。推定 した遺跡範囲は、

すでに、宅地化が進行 しており、その全容を知 るには、今 日ではもはや困難な段階であるが、い

ずれ、各地で同例の遺跡が発見され、調査されるであろう。その時期 を待って、当遺跡の性格に

ついては再検討を必要 としよう。
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遺跡位置図 (A弘川遺跡)及び周辺遺跡分布図
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1 簡生遺跡
2.梅ケ原遺跡
3 大床古墳群

4 上弘部遺跡
5.甲 塚古墳
6 小俵山遺跡

7 女郎塚古墳

8 円山塚古墳
9 葺積塚古墳

lδ  ミコシ塚古墳

H 将軍塚古墳

12 大供古墳群

3 心妙寺遺跡
4  コクリュウ寺遺跡
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・ ŕ″′            ~

|■
・

tl採

・
ユガ,==:=デ

互荘
=



図
版
八
七

一上！一一一一一・・！一一、，
一　
　
　
　
・て
ヽ、
　
　

，
　
　
　
　

・
ギ

ヽ
一
一

争
奪
ｈｉ

稲

慧

Ｆ

彗

収

Aナ也天: BI)7

す■■i
ヽ■

，４‐，
イ

Aす也|ズ: 131)7‖ JFI汽
「

lllPi



すヽ也|メ: !31)20



解
li:■ i ll■ li:

垂妻壇上:燈i療

図
版
八
九

門跡柱穴掘方

A地区 BP21



図
版
九
〇

■
“額
打
一が

一

卜辞
．
■．一
ｒ

離r嗅
意:

Aナ止|〔  Blう 23

解

Al胆 ズ: BID22



図
版
九

一

iと か li・
―

・
‐4・_ヽ t、 ■ ■

鉾密
を

_.

∵1升身ri差

A〕止 X:RP16・ Bl)17・ Bl)18

A〕 也ズ: 13P17‖ li白
「

lll十 1



図
版
九

二

岬郡

とキイ|′
″―
    tiF,

||■
二

:i才● ´
ィ  ンァ ィ 」籠 「上

I〕 1)16・ Ml門 il白 F lilPI

〕ヽ也X: I〕 1)17・ I〕 1)18卜 |「 1白

「「ll llギ



f翠警 T・■ 図
版
九
二

乖1姿難帯::

:二 |lk■鶏 1螂

A地区 BP16。 M2断 T白

「
:li拌

'

A地区 B P17断「白i土 肝|



図
版
九
四

躙 譜 為手梯 :I

||や甲畿瀞届

k・
4

ヾ一ヽ■

一本一洋

A〕也「〔 BP22



図
版
九
五

A地区 井戸遺物出土状態

A地区 井戸選物出土状態



図
版
九
六

ｉ
儲
・

ｉ
く
．

A地区 井戸,±物出土状態

一　　　　　　　　　　　！

鶴
辞 il

1ヽ:!



1 1導
こ1とど

'1ユ
:

，

′

一

・　
■
″
■

一
ゴ
一

F     ,

1'1:イ (′ ■

,・ |■ ‐Ⅲ.
1丁  !||

i柩1駐 ||

iliィ オ

A地 |〔  BP 61生物 ||1上状態

A地 |〔  BP6吐 物出上状態



=す曳

弄:|||1聰

Aナ也|ズi  01-02J生 ナを〔1生 4勿 ||lril】 ナtiき

ぶ
一一負
弱

Aナ也|ズ:  01-()2 Lナ をiす生1勿 |II:11】 人;ま



図
版
九
九

A地区 土 1市器簑出土状態

A地区 土 1市器甕肘1土状態



図
版

一
〇
〇

C地区 全 景 (南 よ り)

C地区 近 景 (南 より)



図
版

一
〇

一

C地区 全 景 (北 より)

C地区 近 景 (北 より)



図
版

一
〇
二

Cナ也区:  ヨヒ「件う〉 (l■lよ り)

C測」[正  F打斗生吉卜 (F'tlよ
l))



Cナ也1疋  i打 半う〉 (切(よ |))

Cl也「狂 引し
｀
卜うチ (功 (よ |))



図
版

一
〇
四

C地区 C9遮 労t(北西 よ り)

C〕也区 C9(束 よ り)



4上: rえ
、エン

．（
　
　
　
　
一

■
　
一

琶 卜,章;∵|!!ガ i
碑粛暉腎T甲甲4>・

翻B田
妬t轟 皇

ご〕山|((13。 (l ti。 (IFIと 比t― |1耳 k,

.歯い
' 

‐
・   |            |   ‐:

|二Ⅲ鰺
オ「

:∵
警

拳 :I:iFIぜ士

li'■■i

手   ~           i

韓

【■ 轟々(コ

ヽ
　
　
　
・

マ
イ

，
，

．【
，，
■

耳

1症11F上 |    |

(||よ11( t15。 (:|'|】 〔
`

止静れ摯i
ll

―・   ――
      r  ‐  .  ´

す  .   : |―  ヽ !    =i

,=雑■

一
．一ュれ
´

ll隠
弊



図
版

一
〇
六

C地区 C5(束 より)

C地区  C7(Jヒ ょり)



図
版

一
〇
七

弩
重

イ

C地区 (1ザ
Liょ り )

Cナ也IX  C8 (ヴ(よ |))



―

二

玉 :‐

C地区 Cl・ C2・ C3・ C4近妖 (Fオ耳よ り)

図
版

一
〇
八

， 舞
〕
疑

|1藍

寮
=乱

Cナ也1狂  C4 (,(ょ |,)



図
版

一
〇

九

C地区  Cl・ C2,C3違景 (束 より)

C地区 C3(束 よ り)



図
版

一
一
〇

==ふ
i

■li

さ

れ
上

一■

Cナ胆|メi  Cl (】こよ |)'

ぎオ十一

―
―

,奪|「

縦 毒:

Cl也 |ズi  C2 ()(よ |)|



図
版

一
一
一

D tt「X 仝 抗t(北束 より)

一 _               _

隷    姿
轟

ドー
||“ 9麟″■

攀

学

-4

再
響

数
　

・

一一一
〕

，
(尋

警
鬱

特
…守、_ギ

i  

韓 _

■秘||ド韓|■‐Ⅲ

Dナ也1狂  チきlⅢ Iイ麦∠誉ウit(昔」よ り)

_1 
「 |1甲

電 日 ェ     づ



畠
∵ ニ ギ

図
版

一
一
二

.: ―

工■ ―
 ｀` 一 ・               歳

―
^ヽ i多

癖 ,

|

「1聾

雪 rゝ
¶ 酢 :ヽ

i‐

黎 |:

i粋
辞 々

よ

わ

.｀
亀 ●〔

i

ぉ
一一曲

塩
一持
一ヽ

Ａ

ｉ
く
十

|(・費
|―.il晏

`■   、

一

―    、

ID l也 I Xi l)4・ D5 1´ |し ょ |

ゞ

'

)|



蔦 導 tfii r・1/

こ ‐

挙

ヤ

ー ・

4ヽ1111lill,1''IilHBlili:,】 !:i,マ

・   争

生
瓢 塁

埋野――こ

'一

一
―  _p

卜:ギ ♂

営

■=      郵
「

―
               ia  「卜|

毛:善r巧
Ⅲ≒

|ェ
↓‐

球 ―    ‐

静| ガ

Fイ

塙

“

""ゆ

与「

摩

豊 ・

こヽlHI!::'41

,'「 ■ぢ静

‐ケニ▼言
イ

Dナ胆|ズ:  I)4 111」 ,こ よ |)|

かギt.::モ

｀

線

　

・
● 韓

を多ギゞ
づ

!= 工、

IΥ :       l  l

l~i― ■,11

1)〕 也IX

|■ t芋・

→



″
'

ご√み

図
版

一
一
四

す
い

ぜ

F轟
″ 電

録|

ぞ■ ?・

ri

簾托 i

鶴

ガ
　
　
　
　
　
「

砕整．
・【
一
．　一中ェ一學

，　■一

守
、

球

■電
「

■‐

_Hdユ |

|',lili: 【!1耳

_壺
鞠

卓幻L洋    ~   

“

・
 尋 ∵       Ⅲ

I鞄|:

蠍 、″4  ギ

rttqs

隷
1洋基

韓
∵

汀
―
、

．ギ
一】ザ‐．．一・

Υ

「|■ |―  |  ′

Dナ也|〔   I)5 1 1丁 ょ|)

驚・
・一・

・
■冬
・

「）

一十一」
す　　・　・十一

:‐ 斎韓 1蟄 !耗

4

・,時 f、
・ | _ ‐

=■

―
身

聾

◆
i・   t́II!|:||||||||:|lllⅢ与、

゛

．
・
一一

一

↑
紺
∴

ぞ

卓
:11照

:Hユヨ氏と

‐ テ

電D ●



″ギ暉瞬

耳′  ″弾    ″→ 一

図
版

十
一
五

五―

上

と1逮
ば′哺L

:=゛■韓隣

工基 :彗

Dナ也|ズ:  |)3 1封 しよ |)|

i鉛
| 鰹 継

正「下

々

専勢 犠 ,

嘗

|・

れ
■

，



図
版

一
一
六

‘粋

可
鑑
謡

■
十予
ｄ
刊
鷲
ど
円

Dナ也1又:  Dl (1)耳 よ 1))

一
=

Dナ也1狂 S5・ S6・ S7(北 束 よ り )



図
版

一
一
七

デ _ン

手ガ
:事

4峯|II手
″・

皇挙事言|

'_干
:=二

1生:霧穿
ダ・撃辟

と予与矛ri て孝|..

ム

咀 I



図
版

一

ノ＼

G地区 全 洗t(市 よ り)

Gl也区  チとllil後 全景 (Jヒ よ り)



図
版

一
一
九

野
=|と

Gナ也|ヌ:  チき羽||イ麦4!九 t(F竹 よ り)

一轟
中．　　一一一一一　一一一一

:i機
擦 々 ,

u堪症ご」
|万

1

G地 IX 禿れ|1後 仝先t(束 より)

ド1恭



図
版

十
二
〇

 ゞ ‐ !     l       i“ ネ■
Ⅲ
Ⅲ

―

!1字
 

‐――
: 

―

ぎ■1  ・
■

―
警 |「

G」 也( Gl,Cゼ 。t,3に |し よ |,

｀ ■観

“

.・~X,ユ
 ィ

(霞ⅢⅢ.

: 
‐
 ェ■'上・

錦

1 騨

序

“

Ⅲ
…■|||::iF‐ 1

簸蟄
(:〕 山|ズ: (13

■融
と.工 1手を∫lil二とととェtl ri_

●I費 ,

|ォ |し

`り

ぜ ■三

1事鎮1饉

|1与

|■
.

と丞 晶



越
・ ‐ 一

麟

ェ筆Ⅲ
Ⅲ帯Ⅲ l攣|

tlナ也IX (14 |し よ ,

静
要郵案蔭1磯、

当

ｆ

一
ｒ
尋
穂

卜■
康
一

一】

(i〕 胆 X レ ン !,



図
版

一
三
二

トレンチ土席断T価 す±物包含状態

E地区  トレンチ (南 より)



図
版

一
二
三

―
      ―

夕〕
′
〔)志招革 (中に)



図
版

一
二
四

「
一

鰯

こ

タサ
イ
t,よ措予(イi)

と



騨 静 蝉

亀 ._

層

図
版

一
二
五

夕J'tすよ拷津・イ求下|‖ 1句イ伴 (H‖ )



図
版

一
二
六

“

魚白日iHHH日
111111111111111111111111111111illlB  

「
H“憫F'

白‐.i"‐ぃ・山1甘||||||||||||||||||||||||“瞬口
"‖ "  

「
―

滲

夕!′(!よ孝津 (||‖ )



図
版

一
二
七

一議

鯨 こヽヽ

‐
―
i｀

|!||||||||||||||||||llilllllllllllllllllllllll!!:―
I.`―

夕ヶ()と iイ|| |1小 |



図
版

一
二
八

く``
|〔士illllllllllllllキ

|キキilll:|li:|:|

ヾ

夕|()と iイ杵 (1不 )



図
版

一
二
九

1重毒iiilili;iiiiiヨ :骨

g写
:」 堺

喩「 帝 電沙

′!()と iイ洋 |1小 |



図
版

一
三
〇

‐
夕J.(,と iイ津 (1不 )



図
版

一
三

一

タケ'f)とiイ|1 14イ (。 li:|



図
版

一
三
二

上



図
版

一
三
二

lri)と iイト|(ィ 小ヽ|



・        ―
図
版

一
三
四

一



図
版

一
二
五



図
版

一
三
六



図
版

一
三
七

夕〕
′
(恵器 (壺 ・甕 )



(韓|´
＼

図
版

一
三
八

土 |IF器 ・黒色土器



図
版

一
二
九

イ)と 。土師器甕・須恵器つまみ・不f器 ・土錘



図
版

一
四
〇

ｒ
４卜ｒ一
塩
籍
蒔 ‐

‐
′
／
／
一く

▼・ ■■■!|IF十■tll帯ⅢⅢW'

ど

，

，
ュ
′丁

■

＾
　

〆

ｒｉ
４
ｉ

ｆ
＾

ノ

′

／

一

とこと」
=tivf―

 |

緑和1陶器・灰釉陶器



図
版

一
四

一

緑釉陶器



図
版

一
四
二

１
４

一一
」

イ最乃||卜 t」 イ洋クト1式 i祁



図
版

一
四
三

緑釉陶器外底部



図
版

一
四
四

鶏ニギ
=・

ぅ

穐遠

勿
′
(忠 器杯クト吹部糸切 り上k



図
版

一
四
五

甚

Ｆ|尋

露

Ｆ

け

●
Ｂぐ

藤

置

鷺

聡

β
監
亀
ｙ

静
霊
矮
潜
爾

揮
野

守
電
督
耳

◆丁・鈍



図
版

一
四
六



弘川遺跡発掘調査報告書

昭和 54年 3月 20日

編 集 滋 賀 県 教 育 委 員 会

発 行 滋 賀 県 教 育 委 員 会

(朗 滋 賀 県 文 化 財 保 護 協 会

印  刷  富 士 出 版 印 刷 株 式 会 社


